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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮膚に塗布するための配合物であって、
　ａ）
（i）２５℃にて１０００００～５０００００ｃＳｔまたはｃＰの粘度を有する高粘度の
ビニル末端化されたオルガノポリシロキサンの少なくとも１種、
２５℃にて５００～５００００ｃＳｔまたはｃＰの粘度を有する低粘度のビニル末端化さ
れたオルガノポリシロキサンの少なくとも１種、および
少なくとも１種のヒドリド官能化ポリシロキサン
を含む反応性要素；ならびに
（ii）補強要素を含む反応性補強成分；および
　ｂ）触媒を含む架橋成分；
を含み、　架橋成分は、ｉｎ ｓｉｔｕで反応性補強成分の架橋を促進し、その結果、皮
膜が皮膚に形成される、前記配合物。
【請求項２】
　前記配合物が、しわ補正用配合物、皮膚整形用配合物または硬さ付与用配合物である、
請求項１に記載の配合物。
【請求項３】
　整形される皮膚が目周辺の皮膚である、請求項２に記載の配合物。
【請求項４】
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　前記反応性補強成分が、２５℃にて５００００～７０００００ｃＳｔまたはｃＰの粘度
を有する、請求項１～３のいずれか1項に記載の配合物。
【請求項５】
　反応性補強成分および架橋成分が使用前に互いに反応することを防止されている、請求
項１に記載の配合物。
【請求項６】
　高粘度のビニル末端化されたオルガノポリシロキサンが２５℃にて１４００００～２０
００００ｃＳｔまたはｃＰの粘度を有する、請求項１に記載の配合物。
【請求項７】
　高粘度のビニル末端化されたオルガノポリシロキサンがビニル末端ポリジメチルシロキ
サンである、請求項１に記載の配合物。
【請求項８】
　高粘度のビニル末端化されたオルガノポリシロキサンが０．０５～０．１重量％のビニ
ル、または０．００１～０．０５当量／ｋｇのビニル、あるいは両方の組み合わせを有す
る、請求項１に記載の配合物。
【請求項９】
　低粘度のビニル末端化されたオルガノポリシロキサンが２５℃にて１０００～５０００
０ｃＳｔまたはｃＰの粘度を有する、請求項１に記載の配合物。
【請求項１０】
　低粘度のビニル末端化されたオルガノポリシロキサンが０．０１～０．５重量％のビニ
ル、または０．００１～０．１当量／ｋｇのビニル、あるいは両方の組み合わせを有する
、請求項１に記載の配合物。
【請求項１１】
　低粘度のビニル末端化されたオルガノポリシロキサンがビニル末端ポリジメチルシロキ
サンである、請求項１に記載の配合物。
【請求項１２】
　ヒドリド官能化ポリシロキサンが２５℃にて２～１００００ｃＳｔまたはｃＰの粘度を
有する、請求項１に記載の配合物。
【請求項１３】
　ヒドリド官能化ポリシロキサンが、５～７５％の％Ｓｉ－Ｈ量、または０．５～１０ｍ
ｍｏｌ／ｇのＳｉ－Ｈ量、あるいは両方の組み合わせを有する、請求項１に記載の配合物
。
【請求項１４】
　ヒドリド官能化ポリシロキサンがアルキル末端化されている、請求項１に記載の配合物
。
【請求項１５】
　ヒドリド官能化ポリシロキサンがトリメチルシロキシ末端メチルヒドロシロキサン－ジ
メチルシロキサンコポリマーである、請求項１に記載の配合物。
【請求項１６】
　ヒドリド官能化ポリシロキサンが少なくとも２個のＳｉ－Ｈ単位を有する、請求項１に
記載の配合物。
【請求項１７】
　オルガノポリシロキサンが、式ＩＩａのポリマー：
【化１】

（式中、Ｒ１ａ’、Ｒ３ａ’、Ｒ４ａ’、Ｒ５ａ’、Ｒ６ａ’、Ｒ８ａ’、Ｒ９ａ’およ
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びＲ１０ａ’は、それぞれ独立して、Ｃ１－２０アルキル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５

－１０アリール、ヒドロキシルまたはＣ１－２０アルコキシルから選択され、
ｐおよびｑは、それぞれ独立して、１０～６０００の整数である）
であり、且つ、ヒドリド官能化ポリシロキサンが、式ＩＩＩのポリマー：
【化２】

（式中、Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ３ｂ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ｂおよびＲ８ｂは、それぞれ独立して、
Ｃ１－２０アルキル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５－１０アリール、ヒドロキシルまたは
Ｃ１－２０アルコキシから選択され、
Ｒ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂは、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－２０アルキ
ル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５－１０アリール、ヒドロキシルまたはＣ１－２０アルコ
キシから選択され、ここでＲ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂの少なくとも２つは水
素であり、
ｍおよびｎは、それぞれ独立して、１０～６０００の整数である）
である、請求項１～１６のいずれか１項に記載の配合物。
【請求項１８】
　Ｒ１ａ’、Ｒ３ａ’、Ｒ４ａ’、Ｒ５ａ’、Ｒ６ａ’、Ｒ８ａ’、Ｒ９ａ’およびＲ１

０ａ’が、それぞれ独立して、Ｃ１－２０アルキルであり、Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ３ｂ、Ｒ
６ｂ、Ｒ７ｂおよびＲ８ｂが、それぞれ独立して、Ｃ１－２０アルキルであり、且つＲ４

ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂが、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－２０アルキルま
たはＣ５－１０アリールから選択され、ここでＲ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂの
少なくとも２つが水素である、請求項１７に記載の配合物。
【請求項１９】
　反応性補強成分が１：１０～１：１００のビニルオルガノポリシロキサン：官能化ヒド
リドのモル比を有する、請求項１～１６のいずれか１項に記載の配合物。
【請求項２０】
　補強要素がマイカ、酸化亜鉛、二酸化チタン、酸化アルミニウム、粘土またはシリカか
らなる群から選択される、請求項１に記載の配合物。
【請求項２１】
　補強要素が表面処理されている、請求項２０に記載の配合物。
【請求項２２】
　補強要素がシリカである、請求項２０に記載の配合物。
【請求項２３】
　補強要素がヒュームドシリカである、請求項２０に記載の配合物。
【請求項２４】
　架橋成分が金属触媒を含む、請求項１～１９のいずれか１項に記載の配合物。
【請求項２５】
　架橋成分が白金カルボニルシクロビニルメチルシロキサン錯体、白金ジビニルテトラメ
チルジシロキサン錯体、白金シクロビニルメチルシロキサン錯体、白金オクタンアルデヒ
ド／オクタノール錯体およびその組み合わせからなる群から選択される白金触媒を含む、
請求項１～１９のいずれか１項に記載の配合物。
【請求項２６】
　触媒成分の濃度が架橋成分の０．００５～０．０４％である、請求項２４または２５に
記載の配合物。
【請求項２７】
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　請求項１～２６のいずれか１項に記載の配合物であって、該配合物が、
　(i) 少なくとも1種の高粘度のビニル末端ポリジメチルシロキサンおよび少なくとも1種
の低粘度のビニル末端ポリジメチルシロキサンならびに少なくとも1種のトリメチルシロ
キシ末端メチルヒドロシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマーを含む、２０％～６０
％の反応性要素；および
　(iｉ) ８％～１３％のシリカ
を含み、ここで架橋成分が白金触媒を含む、前記配合物。
【請求項２８】
　１００００ｃＳｔのビニル末端ポリジメチルシロキサン；
１６５０００ｃＰのビニル末端ポリジメチルシロキサン；
アルキル末端化シリコンヒドリドポリシロキサン；および
白金ジビニルテトラメチルジシロキサン錯体
を含む、皮膚に塗布するための配合物。
【請求項２９】
　請求項１～２６のいずれか１項に記載の配合物を、皮膚に皮膜が形成されるように塗布
するステップを含むプロセスにより調製される皮膜。
【請求項３０】
　皮膜が、２０Ｎ／ｍ以上の皮革粘着力、０．０１～１ＭＰａのヤング率、少なくとも１
５０％の破断歪み、５％未満のヒステレシス；２０Ｎ／ｍｍ～８０Ｎ／ｍｍの粘着性、１
００ミクロン未満の厚さ、１～１５％未満の収縮またはその組み合わせを有する、請求項
２９に記載の皮膜。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願
　本出願は、２０１１年６月２３日出願の米国仮特許出願第６１／５００４５５号、２０
１１年６月２０日出願の米国仮特許出願第６１／４９９００２号、２０１１年６月１３日
出願の米国仮特許出願第６１／４９６４２０号、２０１１年６月３日出願の米国仮特許出
願第６１／４９３０２０号、２０１１年５月２３日出願の米国仮特許出願第６１／４８９
１１９号、２０１１年５月１６日出願の米国仮特許出願第６１／４８６６４３号、２０１
１年４月７日出願の米国仮特許出願第６１／４７２９９５号、２０１１年２月２４日出願
の米国仮特許出願第６１／４４６３３７号、２０１１年１月１３日出願の米国仮特許出願
第６１／４３２４５８号、２０１０年１１月１１日出願の米国仮特許出願第６１／４１２
５３１号および２０１０年８月３１日出願の米国仮特許出願第６１／３７８５０４号の利
益を主張する。上記出願の内容全体を参照により本明細書に組み込む。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚の外観の欠点、例えば、しわ、小じわ、しみ、毛穴の広がりまたは傷跡を減少させ
る現在の方法として、侵襲的および非侵襲的方法ならびに配合物がある。外科手術、充填
剤（例えば、レスチレン、ジュベダーム）、レーザーリサーフェイシングまたはボトック
ス（登録商標）などの侵襲的技術は、より持続効果があり、目立つ欠点を処置することが
できる。しかし、多くの消費者は、このような極端な美容処置を行う余裕がないか、希望
しないかのどちらかである。
【０００３】
　非侵襲的方法の例として、ファンデーションタイプの化粧品を皮膚に塗布し、または時
間をかけて外観の欠点を減少させ得る成分を含む化粧用配合物（例えば、抗しわクリーム
）を塗布することにより欠点を隠すものがある。残念ながら、ファンデーション化粧品は
、耐久性がなく、目立つ皮膚の外観の欠点、例えば、深いしわまたは傷跡を減少させるこ
とができず、その一方で、外観の欠点を減少させ得る種々の成分を含有する化粧用配合物
は、効果が出るまでに時間がかかり、また目立つ外観の欠点は減少させることができない
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。特に、現在の多くの化粧用配合物には、目立つ外観の欠点を減少させるために必要な機
械的特性がない。
【０００４】
　タンパク質および多糖などの高分子量ポリマーは、老化防止用スキンケア化粧用配合物
を開発する試みとして使用されてきた（Jachowicz et al., Skin Res. and Tech., 2008,
 14:312-319）。これらのポリマーは、皮膚に塗布された場合、皮膚の物理特性（例えば
、弾力性および硬さ）を変化させるが、長時間の使用における自然な、繰り返される顔の
動きを可能にする耐久性は得られなかった。今日のスキンケア製品に使用される市販のポ
リマー材料では、持続効果のある製品の性能として弾力性、耐環境性および皮膚密着性が
必ずしも得られず、化粧製品の消費者が求める美的な感触および外観も得られない。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、求められる美的品質を呈し、皮膚および身体の外観の欠点を減少させる、耐
久性があり、自然に見える非侵襲的組成物を提供し、その一方で、例えば、より侵襲的な
、皮膚科医が投与する方法を通して、典型的に得られるような化粧効果を提供する。
【０００６】
　一実施形態において、本発明は、対象者に塗布された場合、身体補正皮膜を形成し、そ
れにより身体の欠点を改善する非侵襲的身体補正用配合物を提供する。本発明は、このよ
うな身体補正用配合物の使用方法も提供する。別の実施形態において、本発明は皮膜を除
去するクレンザーを提供する。
【０００７】
　それに応じて、一実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、対象者の皮膚に
塗布される、ａ）反応性補強成分およびｂ）架橋成分を含む身体補正用配合物に関し、こ
の場合、架橋成分が、ｉｎ ｓｉｔｕで（その場で）反応性補強成分の架橋を触媒し、そ
の結果、身体補正皮膜が対象者の皮膚に形成され、皮膜が自然な皮膚の外観となる。
【０００８】
　一実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、対象者の皮膚に塗布される、ａ
）反応性補強成分およびｂ）架橋成分を含む二成分身体補正用配合物に関し、この場合、
反応性補強成分および架橋成分が使用前に接触することが防止され、、架橋成分が、ｉｎ
 ｓｉｔｕで反応性補強成分の架橋を触媒し、その結果、身体補正皮膜が対象者の皮膚に
形成される。
【０００９】
　一実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、対象者の皮膚に塗布される、ａ
）反応性補強成分およびｂ）架橋成分を含む身体補正用配合物を提供し、この場合、反応
性補強成分が、２５℃にて約５０００～約１００００００ｃＳｔまたはｃＰの粘度を有し
、架橋成分が、ｉｎ ｓｉｔｕで反応性補強成分の架橋を触媒し、その結果、身体補正皮
膜が対象者の皮膚に形成される。
【００１０】
　一実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、対象者の皮膚に塗布される、ａ
）反応性補強成分およびｂ）架橋成分を含む身体補正用配合物に関し、この場合、反応性
補強成分が、約１：１０～約１：１００のビニル：官能化ヒドリドの比を有し、架橋成分
が、ｉｎ ｓｉｔｕで反応性補強成分の架橋を触媒し、その結果、身体補正皮膜が対象者
の皮膚に形成される。
【００１１】
　一実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、ａ）対象者の皮膚に反応性補強
成分を塗布し、ｂ）反応性補強成分に架橋成分を塗布するステップを含むプロセスにより
調製された身体補正皮膜に関し、この場合、架橋成分が、ｉｎ ｓｉｔｕで反応性補強成
分の架橋を触媒し、その結果、身体補正皮膜が対象者の皮膚に形成される。
【００１２】
　一実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、ａ）対象者の皮膚に反応性補強
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成分を塗布し、ｂ）反応性補強成分に架橋成分を塗布するステップを含むプロセスにより
調製された身体整形皮膜に関し、この場合、架橋成分が、ｉｎ ｓｉｔｕで反応性補強成
分の架橋を触媒し、その結果、身体整形皮膜が対象者の皮膚に形成される。
【００１３】
　一実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、対象者の皮膚に、ａ）第１の反
応性補強成分およびｂ）第２の架橋成分を含む配合物を塗布することを含む、対象者の身
体の欠点を補正する方法に関し、この場合、架橋成分が、ｉｎ ｓｉｔｕで反応性補強成
分の架橋を触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成され、それにより身体の欠点を補正する
。
【００１４】
　一実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、対象者の皮膚に、ａ）第１の反
応性補強成分およびｂ）第２の架橋成分を含む配合物を塗布することを含む、対象者の皮
膚を予防する方法に関し、この場合、架橋成分が、ｉｎ ｓｉｔｕで反応性補強成分の架
橋を触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成され、それにより皮膚を予防する。
【００１５】
　一実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、対象者の身体に、ａ）第１の反
応性補強成分およびｂ）第２の架橋成分を含む配合物を塗布することを含む、対象者の身
体を整形する方法に関し、この場合、架橋成分が、ｉｎ ｓｉｔｕで反応性補強成分の架
橋を触媒し、その結果、皮膜が身体に形成され、それにより身体を整形する。
【００１６】
　一実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、対象者の皮膚に、ａ）場合によ
り１種以上の薬剤を含む第１の反応性補強成分およびｂ）場合により１種以上の薬剤を含
む第２の架橋成分を含む配合物を塗布することを含む、対象者に薬剤を送達する方法に関
し、この場合、架橋成分が、ｉｎ ｓｉｔｕで反応性補強成分の架橋を触媒し、その結果
、皮膜が皮膚に形成され、それにより対象者に薬剤を送達する。
【００１７】
　一実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、少なくとも１つの予め選択され
た機能調節成分を含む、対象者の身体に塗布する身体補正用配合物に関し、この場合、組
成物は、対象者の身体に塗布された場合、身体補正皮膜を形成する。
【００１８】
　一実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、少なくとも１つの予め選択され
た処置特異的成分を含む、対象者の身体の処置領域を標的とする、対象者の皮膚に塗布さ
れる身体補正用配合物に関し、この場合、組成物は、対象者の身体の標的処置領域に塗布
される場合、身体補正皮膜を形成する。
【００１９】
　一実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、身体補正皮膜を除去する場合に
使用される皮膜除去クレンザーに関し、この場合、皮膜が、皮膚に反応性補強成分を塗布
し、上記反応性補強成分に架橋成分を塗布するステップを含むプロセスにより調製され、
上記架橋成分が、ｉｎ ｓｉｔｕで反応性補強成分の架橋を触媒する。
【００２０】
　別の実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、皮膜湿潤成分、浸透成分、皮
膜膨張成分および皮膜剥離成分を含む皮膜除去クレンザーに関する。
【００２１】
　いくつかの実施形態において、本発明は、皮膚に塗布された身体補正皮膜を修復する配
合物に関し、この場合、上記配合物は、ａ）第１の反応性補強成分およびｂ）第２の架橋
成分を含み、架橋成分が、ｉｎ ｓｉｔｕで反応性補強成分の架橋を触媒し、その結果、
皮膜が皮膚に形成される。
【００２２】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、ａ）修復の必要な皮膜
の領域を識別し、ｂ）場合により皮膜の端部を滑らかにし、ｃ）皮膜を修復する配合物を
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塗布するステップを含む、皮膚に塗布された身体補正皮膜を修復する方法に関し、この場
合、配合物は、第１の反応性補強成分および第２の架橋成分を含み、架橋成分が、ｉｎ 
ｓｉｔｕで反応性補強成分の架橋を触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成され、それによ
り身体補正皮膜を修復する。
【００２３】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、身体補正皮膜を修復す
るキットに関し、キットは、ａ）第１の反応性補強成分およびｂ）第２の架橋成分を含み
、この場合、架橋成分が、ｉｎ ｓｉｔｕで反応性補強成分の架橋を触媒し、その結果、
皮膜が皮膚に形成される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は、本発明の配合物の塗布後の皮膚のヤング率の変化を示すチャートである
。ヤング率の変化は、配合物を塗布された場合、皮膚の硬さが減少することを示す。
【図２】図２は、本発明の配合物の塗布後の戻り時間の変化を示すチャートである。戻り
時間の変化は、配合物を塗布された場合、皮膚により弾力があることを示す。
【図３】図３は、ランダム化二重盲検臨床試験の属性による、２つの配合物の治験責任医
師の鑑定を示すチャートである。各配合物は実施例５に記載される。採点された属性には
、てかりの減少、毛穴の縮小、深いしわの減少および小じわの減少の程度が含まれた。全
ての属性において、これら２の皮膜の塗布により、評価した２２例の対象者に改善が見ら
れた。これら４つの属性を処置部位毎にさらに詳述した。これらの部位は、額、目尻のし
わ、目の下および鼻梁（番号１１）である。改善は各標的処置領域において認められた。
【図４】図４は、ランダム化二重盲検臨床試験の属性による、実施例５に記載の２つ配合
物の鑑定者の鑑定を示すチャートである。鑑定者の鑑定は、配合物の塗布後に採点された
各美的属性の改善を示す。
【図５】図５は、ランダム化二重盲検臨床試験の属性による、実施例５に記載の２つ配合
物のパネリストの鑑定を示すチャートである。評価された属性は、若々しい外観、マット
化（またはてかりの減少）、毛穴の大きさ、均一な皮膚の色合い、引き締まった皮膚の外
観およびしわの形成であった。各属性において、パネリストは平均して、配合物で処置後
の各効用の改善を認めた。
【図６】図６は、鑑定者が決定したパネリストの平均年齢の低下を示すチャートである。
８．７歳および７．７歳の全体の年齢低下は、それぞれ配合物６０－１４０－ＬＸ２およ
び配合物６０－１４０－１に認められた。
【図７】図７は、パネリストの写真の盲検評価による平均グリフィススコアの結果を示す
チャートである。グリフィススコアは、光損傷の程度を標準化した定量的な測定値であり
、スコア０は光損傷がないことに対応し、スコア９は重度の光損傷を表す。２つの例にお
いて、グリフィススコアは、それぞれ配合物６０－１４０－ＬＸ２および６０－１４０－
１を塗布後に２．１５および１．２５低下した。この結果は、図４および５と一致してお
り、パネリストは配合物の塗布後により若く見えた。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、ａ）反応性補強成分お
よびｂ）架橋成分を含む、皮膚に塗布される身体補正用配合物に関し、この場合、架橋成
分が、ｉｎ ｓｉｔｕで反応性補強成分の架橋を触媒し、その結果、身体補正皮膜が皮膚
に形成される。
【００２６】
　用語「身体補正用配合物」または「配合物」には、身体に塗布する場合、身体の欠点を
改善する、身体に皮膜を形成する化粧用組成物を含む。用語「身体の欠点」には、対象者
がしみもしくは傷と感じ、または当業者、例えば、皮膚科医、エステティシャンまたは整
形外科医がしみまたは傷と考える対象者の身体のこのような部分を含む。用語「身体の欠
点」には、皮膚の欠点および身体の軟部組織の弛み（例えば、皮膚の緩みまたは弛み、乳
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房、臀部、腹部、顎、頸部などの弛み）を含む。用語「皮膚の欠点」には、対象者がしみ
または傷と感じる対象者の皮膚のこれらの項目を含む。皮膚の欠点の例として、焔状母斑
または火炎状母斑（例えば、単純性血管腫もしくは正中火炎状母斑）、肝斑、しわ、しみ
、にきび、ほくろ、傷跡、刺青、あざ、皮膚の変形、母斑、日焼け、老化、不均一な皮膚
の色合い、弛んだ皮膚、皮膚の粗さ、色素沈着過度、毛穴の拡大、毛細管拡張症、赤み、
てかり、セルライト、妊娠線または皮膚の弾力の低下を含む。
【００２７】
　本発明の一実施形態において、本発明の組成物、配合物または皮膜は、皮膚特性の視覚
的および／または触覚的な改善を生じる。特定の実施形態において、本発明の組成物、配
合物または皮膜は、対象者の皮膚の欠点または身体の欠点をマスクし、覆い隠しまたはカ
バーするが、処置はしない。
【００２８】
　少なくとも１つの実施形態において、皮膚の欠点または身体の欠点は創傷または皮膚の
障害を含まない。
【００２９】
　用語「創傷」には、皮膚が裂傷、切傷または刺傷した場合の皮膚の損傷を含む。創傷は
皮膚の裂け目である。一実施形態において、創傷は、皮膚と異物の接触により生じる。皮
膚の裂け目は出血を生じ得る。創傷は、開放性創傷、例えば、擦過傷、裂傷、切傷、刺傷
、裂離または切断を含む。創傷はまた、熱傷を含む。熱傷は熱、電気、化学物質、光、放
射線または摩擦により生じる表皮に対する損傷の一種である。
【００３０】
　用語「皮膚障害」には、少なくとも１つの、医療処置を必要とする対象者の皮膚の症状
を生じる障害を含む。一実施形態において、皮膚障害は、自己免疫異常により生じる。別
の一実施形態において、皮膚障害は、環境因子、例えば、アレルゲンまたは化学物質によ
り生じる。処置を必要とする皮膚障害の症状の例として、皮膚炎、皮膚掻痒、乾燥肌、皮
膚のかさぶた、水膨れもしくはひび割れ、皮膚の浮腫または皮膚の病変形成がある。皮膚
障害には、慢性単純性苔癬、皮膚ループス（例えば、急性皮膚ループス、亜急性皮膚ルー
プス、慢性皮膚ループス、凍瘡状エリテマトーデス、円板状エリテマトーデス、ループス
エリテマトーデス/扁平苔癬オーバーラップ症候群、エリテマトーデス性脂肪織炎、腫脹
性ループスエリテマトーデスおよびいぼ状ループスエリテマトーデス）、乾癬（例えば、
尋常性乾癬、乾癬性紅皮症、膿疱性乾癬、薬剤性乾癬、逆乾癬、脂漏様乾癬および滴状性
乾癬）、湿疹（例えば、アトピー性湿疹、アトピー性皮膚炎、接触皮膚炎、乾燥性湿疹、
脂漏性皮膚炎、汗疱、円板状湿疹、静脈性湿疹、疱疹状皮膚炎、神経皮膚炎および自家感
作性皮膚炎）または慢性乾燥肌を含むがそれらに限定されない。
【００３１】
　いくつかの実施形態において、身体補正用配合物は、皮膚補正用配合物である。用語「
皮膚補正用配合物」には、皮膚に塗布された場合、皮膚の欠点を改善する、皮膚に皮膜を
形成する化粧用組成物を含む。いくつかの実施形態において、改善は、完全な改善または
部分的な改善である。当業者であれば、実施例６に記載の方法を使用することにより身体
の欠点の１つ以上を改善する程度を決定することができるだろう。
【００３２】
　いくつかの実施形態において、身体補正用配合物は、身体整形用配合物である。身体整
形用配合物は、皮膚に塗布された場合、対象者の皮膚に身体整形皮膜を形成する化粧用組
成物である。
【００３３】
　いくつかの実施形態において、身体補正用配合物は、皮膚保護用配合物である。皮膚保
護用配合物は、皮膚に塗布された場合、対象者の皮膚に保護皮膜を形成する化粧用組成物
である。
【００３４】
　いくつかの実施形態において、身体補正用配合物は、化粧剤または治療剤を、それを必
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【００３５】
　いくつかの実施形態において、身体補正用配合物は、身体補正皮膜を修復するために使
用される。
【００３６】
　一実施形態において、身体補正用配合物は、反応性補強成分および架橋成分を含む。用
語「反応性補強成分」には、第１の成分として皮膚に塗布される場合、架橋成分を反応性
補強成分に塗布する場合に形成される身体補正皮膜の基礎となる成分を含む。一実施形態
において、反応性補強成分は、少なくとも１つの反応性要素および少なくとも１つの補強
要素を含む。
【００３７】
　用語「反応性要素」には、配合物の反応性皮膜形成要素となる反応性補強成分の１つ以
上の要素を含む。いくつかの実施形態において、反応性要素は、少なくとも１種のポリシ
ロキサン、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド、ポリウレア、ポリウレタン
、ポリエステル（ポリ乳酸－グリコール酸コポリマー、ポリカプロラクトン、ポリ乳酸、
ポリグリコール酸およびポリヒドロキシ酪酸、ポリアミドまたはポリスルホンなど）を含
む。別の実施形態において、反応性要素は、式Ｉの化合物である：
【００３８】
【化１】

式中、
　ＷはＲ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ－、－ＯＲ４、－ＮＲ５Ｒ６、－ＣＲ７Ｒ８Ｒ９またはＣ５－

１０アリールであり、
　Ｘは－Ｒ１１Ｒ１２Ｓｉ－Ｏ－、－ＯＣＯＮＲ１３－、－ＮＲ１４ＣＯＮＲ１５－、－
ＣＯ－、－ＮＲ１６ＣＯ－、－ＳＯ２－、－Ｏ－、－Ｓ－または－ＮＲ１７－であり、
　Ｖは存在しないか、Ｃ１－２０アルキル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５－１０アリール
、－Ｏ－、－ＮＲ１０－または－Ｓ－であり、
　Ｙは－Ｒ１８Ｒ１９Ｓｉ－Ｏ－、－ＯＣＯＮＲ２０－、－ＮＲ２１ＣＯＮＲ２２－、－
ＣＯ－、－ＮＲ２３ＣＯ－、－ＳＯ２－、－Ｏ－、－Ｓ－または－ＮＲ２４であり、
Ｚは－ＳｉＲ２５Ｒ２６Ｒ２７、－ＯＲ２８、－ＮＲ２９Ｒ３０、－ＣＲ３１Ｒ３２Ｒ３

３またはＣ５－１０アリールであり、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ２５、Ｒ
２６、Ｒ２７、Ｒ３１、Ｒ３２およびＲ３３は、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－２０ア
ルキル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５－１０アリール、ヒドロキシルまたはＣ１－２０ア
ルコキシルであり、
　Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ１６、Ｒ１７、Ｒ２０、Ｒ２１、Ｒ２

２、Ｒ２３、Ｒ２４、Ｒ２８、Ｒ２９およびＲ３０は、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－

２０アルキル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５－１０アリールであり、
　ｓおよびｔは、それぞれ独立して、約０～約６０００の整数であり、
　式ＩのＸおよびＹは、独立した「モノマー単位」を表す。式Ｉに存在するＸおよびＹモ
ノマー単位の数は、それぞれｓおよびｔの値により得られる。代表的なモノマー単位は、
以下を含む：
【００３９】
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【化２】

式中、ＲはＲ１、Ｒ２、Ｒ３などにおいて上記に定義の通りである。
２個以上のＸ（またはＹ）モノマー単位が存在する（例えば、ｓ（またはｔ）が２つ以上
である）場合、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ１６、Ｒ１７、Ｒ１８、Ｒ
１９、Ｒ２０、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２３およびＲ２４の値が、－［Ｘ］ｓ－（または－［
Ｙ］ｔ－）により記載されるそれぞれ個々のモノマー単位において独立して選択されるこ
とが理解される。例えば、モノマー単位Ｘの値が－Ｒ１１Ｒ１２Ｓｉ－Ｏ－であり、ｓの
値が３であり、この時、－［Ｘ］ｓ－が、
－［Ｒ１１Ｒ１２Ｓｉ－Ｏ－Ｒ１１Ｒ１２Ｓｉ－Ｏ－Ｒ１１Ｒ１２Ｓｉ－Ｏ］－
である。
この例において、３個のＲ１１基が存在し、互いに同じまたは異なっていてよく、例えば
、１個のＲ１１が水素であってよく、その他の２個のＲ１１基がメチルであってよい。
　式ＩのＷおよびＸは、独立して末端キャップを表す。例えば、末端キャップの各末端の
１つは、
【００４０】

【化３】

を含み、式中、
【００４１】

【化４】

はモノマー単位への結合を示し、ＲはＲ１、Ｒ２、Ｒ３などにおいて上記に定義の通りで
ある。
【００４２】
一実施形態において、
　ＷはＲ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ－、－ＯＲ４、－ＮＲ５Ｒ６、－ＣＲ７Ｒ８Ｒ９またはＣ５－

１０アリールであり、
　Ｘは－Ｒ１１Ｒ１２Ｓｉ－Ｏ－または－ＮＲ１４ＣＯＮＲ１５－であり、
　Ｖは存在しないか、Ｃ１－２０アルキル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５－１０アリール
、－Ｏ－、－ＮＲ１０－または－Ｓ－であり、
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　Ｙは－Ｒ１８Ｒ１９Ｓｉ－Ｏ－または－ＮＲ２１ＣＯＮＲ２２－であり、
　Ｚは－ＳｉＲ２５Ｒ２６Ｒ２７、－ＯＲ２８、－ＮＲ２９Ｒ３０、－ＣＲ３１Ｒ３２Ｒ
３３またはＣ５－１０アリールであり、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ２５、Ｒ
２６、Ｒ２７、Ｒ３１、Ｒ３２およびＲ３３は、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－２０ア
ルキル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５－１０アリール、ヒドロキシルまたはＣ１－２０ア
ルコキシルであり、
　Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２８、Ｒ２９およびＲ３０は
、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－２０アルキル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５－１０ア
リールであり、
ｓおよびｔは、それぞれ独立して、約０～約６０００の整数であり、この場合、ｓおよび
ｔの合計は０ではない。
【００４３】
　一実施形態において、
　ＷはＲ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ－、－ＣＲ７Ｒ８Ｒ９またはＣ５－１０アリールであり、
　Ｘは－Ｒ１１Ｒ１２Ｓｉ－Ｏ－または－ＮＲ１４ＣＯＮＲ１５－であり、
　Ｖは存在しないか、Ｃ１－２０アルキル、Ｃ２－２０アルケニルまたはＣ５－１０アリ
ールであり、
　Ｙは－Ｒ１８Ｒ１９Ｓｉ－Ｏ－または－ＮＲ２１ＣＯＮＲ２２－であり、
　Ｚは－ＳｉＲ２５Ｒ２６Ｒ２７、－ＣＲ３１Ｒ３２Ｒ３３またはＣ５－１０アリールで
あり、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ２５、Ｒ
２６、Ｒ２７、Ｒ３１、Ｒ３２およびＲ３３は、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－２０ア
ルキル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５－１０アリール、ヒドロキシルまたはＣ１－２０ア
ルコキシルであり、
　Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ２１およびＲ２２は、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－２０アルキ
ル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５－１０アリールであり、
ｓおよびｔは、それぞれ独立して、約０～約６０００の整数であり、この場合、ｓおよび
ｔの合計は０ではない。
【００４４】
　一実施形態において、Ｖは存在せず、ＷはＲ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ－であり、Ｘは－Ｒ１１

Ｒ１２Ｓｉ－Ｏ－であり、Ｙは－Ｒ１８Ｒ１９Ｓｉ－Ｏ－であり、Ｚは－ＳｉＲ２５Ｒ２

６Ｒ２７であり、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ２５、Ｒ２６

およびＲ２７は、それぞれ独立して、Ｃ１－２０アルキル（例えば、メチルなどのＣ１ア
ルキル）またはＣ２－２０アルケニル（例えば、ビニルなどのＣ２アルケニル）から選択
される。一実施形態において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ
２５、Ｒ２６およびＲ２７の少なくとも１つは、Ｃ２－２０アルケニル、例えば、Ｃ２ア
ルケニル（例えば、ビニル）である。別の実施形態において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ１１

、Ｒ１２、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ２５、Ｒ２６およびＲ２７の少なくとも２つは、Ｃ２－２

０アルケニル、例えば、Ｃ２アルケニル（例えば、ビニル）である。いくつかの実施形態
において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ２５、Ｒ２６およびＲ２７の少なくとも１つは、それぞ
れＣ２－２０アルケニル、例えば、Ｃ２アルケニル（例えば、ビニル）である。
【００４５】
　一実施形態において、Ｖは存在せず、ＷはＲ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ－であり、Ｘは－Ｒ１１

Ｒ１２Ｓｉ－Ｏ－であり、Ｙは－Ｒ１８Ｒ１９Ｓｉ－Ｏ－であり、Ｚは－ＳｉＲ２５Ｒ２

６Ｒ２７であり、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ２５、Ｒ２６およびＲ２７は、それぞれ独立して
、Ｃ１－２０アルキル（例えば、メチルなどのＣ１アルキル）またはＣ２－２０アルケニ
ル（例えば、ビニルなどのＣ２アルケニル）から選択され、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およ
びＲ１９は、それぞれ独立して、Ｃ１－２０アルキル（例えば、メチルなどのＣ１アルキ
ル）から選択される。一実施形態において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３の少なくとも１つおよびＲ
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２５、Ｒ２６およびＲ２７の少なくとも１つは、Ｃ２－２０アルケニル、例えば、Ｃ２ア
ルケニル（例えば、ビニル）である。一実施形態において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３の１つはＣ

２アルケニル（例えば、ビニル）であり、その他はＣ１－２０アルキル（例えば、メチル
などのＣ１アルキル）であり、Ｒ２５、Ｒ２６およびＲ２７の少なくとも１つは、Ｃ２－

２０アルケニル、例えば、Ｃ２アルケニル（例えば、ビニル）であり、その他はＣ１－２

０アルキル（例えば、メチルなどのＣ１アルキル）である。一実施形態において、Ｒ１１

またはＲ１２の少なくとも１つおよびＲ１８またはＲ１９の少なくとも１つは、少なくと
も１個のモノマー単位においてＣ２－２０アルケニル、例えば、Ｃ２アルケニル（例えば
、ビニル）である。一実施形態において、Ｒ１１またはＲ１２の１つはＣ２アルケニル（
例えば、ビニル）であり、その他はＣ１－２０アルキル（例えば、メチルなどのＣ１アル
キル）であり、Ｒ１８またはＲ１９の少なくとも１つは、Ｃ２－２０アルケニル、例えば
、Ｃ２アルケニル（例えば、ビニル）であり、その他は少なくとも１個のモノマー単位に
おいてＣ１－２０アルキル（例えば、メチルなどのＣ１アルキル）である。
【００４６】
　いくつかの実施形態において、オルガノポリシロキサンは、ポリマーの末端キャップに
おいてのみビニル部分を含む。いくつかの実施形態において、オルガノポリシロキサンは
、モノマー単位においてのみビニル部分を含むが、ポリマーの末端キャップにおいてでは
ない。他の実施形態において、オルガノポリシロキサンは、末端キャップまたはポリマー
のモノマー単位の両方にビニル部分を含む。一実施形態において、ポリマーは、末端キャ
ップにおいて、またはモノマー単位内のいずれか、あるいはその両方に位置する２つのビ
ニル部分を含む。
【００４７】
　一実施形態において、平均して、少なくとも２つのビニル部分がポリマーに存在する。
具体的な実施形態において、少なくとも２つのビニル部分がポリマーに存在し、少なくと
も２つのビニル部分がポリマーの２つの末端キャップに存在する。具体的な実施形態にお
いて、２つのビニル部分のみがポリマーに存在する。具体的な実施形態において、２つの
ビニル部分のみがポリマーに存在し、末端キャップのそれぞれに位置する。具体的な実施
形態において、平均して、少なくとも２つのビニル部分がポリマーに存在し、少なくとも
２つのビニル部分がポリマーの１個以上のモノマー単位に存在する。具体的な実施形態に
おいて、平均して、少なくとも２つのビニル部分がポリマー内のどこかに存在するが、他
のビニル部分から約２０００モノマー単位、例えば、１５００、１６００、１７００、１
８００、１９００、２０００、２１００、２２００、２３００、２４００または２５００
モノマー単位離れている。具体的な実施形態において、平均して、少なくとも２つのビニ
ル部分がポリマー内のどこかに存在するが、他のビニル部分から約８５０モノマー単位、
例えば、３５０、４５０、５５０、６５０、７５０、８５０、９５０、１０５０、１２５
０または１３５０モノマー単位離れている。具体的な実施形態において、平均して、２つ
以上のビニル部分がポリマー内のどこかに存在するが、他のビニル部分から約４０モノマ
ー単位、例えば、５、１０、１５、２０、２５、３０、３５、４０、４５、５０、５５、
６０、６５、７０、７５または８０モノマー単位離れている。具体的な実施形態において
、１個以上のＳｉ－Ｈ単位はビニル部分に結合して存在する。別法として、一実施形態に
おいて、ビニル部分が存在する場合、この時、Ｓｉ－Ｈは存在しない。
【００４８】
　一実施形態において、Ｖは存在せず、ＷはＲ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ－であり、Ｘは－Ｒ１１

Ｒ１２Ｓｉ－Ｏ－であり、Ｙは－Ｒ１８Ｒ１９Ｓｉ－Ｏ－であり、Ｚは－ＳｉＲ２５Ｒ２

６Ｒ２７であり、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ２５、Ｒ２６

およびＲ２７は、それぞれ独立して、水素またはＣ１－２０アルキル（例えば、メチルな
どのＣ１アルキル）から選択される。一実施形態において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ２５、
Ｒ２６およびＲ２７は、それぞれ独立して、Ｃ１－２０アルキル（例えば、メチルなどの
Ｃ１アルキル）から選択され、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９は、それぞれ独立し
て、水素またはＣ１－２０アルキル（例えば、メチルなどのＣ１アルキル）から選択され
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、この場合、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９の少なくとも１つは少なくとも１個の
モノマー単位において水素である。一実施形態において、平均して、２個以上のＳｉ－Ｈ
単位（例えば、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９の１つ以上は水素である）がポリマ
ー内に存在し、例えば、３～１５個のＳｉ－Ｈ単位が存在し得る。具体的な実施形態にお
いて、８個のＳｉ－Ｈ単位が存在する。一実施形態において、１個以上のＳｉ－Ｈ単位（
例えば、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９の１つ以上は水素である）がポリマー内に
存在する。一実施形態において、少なくとも２個のモノマー単位が－Ｓｉ－Ｈ単位（例え
ば、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９の１つ以上は水素である）を含む。一実施形態
において、少なくとも３個のモノマー単位が－Ｓｉ－Ｈ単位（例えば、Ｒ１１、Ｒ１２、
Ｒ１８およびＲ１９の１つ以上は水素である）を含む。一実施形態において、少なくとも
４個のモノマー単位が－Ｓｉ－Ｈ単位（例えば、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９の
１つ以上は水素である）を含む。一実施形態において、少なくとも５個のモノマー単位が
－Ｓｉ－Ｈ単位（例えば、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９の１つ以上は水素である
）を含む。一実施形態において、少なくとも６個のモノマー単位が－Ｓｉ－Ｈ単位（例え
ば、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９の１つ以上は水素である）を含む。一実施形態
において、少なくとも７個のモノマー単位が－Ｓｉ－Ｈ単位（例えば、Ｒ１１、Ｒ１２、
Ｒ１８およびＲ１９の１つ以上は水素である）を含む。一実施形態において、少なくとも
８個のモノマー単位が－Ｓｉ－Ｈ単位（例えば、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９の
１つ以上は水素である）を含む。一実施形態において、Ｓｉ－Ｈ単位は１つまたは両方の
末端キャップに存在し得、さらに上記のようにモノマー単位に存在し得る。具体的な実施
形態において、Ｓｉ－（アルキル）またはＳｉ－（ビニル）単位もまた、ポリマー内に存
在し得る。具体的な実施形態において、Ｓｉ－ＣＨ３およびＳｉ－Ｈ単位のみが存在する
。具体的な実施形態において、モノマー単位または末端キャップはポリマーの非Ｓｉ－Ｈ
位において、Ｃ１－Ｃ２０アルキル、具体的にはメチル基を含む。
【００４９】
　具体的な実施形態において、平均して、少なくとも２個のＳｉ－Ｈ単位がポリマー内に
存在する。具体的な実施形態において、平均して、少なくとも２個のＳｉ－Ｈ部分がポリ
マー内のどこかに存在するが、他のＳｉ－Ｈ部分から約２０００モノマー単位、例えば、
１５００、１６００、１７００、１８００、１９００、２０００、２１００、２２００、
２３００、２４００または２５００モノマー単位離れている。具体的な実施形態において
、平均して、少なくとも２個のＳｉ－Ｈ単位がポリマー内のどこかに存在するが、他のＳ
ｉ－Ｈ部分から約８５０モノマー単位、例えば、３５０、４５０、５５０、６５０、７５
０、８００、８５０、９５０、１０５０、１１５０、１２５０または１３５０モノマー単
位離れている。具体的な実施形態において、平均して、２個以上のＳｉ－Ｈ単位がポリマ
ー内のどこかに存在するが、他のＳｉ－Ｈ部分から約４０モノマー単位、例えば、５、１
０、１５、２０、２５、３０、３５、４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０、７５
または８０モノマー単位離れている。
【００５０】
　上記の実施形態のいずれか１つの一態様において、ｓおよびｔの合計は約１０００～約
８０００、約１３００～約２７００、約１５００～約２７００、約１６００～約２６００
、約１６００～約２５００、約１７００～約２５００、約１８００～約２４００、約１８
００～約２３００、約１９００～約２３００、約２０００～約２２００、約２０５０～約
２１５０、約２１００～の整数である。
【００５１】
　上記の実施形態のいずれか１つの一態様において、ｓおよびｔの合計は約２００～約１
１００、約６００～約１１００、約７００～約１０００、約８００～約９００、約８２５
～約８７５、約８５０～、約２００～約８００、約２２５～約７００、約２５０～約６０
０、約２７５～約５００、約３００～約４００、約３５０～約４００、約３７５～の整数
である。具体的な実施形態において、ｓおよびｔの合計は約８５０～の整数である。
【００５２】
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　上記の実施形態のいずれか１つの一態様において、ｓおよびｔの合計は約５～約１３０
０、約１０～約１１００、約１０～約６００、約１５～約５００、約１５～約４００、約
２０～約３００、約２０～約２００、約２５～約１００、約２５～約７５、約３０～約５
０、約４０～の整数である。
【００５３】
　いくつかの実施形態において、反応性要素は少なくとも１つのオルガノポリシロキサン
を含む。用語「オルガノポリシロキサン」は、式ＩＩの化合物を含む：
【００５４】
【化５】

式中、Ｒ１ａ、Ｒ２ａ、Ｒ３ａ、Ｒ４ａ、Ｒ５ａ、Ｒ６ａ、Ｒ７ａ、Ｒ８ａ、Ｒ９ａおよ
びＲ１０ａは、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－２０アルキル、Ｃ２－２０アルケニル、
Ｃ５－１０アリール、ヒドロキシルまたはＣ１－２０アルコキシルから選択され、ｐおよ
びｑは、それぞれ独立して、１０～約６０００の整数である。
【００５５】
　いくつかの実施形態において、「オルガノポリシロキサン」は、式ＩＩａの化合物であ
る：
【００５６】
【化６】

式中、Ｒ１ａ’、Ｒ３ａ’、Ｒ４ａ’、Ｒ５ａ’、Ｒ６ａ’、Ｒ８ａ’、Ｒ９ａ’および
Ｒ１０ａ’は、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－２０アルキル、Ｃ２－２０アルケニル、
Ｃ５－１０アリール、ヒドロキシルまたはＣ１－２０アルコキシルから選択され、ｐおよ
びｑは、それぞれ独立して、１０～約６０００の整数である。一実施形態において、Ｒ１

ａ’、Ｒ３ａ’、Ｒ４ａ’、Ｒ５ａ’、Ｒ６ａ’、Ｒ８ａ’、Ｒ９ａ’およびＲ１０ａ’

はアルキル（例えば、メチルなどのＣ１アルキル）である。
【００５７】
　用語「アルキル」には、特定の炭素原子数を有する分岐鎖および直鎖両方の飽和脂肪族
炭化水素基を含む。用語「Ｃ１－２０アルキル」には、１～２０個の炭素を有する分岐鎖
および直鎖脂肪族基を含む。アルキル部分の例として、メチル、エチル、ｎ－プロピル、
ｉ－プロピル、ｎ－ブチル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、イ
ソプロピル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒt－ブチル、イソペンチルおよびｓ－
ペンチルがある。さらに、用語アルキルには、「非置換アルキル類」および「置換アルキ
ル類」をともに含む。置換アルキル類は、炭化水素骨格の１つ以上の炭素上の水素を置換
する置換基（例えば、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＣＮ、アルキル、アリール、ヒドロ
キシル、アルコキシ、ＣＯＣＨ３など）を有するアルキル部分を指す。
【００５８】
　用語「アルケニル」には、エテニルおよびプロペニルなどの、鎖に沿っていずれかの安
定な点で起こり得る１つ以上の不飽和炭素－炭素結合を有する直鎖または分岐鎖構造のい
ずれかにおける特定の炭化水素原子数を含む。用語「Ｃ２－２０アルケニル」には、１～
２０個の炭素を有し、１つ以上の不飽和炭素－炭素結合を有する分岐鎖および直鎖の炭化
水素基を含む。さらに用語「アルケニル」には、「非置換アルケニル類」および「置換ア
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ルケニル類」をともに含み、置換アルケニル類は、炭化水素骨格の１つ以上の炭素上の水
素を置換する置換基（例えば、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＣＮ、アルキル、アリール
、ヒドロキシル、アルコキシ、ＣＯＣＨ３など）を有するアルケニル部分を指す。
【００５９】
　用語「アリール」には、５～１０員の単環式、二環式または三環式環を含み、この場合
、２つ以上が存在する場合、少なくとも１つの環が芳香族である。用語「アリール」には
また、「ヘテロアリール」部分を含み、この場合、単環式、二環式または三環式環におい
て１つ以上の炭素が、１つのヘテロ原子（例えば、Ｎ、ＯまたはＳ）と置換される。用語
「アリール」にはまた、「非置換アリール類」および「置換アリール類」をともに含み、
置換アリール類は、芳香族環の１つ以上の炭素上の水素を置換する置換基（例えば、Ｆ、
Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＮＯ２、ＣＮ、アルキル、ヒドロキシル、アルコキシ、ＣＯＣＨ３など
）を有するアリール部分を指す。
【００６０】
　用語「ヒドロキシル」には－ＯＨを含む。
【００６１】
　用語「アルコキシ」には上記に定義の通り、ＯがＣ１－２０アルキル基に共有結合する
部分を含む。
【００６２】
　いくつかの実施形態において、オルガノポリシロキサンはビニル末端化される。用語「
ビニル末端オルガノポリシロキサン」には、式ＩＩのオルガノポリシロキサンを含み、式
中、Ｒ２ａおよびＲ７ａの１つまたは両方が、Ｃ２アルキル部分、例えば、ビニル部分（
例えば、－ＣＨ＝ＣＨ２）と置換される。具体的な実施形態において、「ビニル末端オル
ガノポリシロキサン」には、式ＩＩのオルガノポリシロキサンを含み、式中、Ｒ２ａおよ
びＲ７ａの１つまたは両方が、Ｃ２アルキル部分、例えば、ビニル部分（例えば、－ＣＨ
＝ＣＨ２）と置換され、Ｒ１ａ、Ｒ３ａ、Ｒ４ａ、Ｒ５ａ、Ｒ６ａ、Ｒ８ａ、Ｒ９ａおよ
びＲ１０ａは、独立して、Ｃ１－２０アルキル、例えば、メチルから選択される。
【００６３】
　他の実施形態において、オルガノポリシロキサンは、ビニル末端ポリジメチルシロキサ
ン；ビニル末端ジフェニルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー；ビニル末端ポリ
フェニルメチルシロキサン、ビニルフェニルメチル末端ビニルフェニルシロキサン－フェ
ニルメチルシロキサンコポリマー；ビニル末端トリフルオロプロピルメチルシロキサン－
ジメチルシロキサンコポリマー；ビニル末端ジエチルシロキサン－ジメチルシロキサンコ
ポリマー；ビニルメチルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー、トリメチルシロキ
シ末端；ビニルメチルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー、シラノール末端；ビ
ニルメチルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー、ビニル末端；ビニルガム；ビニ
ルメチルシロキサンホモポリマー；ビニルＴ構造ポリマー；モノビニル末端ポリジメチル
シロキサン；ビニルメチルシロキサンターポリマー；ビニルメトキシシランホモポリマー
およびその組み合わせから選択される。
【００６４】
　いくつかの実施形態において、オルガノポリシロキサンは、高粘度のオルガノポリシロ
キサン、低粘度のオルガノポリシロキサンまたはその組み合わせである。
【００６５】
　オルガノポリシロキサンは、高粘度および低粘度のオルガノポリシロキサンであり、高
粘度および低粘度のビニルオルガノシロキサンの組み合わせは、オルガノシロキサン分子
量の二峰性分布となる。少なくとも１つの実施形態において、オルガノポリシロキサンは
、ビニル末端オルガノポリシロキサンの二峰性分布となる高粘度および低粘度のビニル末
端オルガノポリシロキサンの組み合わせである。一実施形態において、オルガノポリシロ
キサンは、ビニル末端オルガノポリシロキサンの二峰性分布となる、式Ｉ、ＩＩ、ＩＩａ
、ＩＩｂおよびＩＩｃ、具体的に、式ＩＩａ、ＩＩｂおよび／またはＩＩｃまたはさらに
具体的に、式ＩＩｂおよびＩＩｃの組み合わせである。一実形態において、ポリマー分子
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量の二峰性分布は、高粘度のオルガノポリシロキサン：低粘度のオルガノポリシロキサン
の分子量（例えば、Ｓおよびｔの合計）の比で表される。一実施形態において、この比は
２～３である。具体的な実施形態において、この比は２．５である。
【００６６】
　用語「粘度」には、剪断応力または引張応力のいずれかにより変形されている流体の抵
抗性の測定値を指す。当業者であれば、過度の実験を行うことなく、流体の粘度の測定方
法を、例えば、粘度計またはレオメーターを使用して決定することができるだろう。代表
的な方法は、計測器に特異的な圧え粘度を測定する毛細管粘度計、回転粘度計またはレオ
メーターの使用がある。流体の粘度を決定する具体的な方法を実施例８に示す。
【００６７】
　用語「高粘度のオルガノポリシロキサン」には、２５℃にて約１０００００～約５００
０００ｃＳｔまたはｃＰ、例えば、２５℃にて約１１００００～約４５００００ｃＳｔま
たはｃＰ、２５℃にて約１２００００～約４０００００ｃＳｔまたはｃＰ、２５℃にて約
１２５０００～約３５００００ｃＳｔまたはｃＰ、２５℃にて約１３００００～約３００
０００ｃＳｔまたはｃＰ、２５℃にて約１３５０００～約２５００００ｃＳｔまたはｃＰ
、２５℃にて約１４００００～約２０００００ｃＳｔまたはｃＰ、２５℃にて約１４５０
００～約１９００００ｃＳｔまたはｃＰ、２５℃にて約１５００００～約１８５０００ｃ
ＳｔまたはｃＰ、２５℃にて約１５５０００～約１７５０００ｃＳｔまたはｃＰ、または
２５℃にて約１６００００～約１７００００ｃＳｔまたはｃＰの粘度を有するオルガノポ
リシロキサンを含む。いくつかの実施形態において、高粘度のオルガノポリシロキサンの
粘度は、２５℃にて約１４００００～約２０００００ｃＳｔまたはｃＰである。一実施形
態において、高粘度のオルガノポリシロキサンは２５℃にて約１６５０００ｃＳｔまたは
ｃＰの粘度を有する。
【００６８】
　一実施形態において、高粘度のオルガノポリシロキサンの平均分子量は、約１００００
０～約２０００００Ｄａ、例えば、約１１５０００～約１９５０００Ｄａ、約１２０００
０～約１９００００Ｄａ、約１２５０００～約１８５０００Ｄａ、約１３００００～約１
８００００Ｄａ、約１３５０００～約１７５０００Ｄａ、約１４００００～約１７０００
０Ｄａ、約１４５０００～約１６５０００Ｄａまたは約１５００００～約１６００００Ｄ
ａである。一実施形態において、高粘度のオルガノポリシロキサンの平均分子量は、約１
５５０００Ｄａである。
【００６９】
　いくつかの実施形態において、高粘度のオルガノポリシロキサンは、式ＩＩのものであ
り、式中、Ｒ２ａおよびＲ７ａはＣ２－２０アルケニル、例えば、Ｃ２アルケニル（例え
ば、ビニル）であり、Ｒ１ａ、Ｒ３ａ、Ｒ４ａ、Ｒ５ａ、Ｒ６ａ、Ｒ８ａ、Ｒ９ａおよび
Ｒ１０ａは、それぞれＣ１－２０アルキル、例えばＣ１アルキル（例えば、メチル）であ
る。いくつかの実施形態において、高粘度のオルガノポリシロキサンはビニル末端化され
る。他の実施形態において、高粘度のオルガノポリシロキサンはビニル末端ポリジメチル
シロキサンである。
【００７０】
　いくつかの実施形態において、ビニル末端化された高粘度のオルガノポリシロキサンは
、約０．０１０～約０．１００、例えば、約０．０１５～約０．０８０、約０．０２０～
約０．０７５、約０．０２５～約０．０６０または約０．０３０～約０．０５０重量％の
ビニルを有する。一実施形態において、高粘度のオルガノポリシロキサンは、約０．０３
０～約０．０４０重量％のビニルを有する。
【００７１】
　他の実施形態において、高粘度のオルガノポリシロキサンは、約０．０１００～約０．
０２００、例えば、約０．０１１０～約０．０１９０、約０．０１１５～約０．０１８０
、約０．０１２０～約０．０１７０、約０．０１２５～約０．０１６５または約０．０１
３～約０．０１６当量／ｋｇのビニルを有する。
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【００７２】
　一実施形態において、高粘度のオルガノポリシロキサンは、高粘度のオルガノポリシロ
キサン当たり平均して少なくとも２個のビニル単位を有する。一実施形態において、ビニ
ル部分を含むモノマー単位はポリマー全体に位置する。一実施形態において、ビニル含有
モノマー単位は、他のビニル含有モノマー単位またはビニル含有末端キャップから約２０
００モノマー単位離れて位置する。例えば、高粘度のオルガノポリシロキサンのビニル単
位は、１５００、１６００、１７００、１８００、１９００、２０００、２１００、２３
００、２４００または２５００モノマー単位離れている。
【００７３】
　いくつかの実施形態において、高粘度のオルガノポリシロキサンは、ビニル末端ポリジ
メチルシロキサン；ビニル末端ジフェニルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー；
ビニル末端ポリフェニルメチルシロキサン、ビニルフェニルメチル末端ビニルフェニルシ
ロキサン－フェニルメチルシロキサンコポリマー；ビニル末端トリフルオロプロピルメチ
ルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー；ビニル末端ジエチルシロキサン－ジメチ
ルシロキサンコポリマー；ビニルメチルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー、ト
リメチルシロキシ末端；ビニルメチルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー、シラ
ノール末端；ビニルメチルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー、ビニル末端；ビ
ニルガム；ビニルメチルシロキサンホモポリマー；ビニルＴ構造ポリマー；モノビニル末
端ポリジメチルシロキサン；ビニルメチルシロキサンターポリマー；ビニルメトキシシラ
ンホモポリマーおよびその組み合わせから選択される。
【００７４】
　用語「低粘度のオルガノポリシロキサン」には、２５℃にて約５００～約５００００ｃ
ＳｔまたはｃＰ、例えば、２５℃にて約１０００～約４５０００ｃＳｔまたはｃＰ、２５
℃にて約１５００～約４００００ｃＳｔまたはｃＰ、２５℃にて約２０００～約３５００
０ｃＳｔまたはｃＰ、２５℃にて約２５００～約３００００ｃＳｔまたはｃＰ、２５℃に
て約３０００～約２５０００ｃＳｔまたはｃＰ、２５℃にて約３５００～約２００００ｃ
ＳｔまたはｃＰ、２５℃にて約４０００～約１５０００ｃＳｔまたはｃＰ、または２５℃
にて約４０００～約１２０００ｃＳｔまたはｃＰの粘度を有するオルガノポリシロキサン
を含む。いくつかの実施形態において、低粘度のオルガノポリシロキサンは、２５℃にて
約１００～約５０００ｃＳｔまたはｃＰ、例えば、２５℃にて約２００～約４０００ｃＳ
ｔまたはｃＰ、２５℃にて約３００～約３０００ｃＳｔまたはｃＰ、２５℃にて約４００
～約２０００ｃＳｔまたはｃＰ、または２５℃にて約７５０～約１５００ｃＳｔまたはｃ
Ｐの粘度を有するオルガノポリシロキサンを含む。一実施形態において、低粘度のオルガ
ノポリシロキサンは２５℃にて約１００００ｃＳｔまたはｃＰの粘度を有する。いくつか
の実施形態において、低粘度のオルガノポリシロキサンは２５℃にて約１０００ｃＳｔま
たはｃＰの粘度を有する。
【００７５】
　一実施形態において、低粘度のオルガノポリシロキサンは、約２００００～約８０００
０Ｄａ、例えば、約５００００～約７５０００Ｄａ、約５５０００～約７００００Ｄａ、
約６００００～約６５０００Ｄａまたは約６２０００～約６３０００Ｄａの平均分子量を
有する。一実施形態において、低粘度のオルガノポリシロキサンは、約６２７００Ｄａの
平均分子量を有する。一実施形態において、低粘度のオルガノポリシロキサンは、約２８
０００Ｄａの平均分子量を有する。
【００７６】
　いくつかの実施形態において、低粘度のオルガノポリシロキサンは、式ＩＩのものであ
り、式中、Ｒ２ａおよびＲ７ａはＣ２－２０アルケニル、例えば、Ｃ２アルケニル（例え
ば、ビニル）であり、Ｒ１ａ、Ｒ３ａ、Ｒ４ａ、Ｒ５ａ、Ｒ６ａ、Ｒ８ａ、Ｒ９ａおよび
Ｒ１０ａは、それぞれＣ１－２０アルキル、例えば、Ｃ１アルキル（例えば、メチル）で
ある。いくつかの実施形態において、低粘度のオルガノポリシロキサンはビニル末端化さ
れる。他の実施形態において、低粘度のオルガノポリシロキサンはビニル末端ポリジメチ
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ルシロキサンである。
【００７７】
　いくつかの実施形態において、低粘度のオルガノポリシロキサンは、約０．０１０～約
０．３０、例えば、約０．０２０～約０．２９、約０．０３０～約０．２８、約０．０４
０～約０．２７、約０．０５０～約０．２６、約０．０６０～約０．２５、約０．０７０
～約０．２４、約０．０８０～約０．２３、または約０．０９０～約０．２２重量％のビ
ニルを有する。いくつかの実施形態において、低粘度のオルガノポリシロキサンは、約０
．１８～約０．２６重量％のビニルを有する。
【００７８】
　他の実施形態において、低粘度のオルガノポリシロキサンは、約０．０１０～約０．１
００、例えば、約０．０１５～約０．０９０、約０．０２０～約０．０８０、約０．０２
５～約０．０７０、約０．０３０～約０．０６０または約０．０４０～約０．０５０当量
／ｋｇのビニルを有する。いくつかの実施形態において、低粘度のオルガノポリシロキサ
ンは、約０．０３０～０．０４０当量／Ｋｇのビニルを有する。
【００７９】
　他の実施形態において、低粘度のオルガノポリシロキサンは、低粘度のオルガノポリシ
ロキサン当たり平均して少なくとも２個のビニル単位を有する。一実施形態において、ビ
ニル部分を含むモノマー単位はポリマー全体に位置する。一実施形態において、ビニル含
有モノマー単位は、他のビニル含有モノマー単位またはビニル含有末端キャップから約８
００モノマー単位離れて位置する。例えば、低粘度のオルガノポリシロキサンのビニル単
位は、４５０、５５０、６５０、７５０、８００、９５０、１０５０、１１５０、１２５
０または１３５０モノマー単位離れている。
【００８０】
　いくつかの実施形態において、低粘度のオルガノポリシロキサンは、ビニル末端ポリジ
メチルシロキサン；ビニル末端ジフェニルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー；
ビニル末端ポリフェニルメチルシロキサン、ビニルフェニルメチル末端ビニルフェニルシ
ロキサン－フェニルメチルシロキサンコポリマー；ビニル末端トリフルオロプロピルメチ
ルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー；ビニル末端ジエチルシロキサン－ジメチ
ルシロキサンコポリマー；ビニルメチルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー、ト
リメチルシロキシ末端；ビニルメチルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー、シラ
ノール末端；ビニルメチルシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー、ビニル末端；ビ
ニルガム；ビニルメチルシロキサンホモポリマー；ビニルＴ構造ポリマー；モノビニル末
端ポリジメチルシロキサン；ビニルメチルシロキサンターポリマー；ビニルメトキシシラ
ンホモポリマーおよびその組み合わせから選択される。
【００８１】
　いくつかの実施形態において、「オルガノポリシロキサン」は、式ＩＩｂの化合物であ
る：
【００８２】
【化７】

式中、Ｒ１ｃ、Ｒ３ｃ、Ｒ４ｃ、Ｒ５ｃ、Ｒ６ｃ、Ｒ８ｃ、Ｒ９ｃおよびＲ１０ｃは、そ
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れぞれ独立して、水素、Ｃ１－２０アルキル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５－１０アリー
ル、ヒドロキシルまたはＣ１－２０アルコキシルから選択され、ｅおよびｆは、それぞれ
独立して、１０～約６０００の整数である。一実施形態において、Ｒ１ｃ、Ｒ３ｃ、Ｒ４

ｃ、Ｒ５ｃ、Ｒ６ｃ、Ｒ８ｃ、Ｒ９ｃおよびＲ１０ｃはアルキル（例えば、メチルなどの
Ｃ１アルキル）である。いくつかの実施形態において、ｅおよびｆの合計は約１０００～
約８０００、約１３００～約２７００、約１５００～約２７００、約１６００～約２６０
０、約１６００～約２５００、約１７００～約２５００、約１８００～約２４００、約１
８００～約２３００、約１９００～約２３００、約２０００～約２２００、約２０５０～
約２１５０、約２１００～の整数である。
【００８３】
　いくつかの実施形態において、「オルガノポリシロキサン」は、式ＩＩｃの化合物であ
る：
【００８４】
【化８】

式中、Ｒ１ｄ、Ｒ３ｄ、Ｒ４ｄ、Ｒ５ｄ、Ｒ６ｄ、Ｒ８ｄ、Ｒ９ｄおよびＲ１０ｄは、そ
れぞれ独立して、水素、Ｃ１－２０アルキル、Ｃ２－２０アルケニル、Ｃ５－１０アリー
ル、ヒドロキシルまたはＣ１－２０アルコキシルから選択され、ｇおよびｊは、それぞれ
独立して、１０～約６０００の整数である。一実施形態において、Ｒ１ｄ、Ｒ３ｄ、Ｒ４

ｄ、Ｒ５ｄ、Ｒ６ｄ、Ｒ８ｄ、Ｒ９ｄおよびＲ１０ｄはアルキル（例えば、メチルなどの
Ｃ１アルキル）である。いくつかの実施形態において、ｇおよびｊの合計は約２００～約
１１００、約６００～約１１００、約７００～約１０００、約８００～約９００、約８２
５～約８７５、約８５０～、約２００～約８００、約２２５～約７００、約２５０～約６
００、約２７５～約５００、約３００～約４００、約３５０～約４００、約３７５～の整
数である。いくつかの実施形態において、ｇおよびｊの合計は約８５０～の整数である。
【００８５】
　いくつかの実施形態において、反応性要素は少なくとも１つのヒドリド官能化ポリシロ
キサンを含む。用語「ヒドリド官能化ポリシロキサン」は、式ＩＩＩの化合物を含む：
【００８６】

【化９】

式中、Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ３ｂ、Ｒ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ｂ、Ｒ８ｂ、Ｒ９ｂおよ
びＲ１０ｂは、それぞれ独立して、水素、Ｃ１－２０アルキル、Ｃ２－２０アルケニル、
Ｃ５－１０アリール、ヒドロキシルまたはＣ１－２０アルコキシから選択され、ｍおよび
ｎは、それぞれ独立して、１０～約６０００の整数である。但し、Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ３

ｂ、Ｒ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ｂ、Ｒ８ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂの少なくとも１つ
は水素である。いくつかの実施形態において、Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ３ｂ、Ｒ４ｂ、Ｒ５ｂ
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、Ｒ６ｂ、Ｒ７ｂ、Ｒ８ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂの少なくとも１つは水素であり、残り
はＣ１－２０アルキルである。いくつかの実施形態において、Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ３ｂ、
Ｒ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ｂ、Ｒ８ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂの少なくとも２つは水
素である（例えば、官能化ヒドリドポリシロキサン分子当たり２個のＳｉ－Ｈ単位）。他
の実施形態において、Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ３ｂ、Ｒ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ｂ、Ｒ８

ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂの少なくとも３つは水素（例えば、官能化ヒドリドポリシロキ
サン分子当たり３個のＳｉ－Ｈ単位）である。いくつかの実施形態において、Ｒ１ｂ、Ｒ
２ｂ、Ｒ３ｂ、Ｒ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ｂ、Ｒ８ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂの少な
くとも２つは水素（例えば、官能化ヒドリドポリシロキサン分子当たり２個のＳｉ－Ｈ単
位）であり、残りはＣ１－２０アルキルである。他の実施形態において、Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ

、Ｒ３ｂ、Ｒ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ｂ、Ｒ８ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂの少なくと
も３つは水素（例えば、官能化ヒドリドポリシロキサン分子当たり３個のＳｉ－Ｈ単位）
であり、残りはＣ１－２０アルキルである。いくつかの実施形態において、Ｒ４ｂ、Ｒ５

ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂの少なくとも２つは水素（例えば、官能化ヒドリドポリシロキ
サン分子当たり２個のＳｉ－Ｈ単位）であり、残りはＣ１－２０アルキルである。他の実
施形態において、Ｒ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ９ｂおよびＲ１０ｂの少なくとも３つは水素（例え
ば、官能化ヒドリドポリシロキサン分子当たり３個のＳｉ－Ｈ単位）であり、残りはＣ１

－２０アルキルである。
【００８７】
　一実施形態において、式ＩＩＩの少なくとも２個以上のモノマー単位は－Ｓｉ－Ｈ単位
（例えば、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９の１つ以上は水素である）を含む。例え
ば、平均して、式ＩＩＩの２～１５個のモノマー単位はＳｉ－Ｈ単位を含む。一実施形態
において、式ＩＩＩの少なくとも２個のモノマー単位は－Ｓｉ－Ｈ単位（例えば、Ｒ１１

、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９の１つ以上は水素である）を含む。一実施形態において、
式ＩＩＩの少なくとも３個のモノマー単位は－Ｓｉ－Ｈ単位（例えば、Ｒ１１、Ｒ１２、
Ｒ１８およびＲ１９の１つ以上は水素である）を含む。一実施形態において、式ＩＩＩの
少なくとも４個のモノマー単位は－Ｓｉ－Ｈ単位（例えば、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およ
びＲ１９の１つ以上は水素である）を含む。一実施形態において、式ＩＩＩの少なくとも
５個のモノマー単位は－Ｓｉ－Ｈ単位（例えば、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９の
１つ以上は水素である）を含む。一実施形態において、式ＩＩＩの少なくとも６個のモノ
マー単位は－Ｓｉ－Ｈ単位（例えば、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９の１つ以上は
水素である）を含む。一実施形態において、式ＩＩＩの少なくとも７個のモノマー単位は
－Ｓｉ－Ｈ単位（例えば、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９の１つ以上は水素である
）を含む。一実施形態において、式ＩＩＩの少なくとも８個のモノマー単位は－Ｓｉ－Ｈ
単位（例えば、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１８およびＲ１９の１つ以上は水素である）を含む。
具体的な実施形態において、非Ｓｉ－Ｈ位にはＳｉ－（アルキル）またはＳｉ－（ビニル
）単位を含み得る。具体的な実施形態において、非Ｓｉ－Ｈ位はＳｉ－ＣＨ３である。一
実施形態において、ヒドリド官能化オルガノポリシロキサンのＳｉ－Ｈ単位は、５、１０
、１５、２０、２５、３０、３５、４０、５０、６０、６５、７０、７５、８０、８５、
９０、１００、１２５、１５０または２００モノマー単位離れている。
【００８８】
　上記の実施形態のいずれか１つの一態様において、ｍおよびｎの合計は約１０～約１３
００、約１０～約１１００、約１０～約６００、約１５～約５００、約１５～約４００、
約２０～約３００、約２０～約２００、約２５～約１００、約２５～約７５、約３０～約
５０、約４０～の整数である。
【００８９】
　いくつかの実施形態において、ヒドリド官能化ポリシロキサンは、ポリマーの末端キャ
ップにおいてのみＳｉ－Ｈ単位を含む。いくつかの実施形態において、ポリシロキサンは
、モノマー単位においてのみＳｉ－Ｈ単位を含むが、ポリマーの末端キャップにおいてで
はない。他の実施形態において、ポリシロキサンは、末端キャップにおいて、またはポリ



(21) JP 6105468 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

マーのモノマー単位の両方でＳｉ－Ｈ単位を含む。一実施形態において、ポリシロキサン
は、末端キャップにおいて、またはモノマー単位内のいずれかで、あるいはその両方に位
置する２～１２個のＳｉ－Ｈ単位を含む。一実施形態において、ポリシロキサンは、末端
キャップにおいて、またはモノマー単位内のいずれか、あるいはその両方に位置する４～
１５個のＳｉ－Ｈ単位を含む。一実施形態において、ポリシロキサンは、末端キャップに
おいて、またはモノマー単位内のいずれか、あるいはその両方に位置する８個のＳｉ－Ｈ
単位を含む。
【００９０】
　いくつかの実施形態において、ヒドリド官能化ポリシロキサンは、２５℃にて約５～約
１１０００ｃＳｔまたはｃＰ、例えば、２５℃にて約１０～約１００００ｃＳｔまたはｃ
Ｐ、２５℃にて約１５～約５０００ｃＳｔまたはｃＰ、２５℃にて約２０～約１０００ｃ
ＳｔまたはｃＰ、２５℃にて約２５～約５００ｃＳｔまたはｃＰ、２５℃にて約３０～約
１００ｃＳｔまたはｃＰおよび２５℃にて約４０～約５０ｃＳｔまたはｃＰの粘度を有す
る。いくつかの実施形態において、ヒドリド官能化ポリシロキサンは、２５℃にて約４５
ｃＳｔまたはｃＰの粘度を有する。
【００９１】
　いくつかの実施形態において、ヒドリド官能化ポリシロキサンは、約９００～約６００
００Ｄａ、例えば、約１０００～約５００００Ｄａ、約１２００～約２５０００Ｄａ、約
１４００～約２００００Ｄａ、約１６００～約１５０００Ｄａ、約１８００～約１０００
０Ｄａ、約２０００～約５０００Ｄａ、約２２００～約４０００Ｄａおよび約２３００～
約２５００Ｄａの平均分子量を有する。一実施形態において、ヒドリド官能化ポリシロキ
サンの平均分子量は、約２４００Ｄａである。
【００９２】
　いくつかの実施形態において、ヒドリド官能化ポリシロキサンは、約３～約４５％、例
えば、約５～約４０％、約１０～約３５％、約２０～約３０％または約２６～約２７％の
％ＳｉＨ量を有する。いくつかの実施形態において、ヒドリド官能化ポリシロキサンは、
約２６％の％ＳｉＨ量を有する。
【００９３】
　いくつかの実施形態において、ヒドリド官能化ポリシロキサンは、約０．５００ｍｍｏ
ｌ／ｇ～約１０．００ｍｍｏｌ／ｇ、例えば、約１．００ｍｍｏｌ／ｇ～約９．００ｍｍ
ｏｌ／ｇ、約２．００ｍｍｏｌ／ｇ～約８．００ｍｍｏｌ／ｇ、約３．００ｍｍｏｌ／ｇ
～約７．００ｍｍｏｌ／ｇおよび約４．００ｍｍｏｌ／ｇ～約６．００ｍｍｏｌ／ｇのＳ
ｉＨ量を有する。一実施形態において、ヒドリド官能化ポリシロキサンは、約４．００～
約５．００ｍｍｏｌ／ｇ、例えば、約４．３５ｍｍｏｌ／ｇのＳｉＨ量を有する。
【００９４】
　他の実施形態において、ヒドリド官能化ポリシロキサンはアルキル末端化される。用語
「アルキル末端」は式ＩＩＩのヒドリド官能化ポリシロキサンを含み、式中、Ｒ２ｂおよ
びＲ７ｂの１つまたは両方がＣ１－２０アルキルである。いくつかの実施形態において、
「アルキル末端」は、式ＩＩＩのヒドリド官能化ポリシロキサンを含み、式中、Ｒ１ｂ、
Ｒ２ｂ、Ｒ３ｂ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ｂおよびＲ８ｂの１つ、２つ、３つ、４つ、５つまたは６
つはＣ１－２０アルキルである。一実施形態において、Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ３ｂ、Ｒ４ｂ

、Ｒ５ｂ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ｂ、Ｒ８ｂおよびＲ１０ｂは、それぞれＣ１－２０アルキル、例
えば、Ｃ１アルキル（例えば、メチル）であり、Ｒ９ｂは水素である。一実施形態におい
て、Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ３ｂ、Ｒ４ｂ、Ｒ５ｂ、Ｒ６ｂ、Ｒ７ｂ、Ｒ８ｂおよびＲ９ｂは
、それぞれＣ１－２０アルキル、例えば、Ｃ１アルキル（例えば、メチル）であり、Ｒ１

０ｂは水素である。
【００９５】
　いくつかの実施形態において、ヒドリド官能化ポリシロキサンは、ヒドリド末端ポリジ
メチルシロキサン；ポリフェニル－（ジメチルヒドロシロキシ）シロキサン、ヒドリド末
端；メチルヒドロシロキサン－フェニルメチルシロキサンコポリマー、ヒドリド末端；メ
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チルヒドロシロキサン－ジメチルシロキサンコポリマー、トリメチルシロキシ末端；ポリ
メチルヒドロシロキサン、トリメチルシロキシ末端；ポリエチルヒドロシロキサン、トリ
エチルシロキサン、メチルヒドロシロキサン－フェニルオクチルメチルシロキサンコポリ
マー；メチルヒドロシロキサン－フェニルオクチルメチルシロキサンターポリマーおよび
その組み合わせからなる群から選択される。
【００９６】
　いくつかの実施形態において、反応性要素は、式Ｉ、ＩＩ、ＩＩａ、ＩＩｂ、ＩＩｃ、
ＩＩｄおよび／またはＩＩＩのポリマーの組み合わせを含む。具体的な実施形態において
、反応性要素は、式ＩＩａ、ＩＩｂ、ＩＩｃおよび／またはＩＩＩのポリマーの組み合わ
せを含む。具体的な実施形態において、反応性要素は、式ＩＩｂ、ＩＩｃおよびＩＩＩの
ポリマーの組み合わせを含む。
【００９７】
　いくつかの実施形態において、反応性要素は、高分子量のビニルオルガノポリシロキサ
ン、低分子量のビニルオルガノポリシロキサンおよび／またはヒドリド官能化オルガノポ
リシロキサンの組み合わせを含む。一実施形態において、高分子量および低分子量のオル
ガノポリシロキサンのそれぞれは、ポリマー当たり平均して少なくとも２つのビニル部分
を含む。具体的な実施形態において、各ビニルオルガノポリシロキサンは、正確に２つの
ビニル部分を含む。一実施形態において、高分子量のオルガノポリシロキサン：低分子量
のオルガノポリシロキサンの比は２～３、例えば、２、２．５または３である。この比を
選択し、皮膜の化学特性および物理特性を調整し、具体的な方法または基体の一部に適合
させ得る。一実施形態において、ヒドリド官能化オルガノポリマーは、ポリマー内に平均
して２個以上のＳｉ－Ｈ単位を含む。具体的な実施形態において、ヒドリド官能化オルガ
ノポリシロキサン当たりの８個のＳｉ－Ｈ単位がある。
【００９８】
　いくつかの実施形態において、反応性要素は、高分子量のヒドリド官能化オルガノポリ
シロキサン、低分子量のヒドリド官能化オルガノポリシロキサンおよび／またはビニルオ
ルガノポリシロキサンの組み合わせを含む。一実施形態において、高分子量および低分子
量のオルガノポリシロキサンのそれぞれは、ポリマー当たり平均して少なくとも２個のＳ
ｉ－Ｈ単位を含む。具体的な実施形態において、各ヒドリド官能化オルガノポリシロキサ
ンは、正確に２個のＳｉ－Ｈ部分を含む。一実施形態において、高分子量のオルガノポリ
シロキサン：低分子量のオルガノシロキサンの比は２～３、例えば、２、２．５または３
である。この比を選択し、皮膜の化学特性および物理特性を調整し、具体的な方法または
基体の一部に適合させ得る。一実施形態において、ビニルオルガノポリマーは、ポリマー
内に平均して少なくとも２個以上のビニル単位を含む。具体的な実施形態において、ビニ
ルオルガノポリシロキサン当たりの８個のビニル単位がある。
【００９９】
　用語「補強要素」には、反応性補強成分と架橋成分とのｉｎ ｓｉｔｕでの反応から生
じる皮膜の所望の物理特性を得る反応性補強成分の１つ以上の要素を含む。このような物
理特性は、例えば、機械的要因（例えば、弾力性、耐久性、破断歪み、引張り強さなど）
、生物学的適合性（例えば、選択性通気性、粘着性など）、光学効果（例えば、反射率、
色など）および表面調節（例えば、質感、化学物質など）を含む。補強要素の例として、
粘土（例えば、Ａｌ２Ｏ３、ＳｉＯ２）、チョーク、タルク、カルサイト（例えば、Ｃａ
ＣＯ３）、マイカ、硫酸バリウム、二酸化ジルコニウム、硫化亜鉛、酸化亜鉛、二酸化チ
タン、酸化アルミニウム、シリカアルミネート、ケイ酸カルシウムまたは場合により表面
処理されたシリカ（例えば、フュームドシリカ、ケイ酸または無水シリカ）を含む。いく
つかの実施形態において、補強要素はシリカ、例えば、表面処理シリカ、例えば、ヘキサ
メチルジシラザンで処理したシリカである。
【０１００】
　いくつかの実施形態において、補強要素は、約１００～約３００ｍ２／ｇ、例えば、約
１１０～約２５０ｍ２／ｇ、約１２０～約２２５ｍ２／ｇ、約１３０～約２００ｍ２／ｇ
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、約１３５～約１８５ｍ２／ｇ、約１６０～約１７０ｍ２／ｇおよび約１６４～約１６６
ｍ２／ｇの表面積を有する。一実施形態において、補強要素は、約１６０±２５ｍ２／ｇ
の表面積を有する。
【０１０１】
　いくつかの実施形態において、補強要素は、約１～約２０μｍの平均粒径を有する。
【０１０２】
　いくつかの実施形態において、補強要素は、低粘度および／または高粘度のオルガノポ
リシロキサンで化合される。
【０１０３】
　いくつかの実施形態において、反応性要素および補強要素は反応性補強成分の約２０～
約９０％、例えば、反応性補強成分の約４０％～約６０％を構成する。いくつかの実施形
態において、反応性要素および補強要素は、反応性補強成分の約４５．０～約６１．０％
、例えば、約４５．０％、約４５．５％、約４６．０％、約４６．５％、約４７．０％、
約４７．５％、約４８．５％、約４９．０％、約４９．５％、約５０．０％、約５０．５
％、約５１．０％、約５１．５％、約５２．０％、約５２．５％、約５３．０％、約５３
．５％、約５４．０％、約５４．５％、約５５．０％、約５５．５％、約５６．０％、約
５６．５％、約５７．０％、約５８．０％、約５８．５％、約５９．０％、約５９．５％
、約６０．０％または約６５．５％を構成する。いくつかの実施形態において、反応性要
素および補強要素は、反応性補強成分の約４５％を構成する。一実施形態において、反応
性要素および補強要素は、反応性補強成分の約４８．０％を構成する。いくつかの実施形
態において、反応性要素および補強要素は、反応性補強成分の約５０．０％を構成する。
別の実施形態において、反応性要素および補強要素は、反応性補強成分の約５１．０％を
構成する。いくつかの実施形態において、反応性要素および補強要素は、反応性補強成分
の約５１．５％を構成する。別の実施形態において、反応性要素および補強要素は、反応
性補強成分の約５４．５％を構成する。別の実施形態において、反応性要素および補強要
素は、反応性補強成分の約５５．０％を構成する。いくつかの実施形態において、反応性
要素および補強要素は、反応性補強成分の約５９．５％を構成する。別の実施形態におい
て、反応性要素および補強要素は、反応性補強成分の約６０．５％を構成する。いくつか
の実施形態において、反応性要素および補強要素は、反応性補強成分の約３０．０～約４
０．０％、例えば、約３０．０％、約３０．５％、約３１．０％、約３１．５％、約３２
．０％、約３２．５％、約３３．０％、約３３．５％、約３４．０％、約３４．５％、約
３５．０％、約３５．５％、約３６．０％、約３６．５％、約３７．０％、約３７．５％
、約３８．０％、約３８．５％、約３９．０％、約３９．５％、約４０．０％を構成する
。いくつかの実施形態において、反応性要素および補強要素は、反応性補強成分の約３３
．０～約４０．０％を構成する。
【０１０４】
　一実施形態において、補強要素は、反応性補強成分の約８．０～約１３．０％、例えば
、約８．５％、約９．０％、約９．５％、約１０．０％、約１０．５％、約１１．０％、
約１１．５％、約１２．０％または約１２．５％を構成する。いくつかの実施形態におい
て、補強要素は、反応性補強成分の約８．５％を構成する。一実施形態において、補強要
素は、反応性補強成分の約９．０％を構成する。別の実施形態において、補強要素は、反
応性補強成分の約９．５％を構成する。いくつかの実施形態において、補強要素は、反応
性補強成分の約１０．０％を構成する。いくつかの実施形態において、補強要素は、反応
性補強成分の約１０．５％を構成する。別の実施形態において、補強要素は、反応性補強
成分の約１１．０％を構成する。別の実施形態において、補強要素は、反応性補強成分の
約１２．０％を構成する。別の実施形態において、補強要素は、反応性補強成分の約１３
．０％を構成する。
【０１０５】
　別の実施形態において、反応性要素は、反応性補強成分の約３０．０％～約６０．０％
、例えば、約３０．５％、約３１．０％、約３２．０％、約３３．０％、約３４％、約３
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５．０％、約３６．０％、約３７．０％、約３８．０％、約３９．０％、約４０．０％、
約４１．０％、約４２．０％、約４３．０％、約４４．０％、約４５．０％、約４６．０
％、約４７．０％、約４８．０％、約４９．０％、約５０．０％、約５１．０％、約５２
．０％、約５３．０％、約５４．０％、約５５．０％、約５６．０％、約５７．０％、約
５８．０％または約５９．０％を構成する。
【０１０６】
　いくつかの実施形態において、反応性補強成分は、２５℃にて約５０００～約１０００
０００ｃＳｔまたはｃＰの粘度を有する。いくつかの実施形態において、反応性補強成分
は、２５℃にて約１００００～約１０００００００ｃＳｔまたはｃＰ、例えば、約１００
０００００、約９００００００、約８００００００、約７００００００、約６０００００
０、約５００００００、約４００００００、約３００００００または約２００００００、
約１００００００、約９０００００、約８０００００、約７０００００、約６０００００
、約５０００００、約４０００００、約３０００００、約２０００００、約１０００００
、約９００００、約８００００、約７００００、約６００００、約５００００、約４００
００、約３００００、約２００００、約１００００ｃＳｔの粘度を有する。いつくかの実
施形態において、反応性補強成分は、約１００００００ｃＳｔの粘度を有する。
【０１０７】
　いくつかの実施形態において、反応性補強成分は、約１：１０～約１：１００、例えば
、約１：１５～約１：９０、約１：２０～約１：８０、約１：２５～約１：７０、約１：
３０～約１：６０、約１：３５～約１：５０のビニル：官能化ヒドリド（例えば、１つ以
上のオルガノポリシロキサンの－ＣＨ＝ＣＨ２：ヒドリド官能化ポリシロキサンのＳｉ－
Ｈ）の比を有する。一実施形態において、反応性補強成分は、約１：４０のビニル：官能
化ヒドリドの比を有する。別の実施形態において、反応性補強成分は、約１：２０のビニ
ル：官能化ヒドリドの比を有する。いくつかの実施形態において、反応性補強成分は、約
１：１５のビニル：官能化ヒドリドの比を有する。
【０１０８】
　用語「架橋成分」には、反応性補強成分に塗布された場合、身体補正皮膜のｉｎ ｓｉ
ｔｕでの形成を触媒する成分を含む。
【０１０９】
　用語「身体補正皮膜のｉｎ ｓｉｔｕでの形成を触媒する」には、身体補正皮膜が皮膚
に形成されるといった反応性補強成分の反応性要素の間で起こる反応を生じることを含む
。理論に束縛されないが、架橋成分は、皮膜が皮膚に形成されるといった、これらの要素
の縮合を生じる反応性補強成分の１つ以上のオルガノポリシロキサンとヒドリド官能化ポ
リシロキサンとの間の反応を含む。
【０１１０】
　いくつかの実施形態において、架橋成分は、金属触媒、例えば、白金触媒、ロジウム触
媒またはスズ触媒を含む。白金触媒の例として、例えば、白金カルボニルシクロビニルメ
チルシロキサン錯体、白金ジビニルテトラメチルジシロキサン錯体、白金シクロビニルメ
チルシロキサン錯体、白金オクタンアルデヒド／オクタノール錯体およびその組み合わせ
がある。ロジウム触媒の例として、トリス（ジブチルスルフィド）ロジウムトリクロリド
がある。スズ触媒の例として、オクタン酸スズ（ＩＩ）、ネオデカン酸スズ（ＩＩ）、マ
レイン酸ジイソオクチルジブチルスズ、ジ－ｎ－ブチルビス（２，４ペンタンジオネート
）スズ、ジ－ｎ－ブチルブトキシクロロスズ、ジブチルスズジラウレート、ジメチルスズ
ジネオデカノエート、ジメチルヒドロキシ（オレエート）スズおよびオレイン酸スズ（Ｉ
Ｉ）がある。
【０１１１】
　いくつかの実施形態において、架橋成分はさらに、ビニル末端オルガノポリシロキサン
（例えば、式Ｉ、ＩＩ、ＩＩａ、ＩＩｂまたはＩＩｃの化合物）を含む。いくつかの実施
形態において、ビニル末端ポリシロキサンの量はビニル末端ポリシロキサンの安定化量で
ある。用語「安定化量」には、触媒および／または架橋成分ならびに／または身体補正皮
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膜の分解を防ぐ量を含む。いくつかの実施形態において、ビニル末端ポリシロキサンの安
定化量は、約５０％未満、約４０％未満、約３０％未満、約２０％未満、約１０％未満、
約５％未満または約２％未満である。いくつかの実施形態において、ビニル末端ポリシロ
キサンの安定化量は約１％である。
【０１１２】
　いくつかの実施形態において、架橋成分は、２５℃にて約１０００～約５００００ｃＳ
ＴまたはｃＰの粘度を有する。
【０１１３】
　いくつかの実施形態において、触媒を溶液として添加し、その溶液は、架橋成分の約１
．０～約５．０％、例えば、約１．５％、約２．０％、約２．５％、約３．０％、約３．
５％、約４．０％または約４．５％を構成する。一実施形態において、触媒は架橋成分の
約２．０％である。
【０１１４】
　いくつかの実施形態において、触媒は、架橋成分の約０．００５～約０．０４％、例え
ば、約０．００５％、約０．０１０％、約０．０１５％、約０．０２０％、約０．０２５
％、約０．０３０％または約０．０３５％あるいは約０．０４０％を構成する。
【０１１５】
　いくつかの実施形態において、触媒は、約１００ｐｐｍ～約５００ｐｐｍの量で架橋成
分に存在する。
【０１１６】
　いくつかの実施形態において、反応性補強成分および架橋成分が、使用前に接触するこ
とを防ぐ。反応性補強成分および架橋成分を当業者が公知の通常の手段により使用前に接
触することを防ぐ。一実施形態において、皮膚補正用配合物は、反応性補強成分および上
記の架橋成分が個別の容器に詰められ、使用前に混合される二成分配合物である。別の実
施形態において、最初に、反応性補強成分を皮膚に塗布し、架橋成分を反応性補強成分の
上に塗布する。さらに別の実施形態において、最初に、架橋成分を皮膚に塗布し、反応性
補強成分を架橋成分の上に塗布する。さらなる実施形態において、反応性補強成分および
架橋成分を２つの成分の間を仕切った同じ容器に詰め、各成分が容器から取り出された時
に混合される。
【０１１７】
　用語「身体」には、本明細書に記載の配合物の効用が得られることができる対象者の身
体のいずれかの部分を含む。対象者の身体の例として、皮膚、頸部、眉、顎、目、手、足
、顔、頬、乳房、腹部、臀部、大腿、背中、脚、足首、セルライト、脂肪沈着物などがあ
る。
【０１１８】
　用語「皮膚」には、皮膚の外層であり、増殖する基底の角化細胞および分化する基底上
部の角化細胞からなる重層扁平上皮を含む対象者の皮膚の表皮を含む。
【０１１９】
　用語「対象者」には、本明細書に記載の配合物が使用に適していると思われる対象者を
含む。一例として、対象者は、哺乳類動物、例えば、ヒトである。別の実施形態において
、対象者は、皮膚の欠点、身体の欠点を患い、または最近において美容施術を行っている
。別の実施形態において、対象者は、若く見えることを希望し、または身体の向上を希望
している。
【０１２０】
　一実施形態において、身体補正用配合物はさらに、感触改質剤、タック改質剤、展延性
促進剤、希釈剤、粘着改質剤、光学改質剤、粒子、揮発性シロキサン、乳化剤、皮膚軟化
剤、界面活性剤、増粘剤、溶剤、成膜剤、湿潤剤、防腐剤、顔料、化粧剤または治療剤の
１つ以上を含む。他の実施形態において、反応性補強成分および／または架橋成分はさら
に、感触改質剤、タック改質剤、展延性促進剤、希釈剤、粘着改質剤、光学改質剤、粒子
、揮発性シロキサン、乳化剤、皮膚軟化剤、界面活性剤、増粘剤、溶剤、成膜剤、湿潤剤
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、防腐剤、顔料、化粧剤または治療剤の１つ以上を含む。当業者であれば、その全体を参
照により本明細書に組み込む、ＩＮＣＩ名の辞書に基づいたさらに適切な添加剤を容易に
決定することができるだろう。
【０１２１】
　化粧剤または治療剤の例として、日焼け防止剤（例えば、ＵＶ防止剤）、老化防止剤、
ニキビ防止剤、抗しわ剤、スポットリデューサー、保湿剤、抗酸化剤、ビタミン類がある
。
【０１２２】
　いくつかの実施形態において、乳化剤は、シムルゲル（商標）４００である。
【０１２３】
　いくつかの実施形態において、最初に、組成物または皮膜を投与し、その後、１種以上
の追加の化粧剤または治療剤を投与する。いくつかの実施形態において、組成物または皮
膜を１種以上の追加の化粧剤または治療剤の後に投与する。いくつかの実施形態において
、皮膜および１種以上の追加の化粧剤または治療剤を実質的に同時に投与する。いくつか
の実施形態において、組成物または皮膜を使用し、１種以上の追加の化粧剤または治療剤
を送達する。
【０１２４】
　いくつかの実施形態において、仕上げ配合物を、身体上に皮膜が形成中、または形成後
に身体補正用配合物に塗布する。用語「仕上げ配合物」には、形成後の皮膜に所望する触
感または所望する美容的外見を得る成分を含む組成物を含む。例えば、仕上げ配合物は、
皮膜に塗布後の艶やかな、やわらかな、および／または滑らかな触感またはしっとりとし
た、さわやかな、マットな、光沢があり、あるいは発色性の美容的外見を与え得る。
【０１２５】
　いくつかの実施形態において、仕上げ配合物は、オイル、エステルまたはエーテル、例
えば、トリグリセライド、ミリスチン酸ＰＰＧ－３ベンジルエーテル、シャーセモルＤＩ
ＳＤエステルまたは粒子、例えば、ナイロン、シリカおよびシリコーンエラストマービー
ズの１種以上を含む。いくつかの実施形態において、これらの成分の１種以上は、仕上げ
配合物の約０．５％～約１００％を構成する。
【０１２６】
　いくつかの実施形態において、仕上げ配合物はクリーム、スプレー、フォーム、軟膏、
美容液、ゲルまたは粉末である。
【０１２７】
　いくつかの実施形態において、仕上げ配合物はさらに、感触改質剤、タック改質剤、展
延性促進剤、希釈剤、粘着改質剤、光学改質剤、粒子、揮発性シロキサン、乳化剤、皮膚
軟化剤、界面活性剤、増粘剤、溶剤、成膜剤、湿潤剤、防腐剤、顔料、染料（例えば、蛍
光染料）、化粧剤または治療剤の１つ以上を含む。
【０１２８】
　いくつかの実施形態において、本明細書に記載の皮膜および配合物は、１種以上の顔料
を含む。これらには、天然または非天然の着色剤または染料を含む。一実施形態において
、顔料は蛍光染料である。
【０１２９】
　いくつかの実施形態において、皮膜および配合物はさらに、顔料拡散配合物を含む。用
語「顔料拡散配合物」には、配合物または皮膜の個別の成分として皮膜または配合物に１
種以上の顔料を含むことができる配合物を含む。いくつかの実施形態において、顔料拡散
配合物は、皮膜および配合物の顔料の均一な分散を可能にする。いくつかの実施形態にお
いて、顔料拡散配合物は、少なくとも１つの反応性要素を含む。いくつかの実施形態にお
いて、顔料拡散配合物は、少なくとも１つの補強要素を含む。いくつかの実施形態におい
て、顔料拡散配合物は、感触改質剤、タック改質剤、展延性促進剤、希釈剤、粘着改質剤
、光学改質剤、粒子、揮発性シロキサン、乳化剤、皮膚軟化剤、界面活性剤、増粘剤、溶
剤、成膜剤、湿潤剤、防腐剤、顔料、化粧剤または治療剤の１つ以上を含む。他の実施形
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態において、反応性補強成分および／または架橋成分はさらに、感触改質剤、タック改質
剤、展延性促進剤、希釈剤、粘着改質剤、光学改質剤、粒子、揮発性シロキサン、乳化剤
、皮膚軟化剤、界面活性剤、増粘剤、溶剤、成膜剤、湿潤剤、防腐剤、顔料、化粧剤また
は治療剤の１つ以上を含む。
【０１３０】
　いくつかの実施形態において、顔料拡散配合物は、皮膚に反応性補強成分を塗布する前
または後に塗布する。いくつかの実施形態において、顔料拡散配合物は、皮膚に架橋成分
を塗布する前または後に塗布する。いくつかの実施形態において、顔料拡散配合物は、皮
膚に反応性補強成分および架橋成分を塗布する間に塗布する。
【０１３１】
　いくつかの実施形態において、顔料拡散配合物を、身体補正用配合物または身体補正皮
膜が塗布されていない皮膚に塗布し得る。例えば、対象者は、身体補正皮膜または身体補
正用配合物周辺の領域の皮膚に顔料拡散配合物を塗布し得、または対象者は身体補正皮膜
または身体補正用配合物の塗布の代わりに皮膚に顔料配合物を塗布し得る。
【０１３２】
　用語「塗布する」、「塗布される」および「塗布」には、本明細書に記載の配合物を対
象者の身体に投与する方法、例えば、指、ブラシ、綿ボール、パッド、スプレー、スポン
ジ、綿棒、ロールオン式による塗布を含む。当業者であれば、本明細書に記載の配合物を
塗布する適切な方法を容易に決定することができる。
【０１３３】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、反応性補強成分および
架橋成分を含む身体補正用配合物を含むキットに関する。いくつかの実施形態において、
キットは、１つ目のコンパートメントが反応性補強成分を含み、２つ目のコンパートメン
トが架橋成分を含む、少なくとも２つのコンパートメントを含むマルチコンパートメント
キットである。いくつかの実施形態において、キットはさらに、キットの使用説明書、１
本以上のブラシ、１本以上の綿棒、皮膜除去クレンザーまたは鏡を含む。いくつかの実施
形態において、キットはさらに、１種以上の仕上げ配合物を含む。
【０１３４】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、身体に反応性補強成分
を塗布し、反応性補強成分に架橋成分を塗布するステップを含むプロセスで調製された身
体補正皮膜に関し、この場合、架橋成分は、反応性補強成分のｉｎ ｓｉｔｕでの架橋を
触媒する。
【０１３５】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、身体に架橋成分を塗布
し、架橋成分に反応性補強成分を塗布するステップを含むプロセスで調製された身体補正
皮膜に関し、この場合、架橋成分は、反応性補強成分のｉｎ ｓｉｔｕでの架橋を触媒す
る。
【０１３６】
　用語「身体補正皮膜」には、反応性補強成分および架橋成分の反応時に形成され、形成
時に１つ以上の身体の欠点を改善する皮膜を含む。いくつかの実施形態において、身体補
正皮膜は皮膚補正皮膜である（例えば、１つ以上の皮膚の欠点を改善する皮膜）。
【０１３７】
　いくつかの実施形態において、身体補正皮膜は、皮膚に塗布された場合、自然な皮膚の
外観となる。用語「自然な皮膚の外観」には、皮膚に塗布された場合、身体補正皮膜が実
際の皮膚の外見、感触および質感となり、皮膜処理した皮膚が実際の（例えば、現状の）
皮膚の物理特性（例えば、弾力性および硬さ）を有する。熟練の観察者および／または技
術者が、身体に塗布された場合、皮膜が自然な皮膚の外観となるかを決定することができ
る。例えば、熟練の観察者が、身体に塗布された場合、皮膜が実施例３に記載のように過
度に光沢があり、または、例えば、自然な皮膚の動きに対応して破損、歪みまたは変形す
ることにより、皮膜が皮膚の下層の筋肉に伴い動かないかを決定することができる。
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【０１３８】
　技術者は、皮膜が、身体に塗布された場合、自然な皮膚の外観になるかを決定すること
ができきる。例えば、身体補正皮膜の塗布に関わらず、皮膚の弾力性および硬さを多種多
様な方法で鑑定することができる（Agache et al., Arch. Dermatol. Rev., 269 (1980) 
221、参照によりこの教示を本明細書に組み込む）。例えば、ダーマラボサクションカッ
プ計測器により、皮膚の機械的特性を鑑定する一般的な１つの方法が提供され、老化した
皮膚に比べ、若い皮膚に硬さが少なく、弾力性があることがこれまでに示されている（Gr
ahame et al. Clinical Science 39 (1970) 223－238、参照によりこの教示を本明細書に
組み込む）。この方法を使用し、皮膚の硬さを、皮膚を所定の距離まで引っ張るために必
要な圧力に基づいて計測器で算出した測定値であるヤング率で示す。
【０１３９】
　いくつかの実施形態において、身体補正用配合物で処置した皮膚のヤング率は、未処置
の皮膚に比べ、約５％～約７０％、例えば、約３０％～約６０％または約４０％～約５０
％減少する。いくつかの実施形態において、身体補正用配合物で処置したヤング率は未処
置の皮膚に比べ、約５％～約２５％減少する。
【０１４０】
　皮膚の弾力性は、皮膚の戻り時間で決定される。戻り時間は、引張り圧を取り除いた後
に皮膚が所定の距離をその自然な位置に戻るのにかかる時間を測定することにより得られ
る。いくつかの実施形態において、身体補正用配合物で処置した皮膚の戻り時間は、未処
置の皮膚に比べ、約５％～約７５％、例えば、約３０％～約６０％または約５０％～約６
５％減少した。いくつかの実施形態において、身体補正用配合物で処置した皮膚の戻り時
間は、未処置の皮膚に比べ、約５％～約１０％減少した。いくつかの実施形態において、
皮膜で処置した皮膚の戻り時間は、皮膜のみの戻り時間に近づく。
【０１４１】
　図１および２に示されるように、二頭筋および手の皮膚について、身体補正処置物を塗
布する前後で評価した。ダーマラボの結果により、製品を塗布後、皮膚の硬さが少なくな
り（図１）、弾力性が増えたことを確認した。観察された硬さの低下および皮膚弾力性の
増加は、皮膚がより若々しいことと一致する。
【０１４２】
　いくつかの実施形態において、身体補正皮膜は、皮膚に塗布された場合、若々しい、し
みのない自然な皮膚の外観および物理特性を有する。用語「若々しい皮膚」には、グリフ
ィススコアで測定したように、軽度の損傷または損傷のない皮膚を含む。以下に示すよう
に、グリフィススコア（ＧＳ）は、対象者が有する皮膚損傷の量の定量的測定値である。
・０～１：損傷なし
・２～３：軽度の損傷
・４～５：中等度の損傷
・６～７：中等度～重度の損傷
・８～９：重度の損傷
【０１４３】
　いくつかの実施形態において、若々しい皮膚には、グリフィススコアが約０～約３であ
る皮膚を含む。
【０１４４】
　いくつかの実施形態において、対象者は、身体補正用配合物の塗布後、グリフィススコ
アのマイナスの変化（ΔＧＳ）が約１、約２、約３、約４、約５、約６、約７または約８
である。いくつかの実施形態において、対象者は身体補正用配合物を塗布された場合、Δ
ＧＳが約－０．５～約－０．３である。一実施形態において、対象者は、身体補正用配合
物を塗布された場合、ΔＧＳが約－１～約－１．５、約－１．２～約－１．３（例えば、
約－１．２５）である。別の実施形態において、対象者は、身体補正用配合物を塗布され
た場合、ΔＧＳが約－２．０～約－３．０、例えば、約－２．０～－２．５または約－２
．１～約－２．２（例えば、約－２．１５）である。
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【０１４５】
　当業者であれば、身体に塗布された場合、皮膜が実施例６に記載の方法により若々しい
、しみのない自然な皮膚の外観となるかを決定することができる。
【０１４６】
　他の実施形態において、皮膚に塗布された場合、皮膜は、硬さおよび弾力性を与え、そ
の結果、皮膜処置した皮膚が未処置の皮膚に比べ、実質的により若々しい皮膚と同様に見
える。用語「弾力性」には、皮膚が変形した場合にその元の形状に戻る皮膚の傾向を含む
。用語「実質的に若々しい皮膚と同様な弾力性」には、皮膚が変形した場合に若い皮膚と
同様にその元の形状に戻る皮膚の性質を含む。用語「硬さ」には、皮膚の変形に対する抵
抗性を含む。用語「実質的に若い皮膚と同様な「硬さ」には、若い皮膚と同様に変形に抵
抗する皮膚の性質を含む。技術者であればさらに、身体に塗布された場合、皮膜が（例え
ば、ダーマラボサクションカップ計測器を使用して）上記の技術により若々しい、しみの
ない自然な皮膚の上記の物理的特性を有するかを決定することができるだろう。
【０１４７】
　いくつかの実施形態において、対象者および／または対象者の観察者は、身体補正用配
合物を塗布された場合、年齢低下を実感している。いくつかの実施形態において、実感し
た年齢低下は、対象者の実年齢に比べ、約１歳、約２歳、約３歳、約４歳、約５歳、約６
歳、約７歳、約８歳、約９歳、約１０歳、約１１歳、約１２歳、約１３歳、約１４歳また
は約１５歳である。いくつかの実施形態において、実感した年齢低下は、身体補正用配合
物を塗布された場合、対象者の実年齢に比べ約７．５歳である。他の実施形態において、
実感した年齢低下は、身体補正用配合物を塗布された場合、対象者の実年齢に比べ約８．
５歳である。
【０１４８】
　用語「皮膜が形成される」および「皮膜形成」には、反応性補強成分および架橋成分の
相互作用時に起こる重合反応の結果を含む。理論に束縛されないが、皮膜形成は、混合物
の粘性ゾル状態から皮膜の連続相互結合したポリマー状態への相転移を特徴とする。
【０１４９】
　技術者であれば、皮膜が身体上に形成される時間を決まりきった方法を使用して決定す
ることができるだろう。例えば、小振幅の振動剪断を使用するレオロジー測定により、皮
膜形成プロセスを通して連続して反応する混合物の粘弾性の連続評価、例えば、弾性係数
（Ｇ’）、粘度率（Ｇ’’）および損失正接（ｔａｎ　δ）を決定することができる。い
くつかの実施形態において、レオメーターを使用して、皮膜形成の測定値である、Ｇ’と
Ｇ’’とのクロスオーバー時間およびｔａｎ　δが周波数に依存していない時間を決定す
ることができる。いくつかの実施形態において、皮膜は、少なくとも約５分以内、例えば
、約１分、約２分、約３分または約４分以内に形成される。いくつかの実施形態において
、皮膜は、少なくとも約１０秒および約３分以内に形成される。
【０１５０】
　いくつかの実施形態において、皮膚補正皮膜または身体補正皮膜は、実施例１に示すよ
うに、約０．０１～約１ＭＰａのヤング率（引張り強さ）を有する。
【０１５１】
　いくつかの実施形態において、皮膚補正皮膜または身体補正皮膜の破断歪みは、実施例
１で測定されたように、少なくとも約１５０％の破断歪みである。
【０１５２】
　いくつかの実施形態において、皮膚補正皮膜または身体補正皮膜は、実施例２に示され
る皮革粘着試験で決定されるように、約２０Ｎ／ｍｍ以上、例えば、約２５Ｎ／ｍｍ以上
、約３０Ｎ／ｍｍ以上、約３５Ｎ／ｍｍ以上、約４０Ｎ／ｍｍ以上、約４５Ｎ／ｍｍ以上
、約５０Ｎ／ｍｍ以上、約５５Ｎ／ｍｍ以上、約６０Ｎ／ｍｍ以上、約６５Ｎ／ｍｍ以上
、約７０Ｎ／ｍｍ以上、約７５Ｎ／ｍｍ以上または約８０Ｎ／ｍｍ以上の皮革粘着力を有
する。一実施形態において、実施例２に示される皮革粘着試験で決定されるように、皮革
粘着力は、約５０～約８０Ｎ／ｍｍである。
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【０１５３】
　いくつかの実施形態において、皮膚補正皮膜または身体補正皮膜は、約１０％未満、例
えば、約９％未満、約８％未満、約７％未満、約６％未満、約５％未満、約４％未満、約
３％未満、約２％未満、約１％未満または約０％のヒステリシスを有する。
【０１５４】
　いくつかの実施形態において、皮膚補正皮膜または身体補正皮膜は、約１０μｍ～約１
５００μｍ、例えば、約５０μｍ～約５００μｍの厚さである。いくつかの実施形態にお
いて、皮膜は、約１００μｍ未満の厚さである。皮膜厚を、当業者であれば公知の方法、
例えば、キャリパーおよび目盛付き顕微鏡の組み合わせにより測定し得る。皮膜の厚さは
また、皮膜の断面の顕微鏡写真からデジタル処理で測定し得る。顕微鏡較正により、ピク
セル単位の距離の測定値をメートル単位の距離に変換することが可能である。
【０１５５】
　いくつかの実施形態において、皮膚補正皮膜または身体補正皮膜は、約１～３０％未満
、例えば、約１～約１５％未満で収縮する。収縮する量は、当業者であれば公知の方法、
例えば、クロール法（Croll, S.G. J. Coatings Tech. 52 (1980) 3、この教示を参照に
より本明細書に組み込む）により決定し得る。この方法では、皮膜を使用して、薄い柔軟
性のある物質の片面を被覆する。被覆の収縮による物質の曲線量の広がりを使用して、被
覆の収縮の大きさを算出する（Francis et al., J Mater Sci 2002; 37:4717－31、この
教示を参照により本明細書に組み込む）。
【０１５６】
　いくつかの実施形態において、身体補正皮膜は、生理学的に安定している。用語「生理
学的に安定」には、正常な皮膚状態、例えば、湿度、涙、汗または皮脂にさらされた場合
の皮膜の耐久性を含む。生理学的安定性は、当業者が一般に使用する方法、例えば、生理
学的因子にさらされた後の皮膜の重量変化を測定する、取り込み試験により決定し得る。
例えば、取り込み試験は、汗のシミュレーション（例えば、１Ｘリン酸緩衝生理食塩水）
の配合物または皮脂のシミュレーション（例えば、２５％ワックモノエステル、４１％ト
リグリセライド、１６％遊離脂肪酸および１２％スクアレン）の配合物を利用し得る。い
くつかの実施形態において、皮膜重量の増加は、約１０％未満、例えば、約９％未満、約
８％未満、約７％未満、約６％未満、約５％未満、約４％未満、約３％未満、約２％未満
、約１％未満であるか、または湿度、涙、汗または皮脂にさらされても増加しないことを
示す。
【０１５７】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、対象者に、ａ）第１の
反応性補強成分および第２の架橋成分を含む配合物を塗布することを含む、対象者の身体
の欠点を補正する方法に関し、この場合、架橋成分は反応性補強成分のｉｎ ｓｉｔｕで
の架橋を触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成され、それにより身体の欠点を補正する。
用語「身体の欠点を補正する」には、（例えば、皮膜が皮膚に残る期間において）恒久的
、または一時的のいずれかで１つ以上の身体の欠点を（例えば、部分的または完全に）改
善することを含む。当業者であれば、身体の欠点を、実施例６に記載の技術により身体に
身体補正用配合物を塗布する場合、部分的、または完全のいずれかで補正されるかを決定
することができるだろう。
【０１５８】
　いくつかの実施形態において、用語「身体の欠点を補正する」には、対象者に、ａ）第
１の反応性補強成分およびｂ）第２の架橋成分を含む配合物を塗布することを含む、対象
者の身体の外観の欠点を減少させることを含み、この場合、架橋成分は反応性補強成分の
ｉｎ ｓｉｔｕでの架橋を触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成され、それにより皮膚ま
たは身体の外観の欠点を減少させる。用語「身体の外観の欠点を減少させる」には、１つ
以上の身体の欠点の１つ以上の外面的な特徴の消失を含む。いくつかの実施形態において
、身体補正用配合物を塗布された場合、身体の外観の欠点は、未処置の対象者に比べ、約
１００％、約９５％、約９０％、約８５％、約８０％、約７５％、約７０％、約６５％、
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約６０％、約５５％、約５０％、約４５％、約４０％、約３５％、約３０％、約２５％、
約２０％、約１０％、または約５％減少する。
【０１５９】
　いくつかの実施形態において、用語「身体の欠点を補正する」には、上記の対象者に、
ａ）第１の反応性補強成分およびｂ）第２の架橋成分を含む配合物を塗布することを含む
、対象者の身体の欠点をマスクすることを含み、この場合、上記の架橋成分は反応性補強
成分のｉｎ ｓｉｔｕでの架橋を触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成され、それにより
身体の外観の欠点をマスクする。用語「身体の欠点をマスクする」には、１つ以上の身体
の欠点を部分的、または完全のいずれかで見た目から覆い隠すまたは目立たなくすること
を含む。いくつかの実施形態において、美容施術後の対象者の身体の欠点をマスクするた
め、美容施術を行った皮膚にａ）第１の反応性補強成分およびｂ）第２の架橋成分を含む
配合物を塗布することを含む方法を提供し、この場合、上記の架橋成分は反応性補強成分
のｉｎ ｓｉｔｕでの架橋を触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成され、それにより身体
の外観の欠点をマスクする。化粧施術の方法の例として、例えば、美容外科手術（例えば
、アイリフト、フェイスリフト、腹部の手術など）またはボトックス（登録商標）注射が
ある。いくつかの実施形態において、皮膚の欠点がマスクされる。いくつかの実施形態に
おいて、身体補正用配合物の塗布後の身体の欠点は、未処置の身体の欠点に比べ、約５％
、約１０％、約１５％、約２０％、約２５％、約３０％、約３５％、約４０％、約４５％
、約５０％、約５５％、約６０％、約６５％、約７０％、約７５％、約８０％、約８５％
、約９０％、約９５％または約１００％マスクされる。
【０１６０】
　いくつかの実施形態において、用語「身体の欠点を補正する」には、上記の対象者に、
ａ）第１の反応性補強成分およびｂ）第２の架橋成分を含む配合物を塗布することを含む
、対象者の身体の外観を改善することを含み、この場合、上記の架橋成分は反応性補強成
分のｉｎ ｓｉｔｕでの架橋を触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成され、それにより身
体の外観を改善する。用語「対象者の身体の外観を改善する」には、身体の外面的特徴を
向上させることを含む。身体の外観を改善する例として、焔状母斑もしくは火炎状母斑（
例えば、単純性血管腫もしくは正中火炎状母斑）、肝斑、しわ、傷跡、ほくろ、にきび、
皮膚の変形、母斑、日焼け、しみもしくは毛穴、夕方の皮膚の色合いの外観を減少させ、
またはマスクし、てかりを減少させ、またはマスクし、弛んだ皮膚をリフトし、あるいは
セルライトもしくは妊娠線の外観を減少させ、またはマスクすることを含む。いくつかの
実施形態において、対象者の皮膚の外観を改善する。
【０１６１】
　いくつかの実施形態において、用語「身体の欠点を補正する」には、対象者の身体に、
ａ）第１の反応性補強成分およびｂ）第２の架橋成分を含む配合物を塗布することを含む
、対象者の身体を向上させることを含み、この場合、架橋成分は反応性補強成分のｉｎ 
ｓｉｔｕでの架橋を触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成され、それにより対象者の身体
を向上させる。用語「身体を向上させる」には、対象者の身体の特徴を増大させ、高め、
その結果、対象者の外観をより魅力的にすることを含む。例えば、対象者の身体に着色剤
、グリッターなどを加えることにより向上させ得る。いくつかの実施形態において、対象
者の皮膚の外観を向上させる。
【０１６２】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、対象者に、ａ）第１の
反応性補強成分およびｂ）第２の架橋成分を含む配合物を塗布することを含む、対象者の
年齢の外観を低下させる方法に関し、この場合、架橋成分は反応性補強成分のｉｎ ｓｉ
ｔｕでの架橋を触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成され、それにより身体の年齢の外観
を低下させる。用語「対象者の年齢を低下させる」には、対象者に身体補正皮膜を塗布し
た場合、対象者が若くなる、対象者または対象者を見る者による実感を含む。いくつかの
実施形態において、対象者は、身体補正皮膜を塗布された場合、約１歳、約２歳、約３歳
、約４歳、約５歳、約６歳、約７歳、約８歳、約９歳、約１０歳、約１１歳、約１２歳、
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約１３歳、約１４歳、約１５歳、約１６歳、約１７歳、約１８歳、約１９歳または約２０
歳若く見える。
【０１６３】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、対象者に、ａ）第１の
反応性補強成分およびｂ）第２の架橋成分を含む配合物を塗布することを含む、対象者の
身体を保護する方法に関し、この場合、架橋成分は反応性補強成分のｉｎ ｓｉｔｕでの
架橋を触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成され、それにより身体を保護する。用語「対
象者の身体を保護する」には、対象者の皮膚または身体を、損傷を与える環境要因、例え
ば、太陽、風、雨または環境毒素による損傷から保護または遮断することを含む。いくつ
かの実施形態において、対象者の皮膚を保護する。
【０１６４】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、対象者に、ａ）第１の
反応性補強成分およびｂ）第２の架橋成分を含む配合物を塗布することを含む、対象者の
身体を整形する方法に関し、この場合、架橋成分は反応性補強成分のｉｎ ｓｉｔｕでの
架橋を触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成され、それにより身体を整形する。用語「対
象者の身体を整形する」には、例えば、身体の軟部組織にサポートを提供し、身体の軟部
組織の弛みを保護することにより対象者の身体を変化させることを含む。身体の軟部組織
の例として、腹部、臀部、大腿、頸部、眉、顎、乳房、腕部下の皮膚および目周辺の皮膚
がある。いくつかの実施形態において、対象者の皮膚を整形する。
【０１６５】
　いくつかの実施形態において、用語「対象者の身体を整形する」には、対象者に、ａ）
第１の反応性補強成分およびｂ）第２の架橋成分を含む配合物を塗布することを含む、例
えば、対象者の身体の部分を再分布させることにより構造的に変化させることを含み、こ
の場合、架橋成分は反応性補強成分のｉｎ ｓｉｔｕでの架橋を触媒し、その結果、皮膜
が皮膚に形成され、それにより身体を整形する。いくつかの実施形態において、対象者の
身体の部分、例えば、乳房、皮膚、臀部などがリフトされる。用語「対象者の身体をリフ
トする」には、例えば、外科的美容施術（例えば、フェイスリフト、アイリフト、バスト
リフトなど）と同様に、対象者の身体を持ち上げることを含む。いくつかの実施形態にお
いて、対象者の皮膚がリフトされる。いくつかの実施形態において、皮膚は顔の皮膚（例
えば、目の周りの皮膚、眉上の皮膚または唇周りの皮膚）または頸部の皮膚である。いく
つかの実施形態において、身体補正用配合物を塗布された場合、身体が、対象者の未処置
の身体に比べ、約５％、約１０％、約１５％、約２０％、約２５％、約３０％、約３５％
、約４０％または約５０％リフトされる。いくつかの実施形態において、身体が、身体補
正皮膜を塗布された場合、約１ｍｍ、約２ｍｍ、約３ｍｍ、約４ｍｍ、約５ｍｍ、約６ｍ
ｍ、約７ｍｍ、約８ｍｍ、約９ｍｍ、約１ｃｍ、約１．５ｃｍ、約２．０ｃｍ、約２．５
ｃｍ、約３．０ｃｍ、約３．５ｃｍ、約４．０ｃｍ、約４．５ｃｍ、約５．０ｃｍ、約５
．５ｃｍ、約６．０ｃｍ、約６．５ｃｍ、約７．０ｃｍ、約７．５ｃｍ、約８．０ｃｍ、
約８．５ｃｍ、約９．０ｃｍ、約９．５ｃｍまたは約１０ｃｍリフトされる。
【０１６６】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、対象者の皮膚に、ａ）
場合により１種以上の薬剤を含む第１の反応性補強成分およびｂ）場合により１種以上の
薬剤を含む第２の架橋成分を含む配合物を塗布することを含む、対象者に薬剤を送達する
方法に関し、この場合、架橋成分は反応性補強成分のｉｎ ｓｉｔｕでの架橋を触媒し、
その結果、皮膜が皮膚に形成され、それにより対象者に薬剤を送達する。用語「薬剤を送
達する」には、対象者の皮膚の皮膜形成時に薬剤（例えば、化粧剤または治療剤）を対象
者の皮膚に放出することを含む。いくつかの実施形態において、薬剤は１回量で送達され
、または薬剤は徐放様式で送達されるよう配合される。薬剤の例として、化粧剤および治
療剤がある。
【０１６７】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、少なくとも１つの予め
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選択された機能調節成分を含む、対象者の身体に塗布する身体補正用配合物に関し、この
場合、上記の組成物は対象者の身体に塗布された場合、身体補正皮膜を形成する。
【０１６８】
　用語「予め選択された」には、配合物の調製前に選択される成分を含む。例えば、成分
は、特定の配合物を作製する製造プロセスの間に選択され得る。別法として、成分は、配
合物の塗布前に対象者により選択され得る。
【０１６９】
　用語「機能調節成分」には、身体補正用配合物が皮膜の具体的な使用（例えば、しわの
外観を減少させる、てかりを最小限にする、毛穴をマスクするなど）のために選択的に調
整されることを可能にする成分を含む。機能調節成分または複数の成分は、皮膜の具体的
な使用において効果的に塗布されるために必要な皮膜の物理特性に基づいて選択され得る
。例えば、配合物をてかりを最小限にするために使用する場合、モジュールは、得られる
皮膜の他の物理特性の値に対して低くするものとする。
【０１７０】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、少なくとも１つの予め
選択された処置特異的成分を含む、対象者の身体上の処置領域を標的とする身体補正用配
合物に関し、この場合、上記の組成物は、対象者の身体上の標的処置領域に塗布された場
合、身体補正皮膜を形成する。
【０１７１】
　用語「標的処置領域」には、配合物が塗布されることを意味する身体の領域を含む。
【０１７２】
　用語「処置特異的成分」には、身体補正用配合物が身体上の標的処置領域（例えば、目
の下、額、唇、臀部、頸部など）のために選択的に調整されることが可能である成分を含
む。処置特異的成分または複数の成分は、表１に示すように、標的処置領域に効果的に塗
布されるために必要な、配合物から生じる皮膜の物理特性に基づいて選択され得る。例え
ば、標的処置領域が目の下である場合、モジュールは、得られる皮膜の他の物理特性の値
に対して低くするものとする。
【０１７３】

【表１】

【０１７４】
　機能調節成分および処置特異的成分の例として、硬さの成分、弾力性の成分、伸びの成
分、粘着性の成分、マットの成分および質感の成分がある。
【０１７５】
　用語「硬さの成分」には、得られる皮膜の柔軟性を調節する成分を含み、これは、皮膜
のヤング率を測定することにより決定される（実施例２を参照）。硬さの成分の例として
、反応性要素（例えば、オルガノポリシロキサンおよび／またはヒドリド官能化ポリシロ
キサン）および補強要素がある。
【０１７６】
　用語「弾力性の成分」には、得られる皮膜の跳ね返りを調節する成分を含み、これは、
ヒステリシスを測定することにより決定され、例えば、補強要素を含む。
【０１７７】
　用語「伸びの成分」には、得られる皮膜の伸縮性を調節する成分を含み、これは収率に



(34) JP 6105468 B2 2017.3.29

10

20

30

40

50

対する伸びの百分率を測定することにより決定される。伸びの成分の例として、反応性要
素（例えば、オルガノポリシロキサンおよび／またはヒドリド官能化ポリシロキサン）お
よび補強要素がある。
【０１７８】
　用語「粘着性の成分」には、得られる皮膜の皮膚への粘着性を調節する成分を含み、皮
革粘着試験により測定される（実施例２を参照）。粘着性の成分の例として、反応性要素
（例えば、オルガノポリシロキサンおよび／またはヒドリド官能化ポリシロキサン）およ
び補強要素がある。
【０１７９】
　用語「マットの成分」には、得られる皮膜の光沢性を調節する成分を含み、得られる皮
膜のてかりを決定することにより測定される（実施例３を参照）。マットの成分の例とし
て補強要素および光散乱粒子を含む。
【０１８０】
　用語「質感の成分」には、得られる皮膜が自然な皮膚の外見および感触となるよう皮膜
の質感を調節する成分を含み、皮膜の摩擦を決定することにより測定される。当業者であ
れば、例えば、押圧し、表面全体にカンチレバーをドラッグし、抵抗力を記録することに
より皮膜の摩擦を測定する方法を容易に決定することができる。より高い摩擦は、より高
い抵抗力の記録に対応し、表面が粗いと、摩擦が高くなる傾向にある。
【０１８１】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、身体補正皮膜を除去す
る場合に使用される皮膜除去クレンザーに関し、この場合、上記の皮膜は、ａ）反応性成
分を皮膚に塗布し、ｂ）架橋成分を上記の反応性補強成分に塗布するステップを含むプロ
セスにより調製され、上記の架橋成分は反応性補強成分のｉｎ ｓｉｔｕでの架橋を触媒
する。
【０１８２】
　他の実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、皮膜湿潤成分、浸透成分、皮
膜膨張成分および皮膜剥離成分を含む皮膜除去クレンザーに関する。
【０１８３】
　用語「皮膜除去クレンザー」には、身体補正皮膜を塗布された場合に、皮膜を身体から
除去し得るように皮膜の成分を破壊する化粧用配合物を含む。いくつかの実施形態におい
て、皮膜クレンザーは、皮膜を湿潤させ、皮膜を浸透させ、皮膜を膨張させ、皮膚から皮
膜を剥離することにより皮膜を除去する。
【０１８４】
　用語「皮膜湿潤成分」には、皮膜が液体を吸収することを可能にするクレンザーのこの
ような成分を含む。いくつかの実施形態において、皮膜湿潤成分は、カプリリルメチコン
、エチルトリシロキサンまたはその組み合わせを含む。
【０１８５】
　用語「浸透成分」には、クレンザーが皮膜に浸透することを可能にするクレンザーのこ
のような成分を含む。浸透成分の例として、シロキサン乳化剤、カプリリルメチコン、エ
チルトリシロキサンまたはその組み合わせを含む。
【０１８６】
　用語「皮膜膨張成分」には、皮膜を膨張させるクレンザーの成分を含む。皮膜膨張成分
の例として、カプリリルメチコン、エチルトリシロキサン、イソドデカンまたはその組み
合わせを含む。
【０１８７】
　用語「皮膜剥離成分」には、皮膜が、皮膜が塗布される対象者の皮膚または身体に粘着
させないクレンザーの成分を含む。皮膜剥離成分の例として、グリコール、水またはその
組み合わせを含む。
【０１８８】
　いくつかの実施形態において、クレンザーは、皮膜の機械的完全性を破壊する。用語「
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皮膜の機械的完全性を破壊する」には、皮膜にその独自の特性（例えば、硬さ、弾力性、
伸び、粘着性など）を与える機械的特徴の撹乱を含む。
【０１８９】
　いくつかの実施形態において、クレンザーは、シロキサン相、乳化剤相および水性相を
含む。用語「シロキサン相」には、１つ以上のシロキサン、例えば、カプリリルメチコン
およびエチルトリシロキサンを含むクレンザーの成分を含む。いくつかの実施形態におい
て、シロキサン相はまた、イソドデカンおよびエアロゲルＶＭ２２７０（東レ・ダウコー
ニング株式会社）を含む。用語「乳化剤相」には、１種以上の乳化剤、例えば、ラウリル
ＰＥＧ－９ポリジエチルシロキシエチルジメチコン、ＰＥＧ－３５ヒマシ油またはイソド
デカンおよびラウリルジメチコン／ポリグリセリン３クロスポリマーなどのシロキサン乳
化剤を含む。用語「水性相」は、水溶性、例えば、水、プロピレングリコール、ブチレン
ジグリコール、グリセロールまたはその組み合わせであるクレンザーの成分を含む。いく
つかの実施形態において、水性相は、ＭＰジオールグリセロール、防腐剤（例えば、ネオ
ロンＰＥ）、光学粒子（例えば、シリカおよびＤＭＰＡ／イソフタル酸／ＳＭＤＩコポリ
マーおよびグリーン５）および構造粒子（例えば、ナイロン－１２）を含む。
【０１９０】
　いくつかの実施形態において、シロキサン相はクレンザーの約５０％であり、乳化剤相
はクレンザーの約８％であり、水性相はクレンザーの約４２％である。
【０１９１】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、クレンザーを皮膜に溶
解させる有効量の皮膜を塗布し、その結果、上記の皮膜が溶解することを含む、身体補正
皮膜を有する身体表面を洗浄する方法に関する。いくつかの実施形態において、身体表面
は皮膚である。
【０１９２】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、皮膚に塗布される身体
補正用皮膚を修復する配合物に関し、この場合、配合物は、ａ）第１の反応性補強成分お
よびｂ）第２の架橋成分を含み、架橋成分が、反応性補強成分のｉｎ ｓｉｔｕでの架橋
を触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成される。
【０１９３】
　用語「修復」および「修復する」には、皮膚に皮膜を形成後、身体補正皮膜における欠
点を改善することを含む。いくつかの実施形態において、用語「修復」には、皮膜の裂け
目、隙間または破れを修繕し、または塞ぐことを含む。いくつかの実施形態において、用
語「修復」には、皮膚から除去した皮膜の一部を取り換えることを含む。いくつかの実施
形態において、用語「修復」には、皮膚から剥がれた（例えば、皮膚から剥離した）皮膜
の一部を再粘着または再付着させることを含む。いくつかの実施形態において、用語「修
復」には、皮膜の裂け目、隙間または破れの端部を膨張させ、皮膜をより延展させ、その
結果、皮膜を再整形させ得る。
【０１９４】
　いくつかの実施形態において、本発明は、少なくとも部分的に、ａ）修復が必要な皮膜
の領域を識別し、ｂ）場合により皮膜の端部を滑らかにし、ｃ）皮膜を修復するための配
合物を塗布することにより皮膚に塗布された身体補正皮膜を修復する方法に関し、この場
合、配合物は、第１の反応性補強成分および第２の架橋成分を含み、架橋成分が、反応性
補強成分のｉｎ ｓｉｔｕでの架橋を触媒し、その結果、皮膜が皮膚上形成され、身体補
正皮膜を修復する。
【０１９５】
　用語「皮膜の端部を滑らかにする」には、修復が必要な領域の皮膜の端部を除去し、ふ
き取り、膨張させ、払い落し、または研磨し、皮膜のギザギザした、または不均一な部分
を除去することを含む。
【０１９６】
　いくつかの実施形態において、本発明は、第１の反応性補強成分および第２の架橋成分
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を含むキットに関し、この場合、架橋成分は反応性補強成分のｉｎ ｓｉｔｕでの架橋を
触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成される。いくつかの実施形態において、本発明は、
少なくとも部分的に、身体補正皮膜を修復するキットに関し、この場合、キットはａ）第
１の反応性補強成分およびｂ）第２の架橋成分を含む配合物を含み、架橋成分が、反応性
補強成分のｉｎ ｓｉｔｕでの架橋を触媒し、その結果、皮膜が皮膚に形成される。
【０１９７】
　いくつかの実施形態において、キットは、少なくとも２つのコンパートメントを含むマ
ルチコンパートメントキットである。いくつかの実施形態において、反応性補強成分は１
つ目のコンパートメントにあり、架橋成分は２つ目のコンパートメントにある。いくつか
の実施形態において、キットはさらに、１本以上のブラシ、１本以上の綿棒、皮膜除去ク
レンザー、使用説明書または鏡を含む。いくつかの実施形態において、キットはさらに、
顔料拡散配合物を含む。
【実施例】
【０１９８】
　実施例Ｉ．サイクル試験および伸長引張り試験
　サンプル作製：　バルク機械特性を決定するため、標的材料をダンベル型金型内部で成
型した。金型の首下寸法は、長さ２０ｍｍ、幅５ｍｍおよび深さ１．５ｍｍである。金型
の「ハンドル」は２０ｍｍ×１５ｍｍであり、試験中、固定の滑り防止グリップを付ける
ために十分な領域が与えられた。金型寸法は、ＡＳＴＭ　Ｄ６３８ガイドラインに一致す
る。
【０１９９】
　流し入れた標本を十分に硬化乾燥させると、形成されたサンプルを、ヘラを用いて各金
型から取り出し、仕上りの小片の形状をデジタルキャリパーで測定し、正確な寸法を決定
した。
【０２００】
　機械試験：　標本の機械的特徴付けを、１００Ｎロードセル（インストロン品番２５１
９－１０３）を備えたインストロン３３４２（インストロン社、マサチューセッツ州、ノ
ーウッド）で行った。ダンベル型サンプルは、改造型インストロン２７１０－１０１グリ
ップを介して計測器に載せ、これにより、試験中、取り付けたサンプルがグリップ内に滑
らない、または落ちることはなかった。各サンプルに続けて２種類の試験、まずサイクル
試験の後、伸長引張り試験を行った。最初の試験（例えば、サイクル試験）は、次の試験
（例えば、伸長引張り試験）の結果に影響しないことが示された。各試験を、計測器を操
作するために使用したＢｌｕｅｈｉｌｌ　Ｌｉｔｅソフトウェアにプログラムした。２つ
の試験それぞれに関連したパラメータおよびデータ分析を以下に記載する。
【０２０１】
　サイクル試験：　材料の弾力性を決定するため、サイクル試験を作成した。サイクル試
験を、最も弾力性のある（例えば、ばね様の）材料を決定するために使用し、この試験か
ら、以下に記載のように即時残留歪み（Ｉ．Ｒ．Ｓ．）を得た。一般に、材料の弾力性が
大きいほど、変形後のその元の形状への戻りが速くなる。完全な弾性材料においては、Ｉ
．Ｒ．Ｓおよびサイクル試験領域がゼロに近づくため、値が低いほど良好である。
【０２０２】
　試験を開始する前に、サンプルを計測器に載せ、そうして標本の矩形のハンドル部分を
計測器グリップ内に固定し、標本首下は固定しなかった。計測器グリップの距離を、計測
器の圧力がゼロ近くを示すように、サンプルが自然に伸長するよう調整した（±０．０１
Ｎ）。続いて、サイクル伸長は、初期サンプル長の１５％の最大伸長で１ｍｍ／ｓにて行
われた。合計１５回を実行し、記録した。計測器に記録された応力歪みデータを、記録さ
れた機械特性を算出するエクセルに出力した。
【０２０３】
　エクセルテンプレートを使用し、多くのパラメータを自動的に抽出した。サイクルのヤ
ング率は、１％～４％の１回目のサイクルの応力歪み曲線の直線の傾きとして算出された
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。直線適合度のＲ２乗値が０．９９を超え、すなわちヤング率が破棄された。各サイクル
の即時残留歪み（Ｉ．Ｒ．Ｓ）を、１回目のサイクル時に得た最大応力の１／２の時の負
荷曲線と無負荷曲線との歪みの差として算出した。１回目のサイクルのＩ．Ｒ．Ｓおよび
４回目～１４回目のサイクルの平均Ｉ．Ｒ．Ｓを記録した。各サイクルの負荷曲線および
無負荷曲線の境界面積もまた算出した。Ｉ．Ｒ．Ｓと算出されたサイクル面積との間に良
好な一致が認められた。
【０２０４】
　評価された材料の大部分が十分に柔軟性および弾力性があり、その結果、サイクル試験
は、算出した特性を大きく変化させることなく同じサンプルで繰り返すことができた。こ
れは、この試験が試験材料に持続した変化を生じないことを示唆する。
【０２０５】
　伸長引張り試験：　伸長引張り試験を、ヤング率および最終歪みを測定することにより
材料の硬さおよび伸縮性を決定するため使用した。ヤング率を材料の硬さの測定値として
利用し、同時に、最終歪みを材料の柔軟性の測定値として使用した。皮膚の外観を有する
皮膜を作製するため、皮膚の動きにより変形した場合に皮膜が破れることがないように、
ヤング率は標的範囲（例えば、０．１～１．０Ｍｐａ）とし、同時に（最終歪みにより測
定された）破断歪みは十分に高い（例えば、約１５０％以上）ものとした。
【０２０６】
　サンプルを計測器に載せ、そうして標本の矩形のハンドル部分を計測器グリップ内に固
定し、標本首下は固定しなかった。計測器グリップの距離を、計測器の圧力がゼロ近く（
±０．０１Ｎ）を示すように、サンプルが自然に伸長するよう調整した。続いて、１０ｍ
ｍ／ｓにてサンプルが破断するまで伸長させた。伸長時の計測器に記録された応力歪みデ
ータを、記録された機械特性を算出するエクセルに出力した。
【０２０７】
　エクセルテンプレートを使用し、計測器に得られたデータから多くのパラメータを自動
的に抽出した。伸長ヤング率は、６％～１１％の応力歪み曲線の直線の傾きとして算出さ
れた。直線適合度のＲ２乗値が０．９９を超え、すなわちヤング率は、応力歪み曲線上の
より直線の５％歪み範囲から算出された。剪断率（Ｇ）をヤング率として同じ歪み範囲か
ら決定した。Ｇを記録された応力とα－α－２の間の最大直線適合度の傾きとして算出し
、この場合、αは１＋即時の歪みとなる。降伏歪みを、ネオ・フック応力、つまりＧおよ
び（α－α－２）の乗数から１０％以上異なる応力測定時の歪みとして決定した。最終応
力を実験中に記録した最大応力として算出した。本明細書に示した機械特性の算出は、Ａ
ＳＴＭ　Ｄ４１２に一致する。
【０２０８】
　実施例２：　皮革剥離粘着試験：　標的材料の粘着性を決定するため、材料を軟性の柔
軟な皮革片２５．４ｍｍ幅および７６．２ｍｍ長に伸ばした。試験物質として使用した皮
革は、軽量の椅子張り用の皮革（ＡＤ１１００、レザーアンリミテッド社製、ウィスコン
シン州ベルギー）であった。１つ目の皮革片に材料を伸した直後に、２つ目の同等の皮革
片を上に置き、２つの小片の間に薄層の材料を挟んだ。２つの皮革片を、２つ皮革生地の
接触面に均質な薄層の材料があるように、合わせて押圧した。端部をふき取り、過剰の材
料を取り除き、材料を硬化乾燥させ、試験標本を形成した。
【０２０９】
　２つの皮革生地の各々をインストロン３３４２マウントで使用のグリップ用に分離する
ため、粘着試験サンプルの一端を手で部分的に剥離した。各皮革生地を計測器グリップ自
体に固定し、伸長試験を１０ｍｍ／ｓの速度にて行い、２つの生地を剥離した。圧力：時
間データを伸長時の計測器により記録し、記録された粘着力を算出するエクセルに出力し
た。
【０２１０】
　エクセルテンプレートを使用し、計測器に得られたデータから粘着パラメータを自動的
に抽出した。サンプル平均粘着力を、サンプル幅（２５．４ｍｍ）で正規化した、実験中
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の計測器により測定された即時の圧力の平均により算出した。この試験方法はＡＳＴＭ　
Ｄ１８７６に従い開発された。材料の硬さおよび皮膜を置いた領域に依存した最小許容粘
着性は、およそ２５Ｎ／ｍｍ以上であった。
【０２１１】
　実施例３．画像分析測定
　てかり：　インビトロまたはインビボのいずれかのてかりを測定するため、測定する部
位に対して４５°の角度に置いた光源の付いた照明ボックスを使用して、てかりを作製し
、レンズから測定する領域に引いた線が作る角度が４５°であるように位置付けしたカメ
ラを使用し、その部位を撮影した。カメラのホワイトバランス、Ｆ－ストップおよびＩＳ
Ｏを手動で設定値に固定し、十分に露出し、良好な色温度にした。１枚の写真を光源とて
かりをとらえる部位との間に何らかの拡散要素を含むことなく撮影した。次いで、拡散表
面を光源と部位との間に置き、（露出を１回目の写真と同様または等しくなるようにシャ
ッター速度を変更して）さらに撮影した。この写真は、いかなるてかりも存在しない表面
をとらえたが、１回目の写真は正反射率の結果として最大量のてかりをとらえた。これら
の写真を重ね、関連のサンプル領域を切り取り、次いで拡散写真を最大てかり写真から取
り去り、てかりのみを強調した写真を作製した。次いで、取り去られた写真全体を、標準
偏差に沿って平均グレイ値を求めることで集約した。この平均グレイ値はてかり値として
示され、各サンプルに存在する正反射率の量を比較するために使用された。各サンプルに
おいて、各状態（拡散の有無）のカメラ設定は同一であった。
【０２１２】
　写真設定キャプチャー：　製品性能評価のために撮影された各写真のパネリストの位置
の再現性を最大限にするため、ヘッドポジショニングシステム（ＨＰＳ）を作製した。こ
のＨＰＳは２つの構成、額のみの評価および顔全体の評価を有する。各構成において、ア
プライド・サイエンス・ラボラトリーズ（ＡＳＬ）製のモデル８１９シリーズの台固定顎
当てを、台に２つの異なる構成を設置するための土台として使用した。１つ目のカメラ（
正常なショット）を、レンズとカメラの線がおよそ９０°で対象者の顔の正面に対して位
置付けられるように顔の位置を位置づけた。２つ目のカメラ（４５°ショット）を、レン
ズとカメラの線がおもに対象者の顔左半分をとらえる、およそ４５°で対象者の顔の正面
に対して位置付けられるように対象者の左に位置づけた。顎当てに対するカメラの位置は
固定し続けた。１つ目の構成において、ＡＳＬ頬当て（８１９－２１５５）をＡＳＬ顎当
てに載せた。この設定において、パネリストの頭部をカメラレンズの中央から評価領域に
作られる線が額の評価領域に垂直であるように位置づけした。２つ目の構成において、Ａ
ＳＬ額当て（８１９－２１５０）を顎当てに取り付けた。この設定において、顎当てのカ
ップを額当ての水平バーをパネリストの生え際の水平線に合わせて、各写真の評価領域が
最大限になるように位置付けした。
【０２１３】
　Ｃａｌｕｍｅｔ３５ワット５５００Ｋ昼光色温度蛍光灯（ＯＬ２００３）が４つ付いた
Ｃａｌｕｍｅｔクワトロ蛍光ランプ（ＣＦ０００３）２つからなる写真の照明を、直接パ
ネリストを指す角度の、パネリストの前側および片側に置いた。ビジュアルパージット社
製ギラツキ防止偏光フィルターも各ランプの前に置いた。照明は、いずれかの写真を撮影
する前に少なくとも１０分間加温した。照明に加えて、円偏光フィルターを各カメラレン
ズに使用し、各写真の照明の種類を調節した。
【０２１４】
　各評価において、２組の写真が正常ショットカメラ用に撮影された。１組目において、
カメラの円偏光フィルターを、その偏光が蛍光灯の偏光に平行し、てかりおよび小じわ、
毛穴および皮膚の質感を強調した写真となるように構成した。２組目において、円偏光フ
ィルターを、偏光が蛍光灯の偏光に垂直（または直交）であり、ギラツキ全てを除外し、
基本的な皮膚の色合い、変色および深いしわを示す結果が得られるように構成した。４５
°ショットカメラを、偏光を蛍光灯の偏光に平行にし、てかりおよび小じわ、毛穴および
皮膚の質感を強調した写真となるようにカメラの円偏光フィルターを構成するように各評
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価用に構成した。
【０２１５】
　写真の眉リフト測定：　写真の眉の高さを測定するため、上記の写真キャプチャーの方
法を使用して、写真を得た。次いで、各目の眼角中央から外眼角までの「眼角線」を写真
に引いた。この眼角線を、測定した眉の高さからの基準として使用した。眉を、バレー検
出、エッジ検出を適用し、画像の図形操作を閾値化処理することで画像から識別した。一
実験中、バレーおよびエッジ検出のパラメータおよび閾値化処理を各画像シリーズから眉
の同じ部分が同じであるように一定にした。眉を正確に識別するため、これらのパラメー
タを、実験中の写真の露出およびパネリスト内での皮膚および眉の色の差を考慮して変更
した。これらの方法において、バイナリマスクを作製し、次いで、これを眉のみを写真の
中で正確に識別するためにさらに操作した。全体の高さの変化測定において、次いで、眉
の塊の中央をそのバイナリマスクから決定した。バイナリ操作のパラメータおよび塊の中
央決定を常に一定に維持した。各眉の高さは、その塊の中央からその対応する眼角線に垂
直であった。この方法により全体の高さの変化を測定したが、位置の一部が上昇し、位置
の一部が下がる、かなりのアーチまたはつり型の変化の大きさはとらえられなかった。こ
の場合において、眉の塊の中央を測定する代わりに、眼角線に垂直な眉の左右の端部と中
央の高さをバイナリマスクから決定した。
【０２１６】
　赤み減少の写真測定：　上記の写真設定を用いてパネリストの写真を得た。赤みの比較
は、同じ実験中に撮影された写真にしか行われず、これは、露出、照明および顔の位置が
１回の実験中でしか一定でないためである。実験中に一連の写真を撮影後、交差偏光した
写真を、赤みの減少を評価する領域を各画像間で可能な限り固定して残すように重ねた。
図面操作ソフトウェアを使用して、ＣＩＥＬＡＢ色空間のＬ＊ａ＊ｂ＊チャンネルを一連
の写真の各画像用に作製した。Ｌ＊値は照明の程度を表し、同時に、ａ＊およびｂ＊は色
度を規定する。特に、ａ＊は、赤（＋値）または緑（－値）の度合いを表す。次いで、ベ
ースラインの写真のａ＊チャンネルにおける色カードの赤色座標の明度を使用して、これ
らの画像の色カードの赤色座標内のａ＊値がベースライン値と等しくなるまで、次の画像
のａ＊チャンネルの明度を調整することで次の画像を正規化する。次いで、評価の領域を
写真から切り取る。次いで、赤みの減少を、「後」の写真のａ＊値から「前」の写真の領
域のａ＊値を引くことで決定する。この減算から得た－値は赤みの減少を示し、同時に＋
値は増加を示す。
【０２１７】
　実施例４：　応力試験方法
　材料の機械的耐久性を、人工眉リフトを作製し、製品塗布中の皮膚をプレテンショニン
グする以下の方法の１つを適用することで評価した。これらのプレテンショニング法は、
皮膚表面に応力を加え、リフトした位置に眉を引っ張るために使用した。
・「眉に直交に押す」、眉を始点とし、ベクトルが眉から眉の線に対して８０°～１００
°の角度で前方に向かう応力を加えた。
・「生え際隅から対角に引っぱる」、パネリストの生え際の最も前と後ろの位置を始点と
し、ベクトルが眉から眉の線に対して１０°～８０°の角度で前方に向かう応力を加えた
。
・「生え際隅に直交に引っぱる」、パネリストの生え際の最も前と後ろの位置を始点とし
、ベクトルが眉から眉の線に対して８０°～１００°の角度で前方に向かう応力を加えた
。
・「生え際の後ろに直交に押す」、目の位置またはその上である生え際の最も後ろの位置
を始点とし、ベクトルが眉から眉の線に対して８０°～１００°の角度で前方に向かう応
力を加えた。
【０２１８】
　眉をこれらの応力の１つでリフトし続けながら、張力を加えた皮膚の領域に製品を塗布
した。皮膜が硬化すると応力を取り除き、皮膜の皮膚に張力を保持する機械的耐久能を評
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価した。この評価は、記載の方法を使用して、製品塗布前後の眉リフトの度合いを測定す
ることにより得た。この影響による耐久性は、時間、正常および誇張した顔の表情および
水、汗、熱、皮脂の産生などの環境ストレスならびに皮膜と相互作用する表面接触を考慮
して測定された。リフトの量は、機械的効用を保つ皮膜の性質をどれくらい素早く持続さ
せるかを決定するため、一定の間隔で追跡した。上記の応力に耐え、塗布直後に最初に得
られたレベルで眉のリストを維持する場合、皮膜を機械的耐久性があると決定した。
【０２１９】
　　実施例５．配合物
　２ステップの塗布方法を示す配合物の例を以下に記載する。反応性補強成分の第１のス
テップ（例えば、処置）は、以下に示す配合物６０－１４０－１、６０－１４０－１Ｂ、
６０－１４０－ＨＰ２、ＳＫ８７／２、６０－１４０－ＬＸ２、ＳＫ８７／１、４８－１
９６、４８－１９９、６０－２１１、６０－２００－１Ｎ、６０－２０８、６６－１６６
－Ｆ、６６－１６７－Ｅ、６６－１６６－Ｃ、６６－１６９－３、６６－１７０、７９－
２３、７９－２４ｂ、７９－４５、７９－４６、７９－４１、８８－３０－１、８３－１
６、７９－５５ａ、７９－５５ｂ、７９－５５ｃ、７９－５５ｄ、７９－５５ｅ、７９－
５５ｆ、７９－５５ｇ、８３－５４、７９－５５ｈ、８１－１８、８１－１９、８１－２
０、８１－２１、７９－７４、８０－２３、７９－８８、７９－８８－３Ａ、７９－７４
－ＲＤ、７９－９０－Ｂ、８８－７０、８８－７２、８８－７５－２、８８－７５－３、
８８－８０、８８－８５－１、８８－８５－２、８８－８３－Ｖ２、８８－８３－Ｖ３お
よび８３－５４を含む。
【０２２０】
　配合物の成分は市販されている。以下の表に本出願を通して使用される商標名の一般名
を記載する。
【０２２１】
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【表３】

　方法：
　成分１～４を、混合物に白色粒子がなくなるまで４オンス目盛付き容器において手で混
合した。続いて、成分５～８を添加し、混合物が均質であることを確認した（混合物Ａ）
。別の容器に、成分９および１０を均質になるまで混合した（混合物Ｂ）。混合物Ｂを、
４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて激しく撹拌しながら混合物Ａに添加後、成分
１１を添加し、混合速度を１０００ｒｐｍにし、５分間混合した。混合物が均質であるこ
とを確認した。
【０２２３】
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【表４】

　方法：
　成分１～４を、混合物に白色粒子がなくなったことを確認するまで４オンス目盛付き容
器において手で混合した。続いて、成分５～８を添加し、混合物が均質であることを確認
した（混合物Ａ）。別の容器に、成分９および１０を均質になるまで手で混合した（混合
物Ｂ）。混合物Ｂを、４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて激しく撹拌しながら混
合物Ａに添加後、成分１１および１２を添加し、混合速度を１０００ｒｐｍに増加し、５
分間混合した。混合物が均質であることを確認した。
【０２２４】
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【表５】

　方法：
　成分１～３を４オンス目盛付き容器において手で混合し、混合物に白色粒子がなくなっ
たことを確認した。続いて、成分４～７を添加し、混合物が均質であることを確認した（
混合物Ａ）。別の容器に、成分８を均質になるまで混合した（混合物Ｂ）。混合物Ｂを、
４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて激しく撹拌しながら混合物Ａに添加後、成分
９を添加し、混合速度を１０００ｒｐｍに増加し、５分間混合した。混合物が均質である
ことを確認した。
【０２２５】
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【表６】

　方法：
　成分１～３を４オンス目盛付き容器において手で混合し、混合物に白色粒子がなくなっ
たことを確認した。続いて、成分４および５を添加し、混合物が均質であることを確認し
た（混合物Ａ）。別の容器に、成分６および７を均質になるまで混合した（混合物Ｂ）。
混合物Ｂを、４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて激しく撹拌しながら混合物Ａに
添加後、成分８～１０を添加し、混合速度を１０００ｒｐｍに増加し、５分間混合した。
混合物が均質であることを確認した。
【０２２６】
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【表７】

　方法：
　成分１～４を４オンス目盛付き容器において手で混合し、混合物に白色粒子がなくなっ
たことを確認した。続いて、成分５～８を添加し、混合物が均質であることを確認した（
混合物Ａ）。別の容器に、成分９および１０を均質になるまで手で混合した（混合物Ｂ）
。混合物Ｂを、４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて激しく撹拌しながら混合物Ａ
に添加後、成分１１を添加し、混合速度を１０００ｒｐｍに増加し、５分間混合した。混
合物が均質であることを確認した。
【０２２７】
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【表８】

　方法：
　成分１～３を４オンス目盛付き容器において手で混合し、混合物に白色粒子がなくなっ
たことを確認した。続いて、成分４および５を添加し、混合物が均質であることを確認し
た（混合物Ａ）。別の容器に、成分６および７を均質になるまで手で混合した（混合物Ｂ
）。混合物Ｂを、４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて激しく撹拌しながら混合物
Ａに添加後、成分８および９を添加し、混合速度を１０００ｒｐｍに増加し、５分間混合
した。混合物が均質であることを確認した。
【０２２８】
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【表９】

方法：
　成分１～３を４オンス目盛付き容器において、４翼のプロペラで１０００ｒｐｍにて均
質になるまで混合し（混合物Ａ）、混合物が均質になったことを確認した。別の容器に、
成分４～８を４翼のプロペラで７５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物Ｂ）。
別の容器に、成分９～１１を４翼のプロペラで７５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した
（混合物Ｃ）。混合物Ｂを、４翼の４０ｍｍプロペラで７５０ｒｐｍにて激しく撹拌しな
がら混合物Ｃに添加後、混合物Ａを混合物ＢおよびＣの混合物に滴下にて添加した。最後
に成分１２および１３を添加し、混合速度を１０００ｒｐｍに増加し、１０分間混合した
。混合物が均質であることを確認した。
【０２２９】
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【表１０】

方法：
　成分１～３を４オンス目盛付き容器において、４翼のプロペラで１０００ｒｐｍにて均
質になるまで混合した（混合物Ａ）。別の容器に、成分４～８を４翼のプロペラで７５０
ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物Ｂ）。別の容器に、成分９～１１を４翼のプ
ロペラで７５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物Ｃ）。混合物Ｂを、４翼の４
０ｍｍプロペラで７５０ｒｐｍにて激しく撹拌しながら混合物Ｃに添加後、混合物Ａを混
合物ＢおよびＣの混合物に滴下にて添加した。最後に成分１２および１３を添加し、混合
速度を１０００ｒｐｍに増加し、１０分間混合した。混合物が均質であることを確認した
。
【０２３０】
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【表１１】

方法：
　成分１～７を４オンス目盛付き容器において、４翼のプロペラで２０００ｒｐｍにて均
質になるまで混合した（混合物Ａ）。別の容器に、成分８～１１を４翼のプロペラで７５
０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物Ｂ）。混合物Ｂを、４翼のプロペラで２０
００ｒｐｍにて激しく撹拌しながら混合物Ａにゆっくり添加した。成分１２および１３を
添加し、混合速度を２０００ｒｐｍに増加し、５分間混合した。混合物が均質であること
を確認した。
【０２３１】
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【表１２】

方法：
　成分１～５を４オンス目盛付き容器において、４翼のプロペラで２０００ｒｐｍにて均
質になるまで混合した（混合物Ａ）。次いで、成分６～９を添加し、４翼のプロペラで２
０００ｒｐｍにて均質になるまで混合した。成分１０および１１を添加し、混合速度が２
０００ｒｐｍにて均質になるまで混合した。
【０２３２】
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【表１３】

方法：
　成分１～５を４オンス目盛付き容器において、４翼のプロペラで２０００ｒｐｍにて均
質になるまで混合した（混合物Ａ）。次いで、成分６～９を添加し、４翼のプロペラで２
０００ｒｐｍにて均質になるまで混合した。成分１０および１１を添加し、混合速度が２
０００ｒｐｍにて均質になるまで混合した。
【０２３３】
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【表１４】

方法：
　成分１～３をシロキサン相Ａとして合わせて混合した。シロキサン相Ｂに、成分４～８
を混合した。成分９～１１を水相として混合した。水相をゆっくりシロキサン相Ｂに添加
し、均質になるまで混合した。この新しい相に、相Ａを非常にゆっくり滴下にて添加した
。シロキサン相Ａを全て添加すると、成分１２～１９を配合物に添加し、均質になるまで
混合した。
【０２３４】
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【表１５】

方法：
　成分１～３をシロキサン相Ａとして合わせて混合した。シロキサン相Ｂに、成分４～８
を添加した。成分９～１１を水相として混合した。水相をゆっくりシロキサン相Ｂに添加
し、均質になるまで混合した。この新しい相に、相Ａを非常にゆっくり滴下にて添加した
。シロキサン相Ａを全て添加すると、成分１２～２１を配合物に添加し、均質になるまで
混合した。
【０２３５】
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【表１６】

方法：
　成分１～３をシロキサン相Ａとして合わせて混合した。シロキサン相Ｂに、成分４～８
を添加した。成分９～１１を水相として混合した。水相をゆっくりシロキサン相Ｂに添加
し、均質になるまで混合した。この新しい相に、相Ａを非常にゆっくり滴下にて添加した
。シロキサン相Ａを全て添加すると、成分１２～１９を配合物に添加し、均質になるまで
混合した。
【０２３６】
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【表１７】

方法：
　成分１～８を合わせて混合し、２６０００ｒｐｍにて１０分間ホモジナイズした。１０
分後、成分９を添加し、再び２６０００ｒｐｍにて１０分間ホモジナイズした。このホモ
ジナイズした混合物に、成分１０～１５を添加し、外観が均質になるまで２０００ｒｐｍ
にてオーバーヘッド撹拌機で混合した（これはシロキサン相である）。別の容器において
、成分１６～１９を均質になるまで混合し、水相を形成した。水相をシロキサン相に２０
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００ｒｐｍにて連続して撹拌しながら非常にゆっくり添加した。水相が完全に混合すると
、成分２０および２１を配合物に添加し、２０００ｒｐｍにて均質になるまで混合した。
【０２３７】
【表１８】

方法：
　成分１～１０を合わせて混合し、シロキサン相Ａを作製した。次に、成分１１～１４を
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混合し、シロキサン相Ｂを作製した。水相を成分１５～２０を混合することにより作製し
た。水相をゆっくりシロキサン相Ｂに２０００ｒｐｍにて混合しながら添加し、相Ｃを作
製した。最後に相Ｃを均質になるまでシロキサン相Ａに混合した。
【０２３８】
【表１９】

方法：
　成分１～５を合わせて、２５００ｒｐｍにて二重非対称遠心分離ミキサーで混合（混合
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物Ａ）しながら、混合物に白色粒子がなくなったことを確認した。成分６～１５を混合物
Ａに混合し、二重非対称遠心分離ミキサーで混合した。混合物Ａが均質になったことを確
認した。別の容器において、成分１６および２０を４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐ
ｍにて均質になるまで混合した（混合物Ｂ）。混合物Ｂを４翼の４０ｍｍプロペラで２０
００ｒｐｍにて混合しながら混合物Ａに滴下にて添加し、混合物が均質になったことを確
認した。成分２１を混合物Ａおよび混合物Ｂの生成物に添加し、４翼の４０ｍｍプロペラ
で１０００ｒｐｍにて均質になるまで混合した。
【０２３９】
【表２０】

方法：
　成分４、８および９を合わせて、２００００ｒｐｍにて滑らかになるまでホモジナイズ
した。成分１～３、６～７、１０～１２を粒子がもはや見えなくなるまで２５００ｒｐｍ
にて二重非対称遠心分離ミキサーで６分間混合した（混合物Ａ）。別の容器において、成
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分１３～１７を４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混
合物Ｂ）。混合物Ｂを４翼の４０ｍｍプロペラで２０００ｒｐｍにて混合しながら混合物
Ａに滴下にて添加し、混合物が均質になったことを確認した。成分１８を混合物Ａおよび
混合物Ｂの生成物に添加し、４翼の４０ｍｍプロペラで１０００ｒｐｍにて均質になるま
で混合した。
【０２４０】
　配合物７９－４５
　配合物６０－２１１および７９－２４ｂの２：１の混和物を４翼の４０ｍｍプロペラで
２０００ｒｐｍにて２分間合わせて混合した。
【０２４１】
配合物７９－４６
　配合物６０－２１１および７９－２４ｂの１：２の混和物を４翼の４０ｍｍプロペラで
２０００ｒｐｍにて２分間合わせて混合した。
【０２４２】
配合物７９－４１
　配合物６０－２１１および７９－２４ｂの１：５の混和物を４翼の４０ｍｍプロペラで
２０００ｒｐｍにて２分間合わせて混合した。
【０２４３】
【表２１】

方法：
　成分１～７を２７５ｒｐｍにてプロペラ翼を用いて混合し、相Ａを調製した。別の容器
において、成分８～１０を２７５ｒｐｍにてプロペラ翼を用いて混合し、相Ｂを調製した
。相Ｂを、乳液が均一になるまで２７５ｒｐｍにて相Ａに混合した。０．０１％酸化鉄の
量を最終配合物に添加し、着色した。配合物８３－４９および８３－５０はそれぞれ、６
５％シロキサン、８％オレス－１０界面活性剤およびバランス水を含有する、ＶＳ１６５
０００ビニルシロキサンおよびＸＬ－１１ヒドリド官能化シロキサンである。
【０２４４】
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方法：
　成分１および２を合わせて、２００００ｒｐｍにて滑らかになるまでホモジナイズした
（混合物Ａ）。成分３～９を粒子がもはや見えなくなるまで２５００ｒｐｍにて二重非対
称遠心分離ミキサーで６分間混合した。混合物Ａおよび混合物Ｂを合わせて、２５００ｒ
ｐｍにて６分間遠心混合した（混合物Ａ＋Ｂ）。別の容器において、成分１０～１３を４
翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物Ｃ）。混合物
Ｃを４翼の４０ｍｍプロペラで４００ｒｐｍにて混合しながら混合物Ａ＋Ｂに滴下にて添
加し、混合物が均質になったことを確認した。成分１４を混合物Ａ＋Ｂおよび混合物Ｃの
生成物に添加し、４翼の４０ｍｍプロペラで１０００ｒｐｍにて均質になるまで混合した
。
【０２４５】
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【表２３】

方法：
　成分１および２を合わせて、２００００ｒｐｍにて滑らかになるまでホモジナイズした
（混合物Ａ）。成分３～７を粒子がもはや見えなくなるまで２５００ｒｐｍにて二重非対
称遠心分離ミキサーで６分間混合した。混合物Ａおよび混合物Ｂを合わせて、２５００ｒ
ｐｍにて６分間遠心混合した（混合物Ａ＋Ｂ）。別の容器において、成分８～１２を４翼
の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物Ｃ）。混合物Ｃ
を４翼の４０ｍｍプロペラで４００ｒｐｍにて混合しながら混合物Ａ＋Ｂに滴下にて添加
し、混合物が均質になったことを確認した。成分１３を混合物Ａ＋Ｂおよび混合物Ｃの生
成物に添加し、４翼の４０ｍｍプロペラで１０００ｒｐｍにて均質になるまで混合した。
【０２４６】
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【表２４】

方法：
　成分１および２を合わせて、２００００ｒｐｍにて滑らかになるまでホモジナイズした
（混合物Ａ）。成分３～７を粒子がもはや見えなくなるまで２５００ｒｐｍにて二重非対
称遠心分離ミキサーで６分間混合した（混合物Ｂ）。混合物Ａおよび混合物Ｂを合わせて
、２５００ｒｐｍにて６分間遠心混合した（混合物Ａ＋Ｂ）。別の容器において、成分８
～１２を４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物Ｃ
）。混合物Ｃを４翼の４０ｍｍプロペラで４００ｒｐｍにて混合しながら混合物Ａ＋Ｂに
滴下にて添加し、混合物が均質になったことを確認した。成分１３を混合物Ａ＋Ｂおよび
混合物Ｃの生成物に添加し、４翼の４０ｍｍプロペラで１０００ｒｐｍにて均質になるま
で混合した。
【０２４７】
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【表２５】

方法：
　成分１および２を合わせて、２００００ｒｐｍにて滑らかになるまでホモジナイズした
（混合物Ａ）。成分３～８を粒子がもはや見えなくなるまで２５００ｒｐｍにて二重非対
称遠心分離ミキサーで６分間混合した（混合物Ｂ）。混合物Ａおよび混合物Ｂを合わせて
、２５００ｒｐｍにて６分間遠心混合した（混合物Ａ＋Ｂ）。別の容器において、成分９
～１３を４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物Ｃ
）。混合物Ｃを４翼の４０ｍｍプロペラで４００ｒｐｍにて混合しながら混合物Ａ＋Ｂに
滴下にて添加し、混合物が均質になったことを確認した。成分１４を混合物Ａ＋Ｂおよび
混合物Ｃの生成物に添加し、４翼の４０ｍｍプロペラで１０００ｒｐｍにて均質になるま
で混合した。
【０２４８】
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【表２６】

方法：
　成分１および２を合わせて、２００００ｒｐｍにて滑らかになるまでホモジナイズした
（混合物Ａ）。成分３～１０を粒子がもはや見えなくなるまで２５００ｒｐｍにて二重非
対称遠心分離ミキサーで６分間混合した（混合物Ｂ）。混合物Ａおよび混合物Ｂを合わせ
て、２５００ｒｐｍにて６分間遠心混合した（混合物Ａ＋Ｂ）。別の容器において、成分
１１～１５を４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合
物Ｃ）。混合物Ｃを４翼の４０ｍｍプロペラで４００ｒｐｍにて混合しながら混合物Ａ＋
Ｂに滴下にて添加し、混合物が均質になったことを確認した。成分１６を混合物Ａ＋Ｂお
よび混合物Ｃの生成物に添加し、４翼の４０ｍｍプロペラで１０００ｒｐｍにて均質にな
るまで混合した。
【０２４９】
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【表２７】

方法：
　成分１および２を合わせて、２００００ｒｐｍにて滑らかになるまでホモジナイズした
（混合物Ａ）。成分３～９を粒子がもはや見えなくなるまで２５００ｒｐｍにて二重非対
称遠心分離ミキサーで６分間混合した（混合物Ｂ）。混合物Ａおよび混合物Ｂを合わせて
、２５００ｒｐｍにて６分間遠心混合した（混合物Ａ＋Ｂ）。別の容器において、成分１
０～１４を４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物
Ｃ）。混合物Ｃを４翼の４０ｍｍプロペラで４００ｒｐｍにて混合しながら混合物Ａ＋Ｂ
に滴下にて添加し、混合物が均質になったことを確認した。成分１５を混合物Ａ＋Ｂおよ
び混合物Ｃの生成物に添加し、４翼の４０ｍｍプロペラで１０００ｒｐｍにて均質になる
まで混合した。
【０２５０】
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【表２８】

方法：
　成分１および２を合わせて、２００００ｒｐｍにて滑らかになるまでホモジナイズした
（混合物Ａ）。成分３～８を粒子がもはや見えなくなるまで２５００ｒｐｍにて二重非対
称遠心分離ミキサーで６分間混合した（混合物Ｂ）。混合物Ａおよび混合物Ｂを合わせて
、２５００ｒｐｍにて６分間遠心混合した（混合物Ａ＋Ｂ）。別の容器において、成分９
～１３を４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物Ｃ
）。混合物Ｃを４翼の４０ｍｍプロペラで４００ｒｐｍにて混合しながら混合物Ａ＋Ｂに
滴下にて添加し、混合物が均質になったことを確認した。成分１４を混合物Ａ＋Ｂおよび
混合物Ｃの生成物に添加し、４翼の４０ｍｍプロペラで１０００ｒｐｍにて均質になるま
で混合した。
【０２５１】
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【表２９】

方法：
　成分１および２を合わせて、２００００ｒｐｍにて滑らかになるまでホモジナイズした
（混合物Ａ）。成分３～９を粒子がもはや見えなくなるまで２５００ｒｐｍにて二重非対
称遠心分離ミキサーで６分間混合した（混合物Ｂ）。混合物Ａおよび混合物Ｂを合わせて
、２５００ｒｐｍにて６分間遠心混合した（混合物Ａ＋Ｂ）。別の容器において、成分１
０～１４を４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物
Ｃ）。混合物Ｃを４翼の４０ｍｍプロペラで４００ｒｐｍにて混合しながら混合物Ａ＋Ｂ
に滴下にて添加し、混合物が均質になったことを確認した。成分１５を混合物Ａ＋Ｂおよ
び混合物Ｃの生成物に添加し、４翼の４０ｍｍプロペラで１０００ｒｐｍにて均質になる
まで混合した。
【０２５２】
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【表３０】

方法：
　成分１～７を添加し、粒子がもはや見えなくなるまで２５００ｒｐｍにて二重非対称遠
心分離ミキサーで６分間混合した（混合物Ａ）。別の容器において、成分８～１２を４翼
の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物Ｂ）。混合物Ｂ
を４翼の４０ｍｍプロペラで４００ｒｐｍにて混合しながら混合物Ａに滴下にて添加し、
混合物が均質になったことを確認した。成分１３を混合物Ａおよび混合物Ｂの生成物に添
加し、４翼の４０ｍｍプロペラで１０００ｒｐｍにて均質になるまで混合した。
【０２５３】
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【表３１】

方法：
　成分１および２を合わせて、２００００ｒｐｍにて滑らかになるまでホモジナイズした
（混合物Ａ）。成分３～１０を粒子がもはや見えなくなるまで２５００ｒｐｍにて二重非
対称遠心分離ミキサーで６分間混合した（混合物Ｂ）。混合物Ａおよび混合物Ｂを合わせ
て、２５００ｒｐｍにて６分間遠心混合した（混合物Ａ＋Ｂ）。別の容器において、成分
１１～１５を４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合
物Ｃ）。混合物Ｃを４翼の４０ｍｍプロペラで４００ｒｐｍにて混合しながら混合物Ａ＋
Ｂに滴下にて添加し、混合物が均質になったことを確認した。成分１５を混合物Ａ＋Ｂお
よび混合物Ｃの生成物に添加し、４翼の４０ｍｍプロペラで１０００ｒｐｍにて均質にな
るまで混合した。
【０２５４】
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【表３２】

方法：
　成分１～５を、混合物が均質になるまで４翼の４０ｍｍプロペラで２０００ｒｐｍにて
２分間ガラスビーカーにおいて混合した（混合物Ａ）。別に、成分６～１２を均質になる
まで混合した（混合物Ｂ）。混合物Ｂを、均質になるまで４翼の４０ｍｍプロペラで２０
００ｒｐｍにて激しく撹拌しながら混合物Ａに添加した。最終配合物をさらに２分間ホモ
ジナイズした。
【０２５５】
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【表３３】

方法：
　成分１～５を、混合物が均質になるまで４翼の４０ｍｍプロペラで２０００ｒｐｍにて
２分間ガラスビーカーにおいて混合した（混合物Ａ）。別に、成分６～１２を均質になる
まで混合した（混合物Ｂ）。混合物Ｂを、均質になるまで４翼の４０ｍｍプロペラで２０
００ｒｐｍにて激しく撹拌しながら混合物Ａに添加した。次いで、成分１３を添加し、得
られた混合物を２分間ホモジナイズした。
【０２５６】



(76) JP 6105468 B2 2017.3.29

10

20

30

【表３４】

方法：
　成分１～５を、混合物が均質になるまで４翼の４０ｍｍプロペラで２０００ｒｐｍにて
２分間ガラスビーカーにおいて混合した（混合物Ａ）。別に、成分６～１２を均質になる
まで混合した（混合物Ｂ）。混合物Ｂを、均質になるまで４翼の４０ｍｍプロペラで２０
００ｒｐｍにて激しく撹拌しながら混合物Ａに添加した。次いで、成分１３を添加し、得
られた混合物を２分間ホモジナイズした。
【０２５７】
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【表３５】

方法：
　成分１～５を、混合物が均質になるまで４翼の４０ｍｍプロペラで２０００ｒｐｍにて
２分間ガラスビーカーにおいて混合した（混合物Ａ）。別に、成分６～１２を均質になる
まで混合した（混合物Ｂ）。混合物Ｂを、均質になるまで４翼の４０ｍｍプロペラで２０
００ｒｐｍにて激しく撹拌しながら混合物Ａに添加した。次いで、成分１３を添加し、得
られた混合物を２分間ホモジナイズした。
【０２５８】
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【表３６】

方法：
　成分１～７を添加し、粒子がもはや見えなくなるまで２５００ｒｐｍにて二重非対称遠
心分離ミキサーで６分間混合した（混合物Ａ）。別の容器において、成分８～１２を４翼
の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物Ｂ）。混合物Ｂ
を４翼の４０ｍｍプロペラで４００ｒｐｍにて混合しながら混合物Ａに滴下にて添加し、
混合物が均質になったことを確認した。成分１３を混合物Ａおよび混合物Ｂの生成物に添
加し、４翼の４０ｍｍプロペラで１０００ｒｐｍにて均質になるまで混合した。
【０２５９】
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【表３７】

方法：
　成分１～３を、均質になるまで４翼の４０ｍｍプロペラで２０００ｒｐｍにてガラスビ
ーカーにおいて２分間混合した（混合物Ａ）。別に、成分５～１０を均質になるまで混合
した（混合物Ｂ）。混合物Ｂを、均質になるまで４翼の４０ｍｍプロペラで２０００ｒｐ
ｍにて激しく撹拌しながら混合物Ａに添加した。次いで、成分１１および１２を添加し、
均質になるまで２００ｒｐｍにて混合した。次いで、最終混合物をさらに２分間ホモジナ
イズした。
【０２６０】
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【表３８】

方法：
　成分１～４を合わせて、キッチンエイドミキサーで５時間混合した。続いて、混合物を
一晩真空にした。次いで、成分５および６を添加し、混合物を２５００ｒｐｍにて二重非
対称遠心分離ミキサーでホモジナイズした。別の容器において、成分７～１０を４翼の４
０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物Ｂ）。混合物Ｂを４
翼の４０ｍｍプロペラで５００ｒｐｍにて混合しながら混合物Ａに滴下にて添加し、混合
物が均質になったことを確認した。
【０２６１】
【表３９】

方法：
　成分１～４を合わせて、キッチンエイドミキサーで５時間混合した。続いて、混合物を
一晩真空にした。次いで、成分５および６を添加し、混合物を２５００ｒｐｍにて二重非
対称遠心分離ミキサーでホモジナイズした。別の容器において、成分７～１０を４翼の４
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０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて均質になるまで混合した（混合物Ｂ）。混合物Ｂを４
翼の４０ｍｍプロペラで５００ｒｐｍにて混合しながら混合物Ａに滴下にて添加し、混合
物が均質になったことを確認した。
【０２６２】
【表４０】

方法：
　成分１～５を合わせて、真空下にて混合した（混合物Ａ）。別の容器において、成分６
～７を４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて、混合物が均質になるまで混合し、粒
子を完全に湿潤させた（混合物Ｂ）。成分８を混合物Ｂに添加し、４翼の４０ｍｍプロペ
ラで５００ｒｐｍにて、混合物の粘度が高くなり、均質になるまで混合した。成分９を混
合物Ｂに添加し、４翼の４０ｍｍプロペラで５００ｒｐｍにて１０分間混合した。混合物
Ａを、５００ｒｐｍにて連続混合しながら、混合物Ｂにゆっくり添加した。生成物を１０
０００ｒｐｍにて５分間ホモジナイズした。
【０２６３】
【表４１】

方法：
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　成分１～５を合わせて、真空下にて混合した（混合物Ａ）。別の容器において、成分６
～７を４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて、混合物が均質になるまで混合し、粒
子を完全に湿潤させた（混合物Ｂ）。成分８を混合物Ｂに添加し、４翼の４０ｍｍプロペ
ラで５００ｒｐｍにて、混合物の粘度が高くなり、均質になるまで混合した。成分９を混
合物Ｂに添加し、４翼の４０ｍｍプロペラで５００ｒｐｍにて１０分間混合した。混合物
Ａを、５００ｒｐｍにて連続混合しながら、混合物Ｂにゆっくり添加した。生成物を１０
０００ｒｐｍにて５分間ホモジナイズした。
【０２６４】
【表４２】

方法：
　成分１～８（パートＡ）および成分９～１１（パートＢ）。パートＢを、５００ｒｐｍ
にてフラットプロペラ翼でパートＡを混合しながらパートＡに入れた。得られた溶液を、
均一な乳液が形成されるまで混合した。成分１２を続いて乳液に添加した。
【０２６５】
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【表４３】

方法：
　成分１～９（相Ａ）を成分１０～１４（相Ｂ）から別に混合した。相Ｂを、４枚パドル
混合翼を使用して５００ｒｐｍにて混合しながら、相Ａに添加した後、シルバーソンホモ
ジナイザーを用いて３０００～５０００ｒｐｍにて１時間ホモジナイズした。続いて、成
分１５を、混合翼を用いて２００ｒｐｍにて添加した。
【０２６６】
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【表４４】

方法：
　成分１～４（相Ａ）を混合した。別に、成分５～９も、均一な分散液が形成されるまで
混合した（相Ｂ）。成分１０～１２（相Ｃ）も別に混合した。相Ｃを、４翼のプロペラロ
ッドで７００ｒｐｍにて混合しながら、相Ｂにゆっくり入れ、均一な乳液を作製した（相
Ｄ）。相Ｄを、均一になるまで７００ｒｐｍにて相Ａにゆっくり入れ、得られた配合物を
５分間混合した。成分１３を添加し、２分間混合した。
【０２６７】
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【表４５】

方法：
　成分１～４（相Ａ）を混合した。成分５～９（相Ｂ）を、均一な分散液が形成されるま
で相Ａとは別に混合した。成分１０～１２（相Ｃ）も相Ａおよび相Ｂとは別に混合した。
相Ｃを、４翼のプロペラロッドで７００ｒｐｍにて混合しながら、相Ｂに入れ、均一な乳
液を作製した（相Ｄ）。相Ｄを均一になるまで７００ｒｐｍにて相Ａにゆっくり入れ、５
分間混合した。次いで、成分１３を、得られた配合物に入れた後、５０００ｒｐｍにて１
５分ホモジナイズした。
【０２６８】
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【表４６】

方法：
　成分１～４（相Ａ）を混合した。成分５～９（相Ｂ）を、均一な分散液が形成されるま
で相Ａとは別に混合した。成分１０～１２（相Ｃ）も相Ａおよび相Ｂとは個別に混合した
。相Ｃを、４翼のプロペラロッドで７００ｒｐｍにて混合しながら、相Ｂにゆっくり入れ
、均一な乳液を作製した（相Ｄ）。成分１３を相Ｄに添加し、２分間混合した。得られた
乳液を、均一になるまで７００ｒｐｍにて相Ａにゆっくり入れ、５分間混合した後、９０
００ｒｐｍにて７分ホモジナイズした。
【０２６９】
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【表４７】

方法：
　成分１～３（相Ａ）を混合した。成分４を、白色乳液が形成されるまで相Ａを混合しな
がら添加した。成分６～９（相Ｂ）を混合し、続いて、相Ｂを乳液に添加し、１３００ｒ
ｐｍにて５分間混合した。得られた配合物を、５分間ホモジナイズ（シルバーソン）し、
成分５を添加した後、プロペラ翼で７００ｒｐｍにて２分間混合した。
【０２７０】

【表４８】

方法：
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　成分１～３（相Ａ）を混合した。成分４を、白色乳液が形成されるまで相Ａを混合しな
がら添加した。成分６～９（相Ｂ）を別に混合し、続いて、１３００ｒｐｍにて５分間混
合しながら乳液に添加した。混合物を、５分間ホモジナイズ（シルバーソン）した。成分
５を添加し、得られた配合物をプロペラ翼で７００ｒｐｍにて２分間混合した。
【０２７１】
【表４９】

方法：
　成分１～４を混合後（相Ａ）、白色乳液が形成されるまで成分５を添加した。成分６を
乳液に添加し、５分間混合した（乳液基剤）。成分７～１０（相Ｂ）を別に混合し、１３
００ｒｐｍにて乳液基剤に添加した後、５分間混合し、１０分間ホモジナイズ（シルバー
ソン）した。
【０２７２】
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方法：
　成分１および２を混合後（相Ａ）、白色乳液が形成されるまで成分３を添加した。成分
４を乳液に添加し、５分間混合した（乳液基剤）。成分５～８（相Ｂ）を別に混合し、１
３００ｒｐｍにて乳液基剤に添加した後、５分間混合し、１０分間ホモジナイズ（シルバ
ーソン）した。
【０２７３】
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【表５１】

方法：
　配合物８３－５４を８８－８３－Ｖ３と同様の方法で調製した。
【０２７４】
　アンディシルＶＳ１００００、アンディシルＶＳ１６５０００、アンディシルＸＬ－１
１をアンダーソンアンドアソシエイツから入手し、エアロジルＲ８２００をエボニックか
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８４をダウから入手した。グランサーフ９０をグラントから入手した。ビタミンＣ複合体
およびビタミンＡ複合体をＤＳＭから入手した。ジーサイドＣＡＰ－５をジーンから入手
した。ツイーン２０をクロダから入手した。ビタミンＥ複合体をＴＲＩ－Ｍから入手した
。
【０２７５】
　架橋成分の第２のステップには、以下に示す配合物６０－１４８－９９、６０－１４４
－Ｓａｎ、８６－１１４および８６－１４１ｃを含む。
【０２７６】
【表５２】

方法：
　成分１～６を合わせて、４翼の４０ｍｍプロペラで７５０ｒｐｍにて、均質になるまで
２分間混合し、水性相を作製した。別の容器において、成分７～１０を４翼の４０ｍｍプ
ロペラで７５０ｒｐｍにて、均質になるまで２分間混合し、シリコン混合物Ａを作製した
。水性相に、成分１１および１２を添加し、４翼の４０ｍｍプロペラで７５０ｒｐｍにて
混合した。混合速度を１０００ｒｐｍに増加し、混合物が均質になり、粘度が高くなるま
で混合した。成分１３を添加し、１０００ｒｐｍにて１分間撹拌した後、２５０００ｒｐ
ｍにて５分間ホモジナイズした。
【０２７７】
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方法：
　成分１および２をカーボポールが完全に湿潤し、混合物に白色粒子がなくなるまで、４
翼の４０ｍｍプロペラ翼で２５０ｒｐｍにて静かに混和した。成分３および４を、４翼の
４０ｍｍプロペラで５００ｒｐｍにより中等度の撹拌下において添加した。成分５を、混
合物が均質になり、粘度が高くなるまで４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐｍにて中等
度の撹拌下において滴下にて添加した。成分６を、４翼の４０ｍｍプロペラで５５０ｒｐ
ｍにて中等度の撹拌下において添加した後、混合物が均質になるまで１０００ｒｐｍにて
５分間混合した。
【０２７８】
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８６－１１４の方法：
　成分１～３を合わせて、７５０ｒｐｍにて、均質になるまで２分間混合し、シリコーン
相を作製した。別の容器において、成分４～１１を７５０ｒｐｍにて、均質になるまで１
５分間混合し、水相を作製した。水相を、シリコーン相をゆっくり添加し、７５０ｒｐｍ
にて混合した。混合速度を２０００ｒｐｍに増加し、混合物が均質になり、粘度が高くな
るまで混合した。成分１２を添加し、１０００ｒｐｍにて５分間撹拌した。成分１４を添
加し、１０００ｒｐｍにて５分間撹拌した。
【０２７９】
８６－１４１ｃの方法：
　成分１～４を合わせて、７５０ｒｐｍにて、均質になるまで２分間混合し、シリコーン
相を作製した。別の容器において、成分５～１２および１４を７５０ｒｐｍにて、均質に
なるまで１５分間混合し、水相を作製した。水相を、シリコーン相をゆっくり添加し、７
５０ｒｐｍにて混合した。混合速度を２０００ｒｐｍに増加し、混合物が均質になり、粘
度が高くなるまで混合した。成分１３を添加し、１０００ｒｐｍにて５分間撹拌した。成
分１５を添加し、１０００ｒｐｍにて５分間撹拌した。
【０２８０】
　実施例６：老化した皮膚に美容的効用を得るための２種類の異なる配合物を評価する２
日間の二重盲検試験
目的：　試験の目標は、次の確認臨床試験に進むための２種類の異なる配合物候補の主要
な候補物質を識別することであった。選択基準は、小じわの外観、皮膚の色合いの均一性
、皮膚の質感および毛穴ならびに６時間にわたる効果の持続時間に基づいた。さらなる目
標として、一般的な使用者が自身で塗布した場合の各配合物の塗布しやすさを決定するこ
とであった。
【０２８１】
　背景：　本試験は、ポリシロキサン系反応系を局所ヒト使用試験に使用することに焦点
をあてた初期段階の開発プロジェクトであった。現在、性能評価試験は、監視下の限定使
用の塗布に制限されている。評価された系は、ビニル末端ポリシロキサン、シリコンヒド
リド官能化ポリシロキサン、ヒュームドシリカ粒子および白金触媒からなった。これらの
試験において、ポリシロキサン系を皮膚表面に塗布し、白金触媒を添加することで硬化さ
せた。
【０２８２】
　試験材料の組成：　検討中の配合物の組成は、一般に以下の成分からなった。
・ビニル末端ポリシロキサン、
・ヒドリド官能化ポリシロキサン、
・ヒュームドシリカ粒子、
・白金触媒および
・市販の化粧成分
　検討中のポリシロキサンは全て６００ダルトンの分子量を超えていた。評価したポリシ
ロキサンの組成割合を以下の表に要約する。これらは、シロキサンの上限濃度を表し、ヒ
ュームドシリカ材料は、配合物の全体量に存在する。例えば、５０％の水準の化粧成分を
添加することにより、各成分が２倍希釈され、その結果、組成物番号１は、３５％ビニル
末端ポリシロキサン、１５％ヒドリド官能化ポリシロキサン、０％ヒュームドシリカおよ
び５０％市販の化粧成分となった。最終配合物中の白金触媒は、常に５００ｐｐｍ未満の
濃度で存在した。試験した２つの処置は、配合物６０－１４０－１および６０－１４０－
ＬＸ２であり、使用された架橋成分は６０－１４８－９９であった。
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　対象者の登録：
　対象者数：　確実に少なくとも１５例が試験を完了するために、合計２０例を登録させ
るため、およそ２５例が選抜された。
　インフォームドコンセントおよび承諾書：　インフォームドコンセントの写しを２部、
本試験開始前に各対象者に渡した。対象者は、疑問に回答してもらい、納得する機会が与
えられた。しかし、さらに疑問がある場合、対象者は最初の訪問時に十分な時間が与えら
れ、署名する前に治験責任医師と試験および／またはインフォームドコンセントに関する
未解決の疑問および心配について明らかにした。
　対象者の分類：　対象者に３桁の番号を割り当て、臨床試験番号と併せて使用する場合
、一意的に試験の各対象者を識別した。この番号は試験を通して対象者に与えられた。
【０２８４】
　適格基準：　フィッツパトリック皮膚分類は、太陽にさらされない冬の季節の後の最初
の３０～４５分間の日焼けに対する保護していない皮膚の外観の反応に基づいた。皮膚タ
イプの分類は以下の通りである。
Ｉ　常に焼けやすい、褐色でない
ＩＩ　常に焼けやすい、わずかに褐色
ＩＩＩ　やや焼ける、徐々に褐色
ＩＶ　わずかに焼ける、常にかなり褐色
Ｖ　ほとんど焼けない、過度に褐色
ＶＩ　焼けない、濃く色づく
【０２８５】
　選択基準：
　１．３０～６５歳
　２．女性
　３．フィッツパトリック皮膚分類Ｉ～ＩＶ
　４．以下を含むがそれらに限定されない、顔にいくつかの老化の視覚的徴候を示す：大
きな毛穴、小じわおよびしわまたは皮膚の色合い／質感の不良
　５．試験期間において以下の試験条件により協力および参加し、何らかの有害な症状を
直ちに報告する意思がある。
　６．処置時間に処置部位に日焼けによる紅斑がわずかにある、またはない。
　７．試験期間中、処置領域において本試験に含まれない局所スキンケア製品を使用する
ことを控えることができる。
【０２８６】
　除外基準：
　１．フィッツパトリック皮膚分類Ｖ－ＶＩ
　２．化粧試験のクリーム成分へのアレルギーまたは感受性の既往歴がわかっている者。
　３．アトピー性皮膚疾患または神経皮膚炎がわかっている者。
　４．妊娠、授乳または６ヵ月以内に妊娠を希望することがわかっている女性。
　５．がん治療またはがんの既往歴があることがわかっている者。
　６．試験結果に影響し得る試験領域に明らかな皮膚炎、日焼け、傷跡、不均一な色合い
／色素沈着などの皮膚状態がある者。
　７．臨床鑑定を妨げ得るいずれかの進行中の（１つまたは複数の）皮膚状態（例えば、
刺青、湿疹、乾癬、酒さ、にきびなど）。
【０２８７】
　試験方法：　以下の表２に試験の各訪問が行われた方法について概説する。
【０２８８】
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【表５５】

【０２８９】
　準備：　パネリストが到着する前に、治験責任医師および写真撮影者が各配合物の識別
に気付かないように、２種類の配合物を無作為化した。
【０２９０】
　写真撮影：　パネリストは、２種類の異なる照明条件下において（平行偏光照明および
交差偏光照明）、および顔の正面に対して２種類の異なるカメラ角度（９０°、４５°）
で写真撮影を行った。パネリストは顔位置付けシステムにおいて位置付けし、背腹の回転
を減らし、各カメラ撮影時に対しておよそ同じ位置に顔を位置付けした。「画像分析測定
」の章の「写真設定キャプチャー」の例を参照のこと。
【０２９１】
　訪問１：
　１．到着時に、各々が除外／選択基準に対して評価され、条件を満たす場合試験に採用
された。
　２．採用後、対象者に試験の簡単な説明およびインフォームドコンセントがされ、試験
についての疑問全てに十分に回答後、（立会人とともに）署名を行った。
　３．全ての書類に署名後、対象者を次に使用する対象者番号に割り当てた。
　４．次いで、ランダム化スキームに従い対象者に試験する２つの配合物を治験責任医師
が対象者の腕部の小領域に塗布し、５分間放置し、製品に対する何らかの感受性を決定し
た。
　５．パネリストに製品に対する感受性がない場合、その後、弱い洗顔剤で洗顔させた。
　６．洗顔後、パネリストの顔全体のベースラインの写真撮影を行った。
　７．ベースラインの写真撮影後、監視の下、対象者に試験材料を顔の上半分全体（頬骨
の下の領域を避けて目の下から生え際）に指を使って塗布するよう頼んだ。
　８．その後、パネリストは２～５分後に写真撮影を行い、塗布後写真を得た。
　９．その後、パネリストに、塗布した試験製品に関する質問について記入するよう頼ん
だ。
　１０．治験責任医師がベースラインに対する効果におけるパネリストの現状の評価を記
入した。
　１１．その後、パネリストを６～８時間自由にさせ、以下の説明を行った：
　ａ．顔をこすったり、引っ掻いたりしない。
　ｂ．シャワーまたは顔を濡らさない。
　ｃ．顔にさらに製品を塗布しない。
　ｄ．塗布領域に有害事象が生じる場合、パネリストは治験責任医師に連絡し、評価を受
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け、皮膜を除去する。
　１２．パネリストが戻ると、写真撮影を行い、パネリストおよび治験責任医師が評価書
式に記入した。
　１３．その夕方に専門の現状の鑑定者の予定が確保された場合、この時、パネリストは
、鑑定者がベースラインの写真に対するパネリストの外観について評点を付ける鑑定時間
まで待つよう指示された。
　１４．鑑定後、その後、パネリストは鑑定書式に各製品の感想およびコメントを記入し
た。
　１５．鑑定が終了後、その後、パネリストは化粧リムーバーを使用して製品を除去する
よう指示され、そのように行った。
　１６．その後、ＳＰＦ１５の市販のスキンケア保湿剤をパネリストの顔に保湿剤として
塗布した。
　１７．その後、パネリストは帰宅した。
【０２９２】
　訪問２：
　１．到着時に、パネリストは弱い洗顔剤で洗顔した。
　２．洗顔後、対象者の顔全体のベースラインの写真撮影を行った。
　３．ベースライン写真撮影後、対象者に各配合物の塗布方法を指示し（以下を参照）、
各配合物を別表Ａのランダム化スキームに従い顔の上半分全体に塗布させた（前回の訪問
と比べ塗布側を入れ替える）
　４．その後、訪問１のステップ７を続ける。
【０２９３】
　写真分析：
　試験完了後、「ベースライン」、「塗布後」および「６～８時間後」の写真を盲検用デ
ッキに集め、専門の鑑定者に提出し、以下に例示のグリフィススケールを用いて各写真の
しわ形成の程度の評点を付けた。
・０～１：損傷なし
・２～３：軽度の損傷
・４～５：中等度の損傷
・６～７：中等度～重度の損傷
・８～９：重度の損傷
【０２９４】
　評価される写真の撮影時点がわからないように、デッキを組み立てた。これにより評価
の結果の予想の何らかの偏りを排除した。グリフィススコアは絶対的なものであるため、
データ分析において、ベースラインの差を後ほど算出した。
【０２９５】
　結果：
　評価書式：　治験責任医師の評価書式から、－２、－１、０、＋１、＋２のスケール（
かなりの減少／リフト、いくらかの減少／リフト、減少／リフトなし、いくらかの増加／
垂れおよびかなりの増加／垂れ）を異なる評価パラメータの全てに作製した。各配合物に
おいて、このスケールの平均値をパネリスト全体に標準偏差とともに決定し、評価される
各属性の性能の指標とした。
【０２９６】
　鑑定者の評価書式から、－２、－１、０、＋１、＋２の同じスケールを適用し、含まれ
る評価に関する同じ統計データを得た。これらの平均値および標準偏差から、検討される
パラメータに影響する個々の配合物それぞれの性質における信頼性を決定した。
【０２９７】
　パネリストの評価書式は、評価される各属性において－１、０、＋１のスケールであっ
た。このスケールの平均値を、パネリスト当たり塗布後および期間後の両方において決定
し、短期および長期の性能の指標とした。相関のため、この結果の傾向を鑑定者および治
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験責任医師の評価結果に対して評価した。
【０２９８】
　３つの全ての書式のコメントを記録し、何らかの類似性において検討した。専門の鑑定
者は毎週評価していなかったため、治験責任医師およびパネリストの書式のみを、塗布さ
れた顔側に関わらず、各配合物の効果の一貫性において毎週にわたり比較した。
【０２９９】
　写真分析：　臨床後の写真分析において、各写真に評価者によりグリフィススコアを割
り当てられた。各配合物に対応するベースラインの写真からこのスコアの平均的な変化が
、小じわおよびしわの外観の滑らかさおよびより若々しい外見を作る効果の指標となった
。相関のため、これらの結果を現状の鑑定と比較した。
【０３００】
　２週目の結果の概要：　以下の表３は、６０－１４０－ＬＸ２が６０－１４０－１に比
べ耐久性が低いことを示す。
【０３０１】

【表５６】

【０３０２】
　治験責任医師のパネリストの鑑定は、２つの配合物の性能で２つの有意差を表した（図
３を参照）。配合物６０－１４０－ＬＸ２は、額のしわの外観の全体の改善が有意に大き
いことを示した。逆に、６０－１４０－１は目の下のしわの外観の改善が有意に大きいこ
とを示した。これは、より軟性の配合物を目の下の薄い皮膚に塗布されるべきであるとい
う仮説を確認したという点で重要であり、肯定的な結果を得た。その代りに、額の皮膚は
厚いため、しわを強力に減少させるにはより硬性の皮膜が必要となり得る。マット感、小
じわの減少および毛穴の減少は治験責任医師の鑑定において全体の性能項目の上位３つで
あった。
【０３０３】
　鑑定者は２つの配合物間の３つ属性の違いを区別することができた（図４を参照）。配
合物６０－１４０－ＬＸ２は、６０－１４０－１に対してより若々しい外観および自然な
感触において有意な増加を示し、その一方で配合物６０－１４０－１は、６０－１４０－
ＬＸ２に対して外見の引き締まりの有意な増加を示した。他の全ての属性は、２つの配合
物間で有意な差を示さなかった。観察された全体の変化が最も大きい上位３つの属性は、
どの配合物であってもマット感、毛穴の減少および小じわの改善がベースラインに対して
一貫して最も大きい顕著な改善を示したことを示す。
【０３０４】
　パネリストのデータは、試験した２つの配合物間で有意な差を示さなかった（図５を参
照）。６０－１４０－ＬＸ２の上位の平均スコア項目は、外見の引き締まりの属性であっ
た。この属性における６０－１４０－ＬＸ２と６０－１４０－１との間の差は、有意では
なかった（ｐ約０．２４）が、以下の検討したもののうち最も大きく異なる属性であった
。サンプルの大きさが本試験において非常に小さかったため、さらなる試験もせず、差は
有意に検出されていなかったのかもしれない。この属性がより若々しい外観、しわ形成の
程度およびマット感を超えることについての１つの仮説として、パネリストが６０－１４
０－ＬＸ２で引き締まり感を最も大きく実感していたため、この配合物を６０－１４０－
１より高く採点したことがある。この結果を除くと、上位３つの性能の属性は、全体のよ
り若々しさ、しわ形成の減少およびマット感である。毛穴の大きさは、パネリストの間で
は目立たなかったが、鑑定者および治験責任医師はともに常に高く採点していた。パネリ
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ストは、自身のベースラインの毛穴の大きさを覚えていなかったのかもしれない。
【０３０５】
　最後に、鑑定者に、各鑑定毎にパネリストの年齢を評価するよう頼んだ。この年齢と実
際の年齢との差を、その後算出し、６０－１４０－ＬＸ２が６０－１４０－１の－７．７
歳に比べ－８．７歳で、年齢評価においてより有意な効果を有したことがわかった（図６
を参照）。
【０３０６】
　パネリストの写真をさらに、前と後の写真を使用してグリフィススケールで鑑定した。
図７は、パネリストの写真の盲検評価による平均グリフィススコアの結果を示す。２つの
例において、平均グリフィススコアは、配合物６０－１４０－ＬＸ２および６０－１４０
－１の塗布後、２．１５および１．２５ポイント低下した。この結果は、パネリストが配
合物塗布後に若く見えたという図４および５と一致している。
【０３０７】
　試験責任医師の評価：　しわ、毛穴およびてかりの外観の減少に有意な改善が認められ
た。パネリストの顔上半分に第１週から選択された２つの配合物（６０－１４０－ＬＸ２
および６０－１４０－１）を使用した処置は、試験責任医師の評価においてパネリストの
小じわの外観を減少させた。６０－１４０－ＬＸ２は１００％小じわの外観を減少させ、
その一方で、６０－１４０－1は９６％減少させた（表４）。これらの配合物はまた、小
じわに比べより少ない程度（それぞれ７５％および６７％）であるが、深いしわを減少さ
せた。
【０３０８】

【表５７】

【０３０９】
　異なる種類のしわのうち、額のしわ（９４％および９３％）および目尻のしわ（９６％
および８７％）の領域は、６０－１４０－ＬＸ２および６０－１４０－１配合物で最も減
少を示した。目の下のしわもまた、額をひそめるしわとともに中等度に減少した（８１％
および７９％）（番号１１の深いしわ）、これはわずかにのみ減少した（５８％および３
１％）（表５）。
【０３１０】
【表５８】

【０３１１】
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　額の毛穴は両方の処置において１００％減少が見られ、頬の毛穴もまた、６０－１４０
－ＬＸ２および６０－１４０－１を使用した処置時に５０％および６７％減少が見られた
（表６）。
【０３１２】
【表５９】

【０３１３】
　両方の配合物は、パネリストの処置した皮膚のてかりの外観を減少させた（表６）。
【０３１４】

【表６０】

【０３１５】
　これらの２つの配合物の全体の美容的性能は、しわ、毛穴およびてかりの減少において
同等であった。しかし、機械的性能において、皮膜の無傷および不具合において差を示し
、硬い皮膜は剥離およびひび割れなどの不具合様式を示した（表８および９を参照）。
【０３１６】

【表６１】

【０３１７】

【表６２】

【０３１８】
　配合物６０－１４０－１は、皮膚表面に形成後、高い皮膜の耐久性を示し、約１３％の
みが、ひび割れおよび剥離により決定した皮膜の不具合を示した。しかし、６０－１４０
－ＬＸ２は、皮膚に形成時に皮膜の耐久性が不良を示す、皮膜の不具合（３５％）が大き
く、これは多く場合、皮膜のひび割れ（２７％）および剥離（１２％）の結果であった。
要約すると、６０－１４０１は、「一日中」耐久性のある皮膜を提供することができ、し
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であった。
【０３１９】
　鑑定者の評価：　鑑定者の評価は、パネリストの塗布した皮膚のしわ、毛穴およびてか
りの減少を示した。６０－１４０－ＬＸ２および６０－１４０－１の処置によるしわの減
少は同等であった（表１０）。
【０３２０】
【表６３】

【０３２１】
　鑑定者は、処置後のパネリストの皮膚の毛穴の減少が大きく（表１１）、マット感の改
善（表１２）を認めた。パネリストの皮膚の色合いもまた、わずかに改善され、皮膚は、
鑑定者の評価によると引き締まって見えた（表１１）。
【０３２２】

【表６４】

【０３２３】

【表６５】

【０３２４】
　両方の配合物はより若々しい外見の皮膚となるように見えるが、６０－１４０－ＬＸ２
は、６０－１４０－１配合物に比べ、より若々しい外見を作り（９０％）、自然な感触（
８６％）において大きな改善を示した（表１３）。これらの配合物で処置した皮膚の感触
も印象的な観察がなされた。
【０３２５】
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【表６６】

【０３２６】
　艶やかさ、滑らかさおよび柔らかさは、鑑定者が、処置した皮膚の感触についての記載
に選んだ上位３つの記述子である（表１４）。
【０３２７】

【表６７】

【０３２８】
　実施例７：身体補正用組成物を除去するクレンザーの開発
　市販のクレンザーは、本発明の身体補正用組成物を塗布した場合、形成される皮膜の除
去に効果がなかったことがかわった。クレンザーの性能を評価するため、皮膜を志願者の
顔の皮膚に塗布した。６～８時間後、クレンザーを皮膜にこすらせ、３０秒間皮膜につけ
たままにした。その後、対象者に、得られた表面のざらつきをウェットティッシュで皮膚
から膨張した皮膜を静かにふき取ることで、皮膜を除去するよう指示した。以下の市販の
製品を試験した：
　・フィロソフィーピュリティメイドシンプル
　・資生堂ベネフィアンスクリーミークレンジングフォーム
　・ノグゼマ
　・エスティローダーパーフェクトクリーンスプラッシュアウェイフォーミングクレンザ
ー
　・メイクアップフォーエバーセンズアイズ
　・ロレアルｇｏ３６０クリーンディープ
　・クリニークナチュラリージェントルアイメークアップリムーバー
　・オーレイトータルエフェクト７イン１アンチエイジングクレンザー
　・オーレイダブルアクションクレンザーおよびポアスクラブ
　・ガルニエスキンリニュー
　・ランコムビファシルダブルアクションメークアップリムーバー
　・ニュートロジーナディープクリーンインビゴレーティングフォーミングスクラブ
　・オーレイリジェネリストデイリーリジェネレイティングクレンザー
　・ＣＶＳファーマシーディープクレンジングメイクアップリムーバー
　・ニュートロジーナエイジレスエッセンシャルコンティニュアスハイドレーションクリ
ームクレンザー
　・ＣＶＳクレンジングおよびメイクアップリムーバー
　・イエストゥーキューカンバーナチュラルグローフェイシャルウェットティッシュ
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　上記の製品のどれも皮膜の除去に効果がないとして、皮膜の機械的完全性を破壊し、皮
膜へのクレンザー成分の送達を促進するクレンザーを調製した。理論に束縛されないが、
除去機序を括弧に示す各ステップの主要な配合物成分を用いた４ステップを記載すること
ができる：
　１．皮膜を湿潤させる（シルソフト０３４、シルソフトＥＴＳ、５ＣＳジメチコン）
　２．配合物成分の浸透（シロキサン乳化剤、シロキサン相、グリコール、クレモホアＥ
Ｌ）
　３．皮膜を膨張させる（シルソフト０３４、シルソフトＥＴＳ、イソドデカン、５ＣＳ
ジメチコン）
　４．皮膜を皮膚から剥離する（グリコール、水）
【０３３０】
　シルソフト０３４、シルソフトＥＴＳ、５ＣＳジメチコンは、皮膜表面を容易に湿潤さ
せた。シロキサン乳化剤またはクレモホアＥＬは、シロキサン相に水性相を組み込み、皮
膜への皮膜膨張成分の送達を促進し得る。シルソフト０３４、イソドデカンおよびシルソ
フトＥＴＳは、皮膜の膨張および機械的破壊に寄与する。これにより水性層の浸透、皮膚
の水和作用および皮膜の皮膚への粘着の低下を可能にする。
【０３３１】
　以下の表１５～１７は皮膜除去に有効であった組成物を挙げる：
【０３３２】
【表６８】

【０３３３】
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【表６９】

【０３３４】

【表７０】

【０３３５】
　方法：
　成分１～４および９を、透明な分散液が形成されるまで混合した（相Ａ）。化合物５～
８を、均一な固体分散液が形成されるまで別に混合した。続いて、相Ａを相Ｂに添加し、
混合した。
【０３３６】
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　実施例８：粘度測定
　液体の粘度を当業者が公知の多くの方法で測定することができる。特に、「トーマス・
Ｇ・メツガー著、The rheology handbook: for users of rotational and oscillatory r
heometers」またはＡＳＴＭ標準、例えば、ＡＳＴＭ　Ｄ３８３５－０８、ＡＳＴＭ　Ｄ
２８５７－９５、ＡＳＴＭ　Ｄ２１９６－１０およびＡＳＴＭ　Ｄ２９８３－０９に当業
者への液体の粘度測定の方法が指示されている。方法の例はさらに、以下の方法がある：
【０３３７】
　方法Ａ
　Ｉ．概説
　このプロトコールは、ブルックフィールド粘度計において粘度（ｃＰ）を決定する。こ
のプロトコールは、即効の処置および完成物を含むがそれらに限定されない種々多様な配
合物に行うことができる。
　ＩＩ．背景
　配合物の粘度は、その性能およびその美容的観点に重要である。さらに、時間またはス
トレス状態にさらされることに伴う粘度の変化は、配合物の不安定性の重要な指標となる
。そのため、配合物の粘度を、再現性があり、正確に評価できることが重要である。以下
のプロトコールを使用し、粘度が５０～３００Ｐａｓである配合物の１回の剪断速度での
粘度を決定することができる。
　ＩＩＩ．材料
　・目的の配合物を含有する全容量２オズ～８オズの瓶
　・ブルックフィールドＤＶ－ＩＩ＋プロエクストラ粘度計およびＲＶ－６スピンドル
　・試験はサンプル当たり約５分を要する
　ＩＶ．分析上の注意
　・使用前に粘度計のジオメトリを洗浄
　・サンプル容器中央の適切な深さにジオメトリを挿入する
　・試験中、容器を確実に固定する
　Ｖ．プロトコール
　５．１　装置の準備：
　１．計測器の後ろのスイッチを入れ、ブルックフィールドＤＶ－ＩＩ＋プロエクストラ
粘度計の電源を入れる。計測器調節パネルの上向きの矢印を押し、「外部モード」を選択
する。
　２．デスクトップに見つけることができるショーカットのレオカルクソフトェアを起動
する。
　３．ダッシュボードタブの照明記号をクリックし粘度計をゼロにする（計測器のジオメ
トリはインストールされない）。
　４．ＲＶ－６試験ジオメトリを見つけ、５０％／５０％ＩＰＡ／ミネラルスピリット混
合物を洗浄後、ふき取り乾燥させる。
　５．計測器のジオメトリホルダーのスリーブアップを引っ張り、ＲＶ－６ジオメトリを
挿入する。
　６．試験タブをクリックし、Ｈｏｌｄ０．５－ＲＶ６－０８１５１１．ＲＣＰ法を開き
試験方法を選択する。
　５．２　サンプルの準備：
　１．サンプルが確実に均一に見えるように目で確かめること以外、特にサンプルの準備
に要しない。
　５．３　粘度測定の実施：
　１．２～８オズのサンプルアンダーにジオメトリを挿入する。
　ｉ．ジオメトリのロッド内の薄片が示されるように正確な測定の高さにジオメトリを確
実に挿入する。
　ｉｉ．ジオメトリを確実に瓶の中央に置く。
　２．適切な相対位置にサンプルおよびジオメトリを維持するようスタンドを調節する。
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　３．試験タブの小さなプレイボタンをクリックし、試験を開始する。
　４．適宜、データファイルに名前を付け、適切な場所にファイルを保存する。
　５．試験を完了まで行い、その後、これからの分析のためにデータを保存する。
　６．別のサンプルを試験するために、
　ｉ．サンプルスタンドをスライドし、サンプルを計測器から取り出す。
　ｉｉ．計測器からジオメトリを取り出し、５０％ＩＰＡ、５０％ミネラルスピリット混
合物で表面全体を静かにふき取る。リントフリーワイプで乾燥させる。
　ｉｉｉ．ジオメトリを交換し、試験タブに戻り、次の試験を開始する。
　７．最後の試験サンプルが終了後、５０％ＩＰＡ、５０％ミネラルスピリット混合物で
ジオメトリを洗浄後、ふき取り乾燥させ、ジオメトリボックスに戻す。
　ＶＩ．データ分析
　１．データファイル（＊．ＤＢ）を開き、出力ボタンをクリックし、データを含むエク
セルファイルを得る。
　２．データ分析用のＶｉｓｃｏｍｅｔｅｒＰｅｒｆｅｃｔｏｒＴｅｍｐｌａｔｅ＿ＪＬ
－０８１５１１－ｖ１－ｂｅｔａ１．ｘｌｓｘエクセルファイルテンプレートを指定する
。
　３．最初のシートにデータを貼り付ける。
　４．平均粘度および標準偏差を記録する。
　５．分析したサンプルを参照する新しい名前をつけた電子記録としてテンプレートを保
存する。
　１．各データセットの分析を繰り返す。
【０３３８】
　方法Ｂ
　Ｉ．概説
　このプロトコールは、０．５ｌ／ｓの粘度（Ｐａｓ）、ずり粘稠化因子（Ｐａ・ｓ２）
および不安定性の歪み速度を決定する。このプロトコールは、他の「クリーム」または「
ローション」とともに、即効の処置および完成物を含むがそれらに限定されない種々多様
な配合物に行うことができる。
　ＩＩ．背景
　配合物の粘度およびその変化は、配合物の安静性に相関している。そのため、即効の活
性プロトタイプの安定性のための予測ツールとして使用される配合物の粘度特性を、再現
性があり、正確に評価できることが重要である。以下のプロトコールを使用して、粘度、
ずり粘稠化因子および不安定性の歪み速度を決定することができる。
　ＩＩＩ．材料
　・１ｇより大きい目的の配合物
　・２０ｍｍパラレルプレートジオメトリを搭載したボーリンＣＶＯ１００レオメーター
　・試験はサンプル当たり約１２分を要する
　ＩＶ．分析上の注意
　・ジオメトリの洗浄側は正確な試験結果に重要である
　・いかなる偏差も記載しなければならない
　Ｖ．プロトコール：
　５．１　装置の準備
　８．ボーリンレオメーターを設定する。
　ａ．計測器の電源を入れる
　ｂ．温度コントローラーの電源を入れる
　ｃ．ボーリンソフトウェアを開始する
　ｄ．粘度安定性試験テンプレートを読み込む
　ｅ．ジオメトリおよびプレートがともに清潔であることを確認する
　９．ジオメトリのインストール。
　ａ．計測器をゼロにし、ここで試験の用意をする
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　１０．複数のサンプルを試験するために、ジオメトリを単に持ち上げて、ドライワイプ
でまず清潔にした後、５０％／５０％ＩＰＡ／ミネラルスピリット混合物で洗浄し、その
後再度ドライワイプで清潔にする。
　５．２　サンプルの準備：
　１．サンプルが確実に均一に見えるように目で確かめること以外、特にサンプルの準備
に要しない。
　ＶＩ．粘度試験の実施
　７．ジオメトリの下中央に置かれたマウンドの底プレートに約１ｇの混合材料を置く。
　８．ジオメトリを補正キャップまで下げる（２５０μｍ）。
　９．へらの平らな端を使い、ジオメトリの側部から過剰量の材料を除去する。
　１０．試験を完了まで行い、その後、これからの分析のためにデータを保存する。
　１１．次の試験を続けるために、ジオメトリを持ち上げ、計測器からサンプルを取り出
す。５０％ＩＰＡ、５０％ミネラルスピリット混合物で表面全体を静かにふき取る。リン
トフリーワイプで乾燥させる。
　１２．ここで、次の硬化試験を開始する用意をする。
　ＶＩＩ．データ分析：
　２．データ分析用の以下のエクセルテンプレートＶｉｓｃｏｓｉｔｙＳｔａｂｉｌｉｔ
ｙＴｅｍｐｌａｔｅ０６１４１１－ｖ２を指定する。
　３．適切なＢｏｈｌｉｎ　Ｖｉｓｃｏｍｅｔｒｙ　Ｄａｔａ　Ｆｉｌｅから計測器の生
データを、エクセル文書のシート１のＡ：２（左隅あたり）に貼り付ける。
　４．エクセル文書のシート１のＡ：１にサンプル名を貼り付ける。
　５．粘度として算出した「０．５ｌ／ｓの粘度（Ｐａｓ）」を記録する。
　６．ずり粘稠化因子として算出した「ずり粘稠化因子（Ｐａ・ｓ２）」を記録する。
　７．歪み安定性として算出した「不安定性の歪み速度」を記録する（スケールは１００
以外）。
　８．完了したテンプレートを適切なファイル名をつけて電子記録として保存する。
　９．残りの生データにおいてステップ２～７を繰り返す。
【０３３９】
　等価物
　当業者であれば、単なる一連の実験を使用して、本明細書に記載の特定のポリペプチド
、核酸、方法、アッセイおよび試薬に対する多くの等価物を認識または確かめることがで
きるだろう。このような等価物は、本発明の範囲内にあると考えられ、以下の特許請求項
の範囲により包含される。
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